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改訂履歴
次の表は、この文書の改訂履歴の一覧です。

改訂履歴 変更内容

リビジョン 01 初回リリース。

表 1:改訂履歴
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本書について
このユーザーガイドでは、Aruba Instant On 2.7.0でサポートされる機能と、Instant Onネットワークのセッ
トアップと設定の詳細な手順を説明します。

対象となる読者
このガイドは、Instant On APを設定および使用する管理者を対象としています。

関連ドキュメント
このドキュメントのほかに、Aruba Instant On 2.7.0製品ドキュメントには以下が含まれています。

n Aruba Instant Onアクセスポイントハードウェアガイド
n Aruba Instant Onリリースノート
n Aruba Instant On 1830スイッチシリーズ管理および設定ガイド
n Aruba Instant On 1830インストールおよびスタートアップガイド
n Aruba Instant On 1930スイッチシリーズ管理および設定ガイド
n Aruba Instant On 1930インストールおよびスタートアップガイド
n Aruba Instant On 1960スイッチシリーズ管理および設定ガイド
n Aruba Instant On 1960インストールおよびスタートアップガイド

サポート連絡先

メインサイト arubainstanton.com

サポートサイト support.arubainstanton.com

Instant Onソーシャルフォーラムおよび
ナレッジベース

community.arubainstanton.com

北米電話サポート 1-800-943-4526 (フリーダイヤル)
1-408-754-1200

海外電話サポート community.arubainstanton.com/t5/Contact-Support/ct-
p/contact-support

EULA https://www.arubainstanton.com/eula/

セキュリティインシデントレスポンス
チーム

サイト: arubanetworks.com/support-services/security-
bulletins/
Email: aruba-sirt@hpe.com

表 2:連絡先情報
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Aruba Instant On ソリューション
Instant Onソリューションは、小規模企業ネットワーク向けに設計された、シンプルで高速かつ安全性の高い
ソリューションです。ITスタッフが不在で、テクノロジー要件と環境構成がシンプルな企業に最適な、手頃な
価格の使いやすいソリューションです。この製品は最新のWi-Fiおよびスイッチングテクノロジを提供し、忙し
いオフィスや店舗のようなビジネスでも迅速に利用を開始できます。
Instant OnソリューションスイートのInstant OnモバイルアプリとWebアプリケーションにより、ネット
ワークのプロビジョニング、監視、管理が可能です。Instant Onには以下のメリットがあります。
n モバイルアプリとWebアプリケーションによる迅速なセットアップとネットワークのすばやい立ち上げ
n 使いやすさと適切な規模の機能セット
n ネットワークの正常性と使用状況を確認できる簡単な統計情報
n リモート監視機能
n シンプルなトラブルシューティング

主な機能
Aruba Instant Onアプリの一部として搭載されている主な機能は次のとおりです。
n サイトの状態の監視
n ネットワークの設定
n アプリケーション使用状況の分析
n クライアントの管理
n サイトのリモート管理

サポートされるデバイス
Aruba Instant Onは、現在次のデバイスをサポートしています。

屋内用 Instant On アクセスポイント
n Aruba Instant On AP11アクセスポイント
n Aruba Instant On AP11Dアクセスポイント
n Aruba Instant On AP12アクセスポイント
n Aruba Instant On AP15アクセスポイント
n Aruba Instant On AP22アクセスポイント
n Aruba Instant On AP25アクセスポイント

屋外用 Instant On アクセスポイント
n Aruba Instant On AP17アクセスポイント
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現在サポートされているAruba Instant Onハードウェアの詳細とInstant Onソリューションの購入方法につ
いては、以下を参照してください。

n Aruba Instant Onハードウェアガイド
n ローカルリセラーからの購入情報

Instant On スイッチ
n Aruba Instant On 1930 8G 2SFPスイッチ
n Aruba Instant On 1930 8G Class4 PoE 2SFP 124Wスイッチ
n Aruba Instant On 1930 24G 4SFP/SFP+スイッチ
n Aruba Instant On 1930 24G Class4 PoE 4SFP/SFP+ 195Wスイッチ
n Aruba Instant On 1930 24G Class4 PoE 4SFP/SFP+ 370Wスイッチ
n Aruba Instant On 1930 48G 4SFP/SFP+スイッチ
n Aruba Instant On 1930 48G Class4 PoE 4SFP/SFP+ 370Wスイッチ
n Aruba Instant On 1960 24G 2XGT2SFP+スイッチ
n Aruba Instant On 1960 24G 20p Class4 4p Class6 PoE 2XGT2SFP+ 370Wスイッチ
n Aruba Instant On 1960 48G 2XGT2SFP+スイッチ
n Aruba Instant On 1960 48G 40p Class4 8p Class6 PoE 2XGT2SFP+ 600Wスイッチ
n Aruba Instant On 1960 12XGT4SFP+スイッチ
n Aruba Instant On 1830 8Gスイッチ
n Aruba Instant On 1830 8G 4p Class4 PoE 65Wスイッチ
n Aruba Instant On 1830 24G 2SFPスイッチ
n Aruba Instant On 1830 24G 12p Class4 PoE 2SFP 195Wスイッチ
n Aruba Instant On 1830 48G 4SFPスイッチ
n Aruba Instant On 1830 48G 24p Class4 PoE 4SFP 370Wスイッチ

https://community.arubainstanton.com/support/documentation/hardware-documentation
https://www.arubainstanton.com/buy-now/


このリリースの最新情報
このセクションでは、Aruba Instant On 2.7.0で導入された新機能、拡張機能、およびハードウェアプラット
フォームを示します。

新機能とハードウェアプラットフォーム

機能 説明

二要素認証のアカウント回復機能

リカバリ電子メールアドレスの変更

Instant Onアカウントに二要素認証を設定する際、認証アプリの使用に問
題が生じた場合に備えて、アカウントへのサインインに使用できるリカバ
リ電子メールアドレスの入力を促されるようになりました。アカウントに
二要素認証が設定されると、アカウント用のリカバリ電子メールアドレス
の変更が可能になります。

有線ネットワークにおけるACL の機能
強化

ロックされたポートと制限されたネットワークの機能が排他的になりまし
た。有線ポートをロックして、同じポートを同時に制限されたネットワー
ク専用にすることはできません。ポートにそのような設定をした場合、
ロックされたポートの機能が優先されます。さらに、制限された有線ネッ
トワークの上限に達したことを示すメッセージがUI にいくつか追加され
ました。

ウォッチリストの無線クライアントの追
加と削除

ウォッチリストの有線クライアントの追
加と削除

ウォッチリストに登録されたクライアン
トの通知の有効化

有線および無線クライアントをウォッチリストに追加し、クライアントの
ステータスが変更されたときに、迅速に通知を受け取れるようになりまし
た。ウォッチリストからクライアントを手動で削除することもできます。

メイン (従業員)ネットワークとゲスト
ネットワークのネットワークスケジュー
ル機能の強化

メイン (従業員)ネットワークとゲストネットワークのネットワークスケ
ジュール設定に [可変] という新しいオプションが追加され、ユーザーが日
毎に異なるネットワークスケジュールを設定できるようになりました。

電力スケジュール機能の強化 電力スケジュール設定に [可変] という新しいオプションが追加され、ユー
ザーが日毎に異なる PoEスケジュールを設定できるようになりました。

Instant Onスイッチでのジャンボフ
レームのサポート
Instant Onスタックでのジャンボフ
レームのサポート

すべての Instant Onスイッチとクラウド管理型スタックでジャンボフ
レームを有効化できるようになり、スイッチが処理するフレーム数とオー
バーヘッドを減らすことで、データ伝送効率を高めることが可能になりま
した。

サイトあたりのデバイス数の増加 サイト内に展開できる Instant Onデバイスの最大数を 50台に増やしまし
た。

表 3: Instant On 2.7.0で導入された新機能
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機能 説明

デバイスの詳細情報への製品型番情報の
追加

各 Instant Onデバイスの [デバイスの詳細]セクションに、他の一般的な
デバイス情報に加えて、製品型番情報が含まれるようになりました。

ソフトウェアの更新に関する強化 ソフトウェアの更新状況がプログレスバーで表示され、インストールに成
功した Instant Onデバイスとインストールが完了しなかったデバイスの
リストが表示されるようになりました。

表 3: Instant On 2.7.0で導入された新機能



Aruba Instant On 展開の概念
Instant Onソリューションは現在、以下の3つのタイプの展開をサポートしています。

n 無線展開—アクセスポイントのみ
n 有線展開—スイッチのみ
n 有線および無線展開—アクセスポイントとスイッチ

初期設定中に、作成するネットワークのタイプに基づいて、上記の展開モードのいずれかを選択する必要があり
ます。

無線展開 — アクセスポイントのみ
無線展開モードは、ネットワークインフラストラクチャが主にInstant Onアクセスポイントで構成されている
ユーザーに適しています。Instant On APの電源をオンにし、インターネットに接続されていることを確認し
て、サイトの作成を開始します。プライベートネットワークまたはルーターベースのセットアップでAPを設定
するための選択肢が提示されます。初期設定時に作成したネットワークは、サイト内のデフォルトのネットワー
クとなり、削除することはできません。このデフォルトネットワークのSSIDは読み書きモードになり、必要に
応じて変更できます。ただし、このデフォルトネットワークに割り当てられた管理VLANは読み取り専用とな
り、変更することはできません。初期設定が完了したら、追加のAPまたはスイッチを使用してネットワークを
拡張できます。この展開では、1つのサイトに最大8つの無線ネットワークを作成できます。詳細については、
「無線ネットワークのセットアップ」を参照してください。

有線展開 — スイッチのみ
有線展開モードは、ネットワークインフラストラクチャが主にInstant Onスイッチのオンボードを重視してい
るユーザーに適しています。Instant OnモバイルアプリやWebアプリケーションを使用した初期設定で、ス
イッチのオンボード処理を段階的に行うことができます。オンボード処理を完了するには、スイッチの電源が
入っていてインターネットに接続されている必要があります。初期設定の完了時に作成された有線ネットワーク
はサイトのデフォルトネットワークとして機能し、削除することはできません。無線ネットワークとは異なり、
有線ネットワークでは、ネットワークのSSIDとパスワードを作成する必要はありません。サイト名は有線ネッ
トワーク名として保持され、この処理中にデフォルトの管理VLAN IDが設定されます。後でネットワークを拡
張し、無線SSIDを作成する手順を実行して、Instant On APをサイトに追加することができます。この展開で
は、1つのサイトに最大22の有線ネットワークを作成できます。詳細については、「有線ネットワークのセッ
トアップ」を参照してください。

ネットワーク内に電源がオンで検出可能な Instant On APがある場合は、初期設定時に検出され、スイッチとともに
ネットワークに追加されます。

有線および無線展開 — アクセスポイントとスイッチ
有線および無線展開は、ネットワークインフラストラクチャに有線のInstant Onスイッチと無線のInstant On
APの組み合わせが含まれているユーザーに適しています。初期設定は無線ネットワークの設定と似ており、プ
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ライベートネットワークにAPを接続するか、ルーターベースの設定で接続するかの2つの選択肢があります。
この展開では、1つのサイトに最大30のネットワーク(有線22と無線8)を作成できます。サイト内にAPと
スイッチを一緒に展開する場合、次の2つのシナリオがあります。

n プライベートネットワークモードでAPとスイッチを展開する
n ルーターモードでAPとスイッチを展開する

新しいサイトの作成を開始するには、[作業の開始] 画面から[アクセスポイントとスイッチ] ラジオボタンを選
択し、[続行] をクリックします。ここで、[AP設定モード]セクションに記載されている指示に従い、優先モー
ドに基づいてデバイスをオンボードします。



Aruba Instant On デバイスのプロビジョニング
この章では、以下の手順について説明します。

n モバイルアプリのダウンロード
n 無線ネットワークのセットアップ
n 有線ネットワークのセットアップ
n AP設定モード
n 利用可能なデバイスの発見
n サイトのリモート管理

モバイルアプリのダウンロード
Aruba Instant Onモバイルアプリでは、外出先でネットワークのプロビジョニング、管理、および監視を行う
ことができます。
Instant Onモバイルアプリの使用を開始するには、次の操作を行います。

1. スマートフォンにアプリをダウンロードします。
n iPhone にアプリケーションをインストールするには、Apple App Store にアクセスして、Aruba
Instant Onを検索します。

n Android搭載端末にアプリをインストールするには、Google Play ストアにアクセスして、Aruba
Instant Onを検索します。

2. Instant Onアプリケーションを起動し、画面の指示に従ってセットアップを完了します。

あるいは、Instant OnWebアプリケーションを使用してWebブラウザで設定を完了することもできます。詳
細については、「Aruba Instant Onアプリケーションへのアクセス」を参照してください。

モバイル OS 要件
以下のモバイルOSバージョンがAruba Instant On 2.7.0モバイルアプリをサポートしています。

n Android 10以降のバージョン
n iOS 14以降のバージョン

Instant On の公式クラウド URL
以下の公式クラウドURLがAruba Instant Onで使用され、許可されたドメインリストに追加されます。

n 未設定のInstant Onデバイスがクラウドにアクセスする際に使用するオンボーディングURL:
https://onboarding.portal.arubainstanton.com/

n 設定済みInstant Onデバイスがデータをクラウドに送信する際に使用するクラウド接続URL:
https://iot.portal.arubainstanton.com
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n Instant Onデバイスがファームウェアを取得する際に使用するソフトウェアアップグレードURL:
https://downloads.portal.arubainstanton.com



無線ネットワークのセットアップ
Instant Onソリューションを使用するには、インターネット接続を提供する有線ネットワークにAruba
Instant On APを接続する必要があります。

SL 番号 手順 図解

1. プライベートネットワークモード—電源ア
ダプタを使用するか、PoE対応スイッチの
Power over Ethernet (PoE) ポートを使用し
て、Aruba Instant On APに電源を供給しま
す。APがイーサネットケーブル (パッケー
ジに同梱)を使用してネットワークに接続さ
れていることを確認してください。

ルーターモード—イーサネットケーブルを
使用して、プライマリWi-Fi ルーターとし
て機能する Instant Onデバイスの E0/PT ま
たは ENET ポートを ISP提供のモデムに接
続します。

2. LED インジケータを確認して、APがプロビ
ジョニングするネットワークに正常に接続
され、設定の準備ができているかどうかを
チェックします。LEDインジケータは緑色
とオレンジ色で交互に点滅を開始します。

3. Webアプリケーションを使用して Instant
On APを設定します。詳細については、
「Aruba Instant Onアプリケーションへの
アクセス」を参照してください。
別の方法として、Androidまたは iOS デバ
イスにモバイルアプリをダウンロードしま
す。詳細については、「モバイルアプリの
ダウンロード」を参照してください。

4. Instant OnWebまたはモバイルアプリケー
ションを起動し、画面の指示に従ってセッ
トアップを完了します。

表 4: Instant On無線ネットワークのプロビジョニング

Aruba Instant On | ユーザーガイド Aruba Instant On デバイスのプロビジョニング | 15

https://www.arubainstanton.com/techdocs/ja-jp/content/get-started/application-login.htm?Highlight=Accessing%20Instant%20On%20Application
https://www.arubainstanton.com/techdocs/ja-jp/content/get-started/application-login.htm?Highlight=Accessing%20Instant%20On%20Application
https://www.arubainstanton.com/techdocs/ja-jp/content/get-started/download-app.htm
https://www.arubainstanton.com/techdocs/ja-jp/content/get-started/download-app.htm


16 Aruba Instant On 2.7.0 | ユーザーガイド

有線ネットワークのセットアップ
以下では、Aruba Instant Onスイッチをオンボーディングしてサイトに導入するための初期設定の手順を順に
説明します。

SL 番号 手順 図解

1. Instant Onスイッチを検出するため、イン
ターネットに接続されていることを確認し
ます。

2. イーサネットケーブルを使用して、スイッ
チアップリンクとして使用するポートを
ローカルネットワークに接続し、電源を入
れます。

メモ: Instant Onスイッチが複数ある場合
は、後で追加できます。

3. スイッチの電源をオンにします。スイッチ
を検出する準備ができると、雲形の LEDラ
イトが緑とオレンジで交互に点灯します。
詳細については、「クラウド LEDおよび AP
LEDインジケータのステータス」を参照し
てください。

4. Androidまたは iOS デバイスにモバイルア
プリをダウンロードします。詳細について
は、「モバイルアプリのダウンロード」を
参照してください。
代わりに、Webアプリケーションを使用し
て Instant Onスイッチを設定することもで
きます。詳細については、「Aruba Instant
Onアプリケーションへのアクセス」を参照
してください。

5. Instant OnWebまたはモバイルアプリケー
ションを起動し、画面の指示に従ってセッ
トアップを完了します。

表 5: Instant On有線ネットワークのプロビジョニング

https://www.arubainstanton.com/techdocs/ja-jp/content/get-started/download-app.htm
https://www.arubainstanton.com/techdocs/ja-jp/content/get-started/application-login.htm?Highlight=Accessing%20Instant%20On%20Application
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次の表は、Instant On APやスイッチをオンボーディングする際に表示されるさまざまなLEDの状態を示して
います。

スイッチのクラウド LED または AP
LED ステータス

消灯 デバイスに電源が入っていません。さまざまな電源オプションを確認
し、ケーブルが正しく接続されていることを確認してください。

緑に点滅 デバイスは起動中またはアップグレード中です。電源を入れてから使用
できるようになるまで最大 8分かかることがあります。

オレンジに点灯 デバイスで問題が検出されました。詳細については、[トラブルシュー
ティング] リンクをクリックまたはタップしてください。

緑とオレンジの交互の点灯 デバイスのオンボーディング準備ができています。

緑に点灯 デバイスは接続され、設定されています。

オレンジの速い点滅 デバイスに十分な電力が供給されていません。

オレンジの遅い点滅 デバイスの識別がオンになっています。

メモ: これは Instant Onアクセスポイントにのみ適用され、スイッチ
には適用されません。

赤に点灯 デバイスに問題があります。デバイスのプラグを抜いてから再度接続す
ると、接続が回復します。問題が解決しない場合はサポートに連絡して
ください。

メモ: これは Instant Onアクセスポイントにのみ適用され、スイッチ
には適用されません。

表 6:クラウドLEDおよびAP LEDインジケータのステータス

AP 設定モード
初期設定中にサイトへのデバイスの追加を開始する前に、ネットワークでAPを展開するモードを決定する必要
があります。Aruba Instant Onは現在次のモードに対応し、これらのモードでInstant Onアクセスポイント
を展開できます。

n プライベートネットワークモード
n ルーターモード

プライベートネットワークモード
Instant Onデバイスは、インターネットに接続される前のゲートウェイまたはファイアウォールの背後にある
プライベートネットワークの一部になります。DHCPサーバーとインターネットへのゲートウェイまたはファイ
アウォールを含むローカルネットワークインフラストラクチャがすでに構築されている場合は、このモードを使
用します。

前提条件
Instant On APのプロビジョニングを始める前に、次の前提条件が守られていることを確認してください。
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n 有効なインターネット接続。
n インターネットゲートウェイまたはモデムに接続されているスイッチ。
n Wi-Fiネットワークに接続しているクライアントにIPアドレスを提供するDHCPサーバー。DHCPサーバー
は、スイッチまたはインターネットゲートウェイによって提供されます。ネットワークをNATモードに設定
している場合、これは適用されません。

n TCPポート80および443がファイアウォールによってブロックされないようにしてください。
n Instant On APは電源が入っていて、インターネットにアクセスできる必要があります。

Instant On デバイスのプライベートネットワークモードへの設定
Instant Onデバイスをプライベートモードでネットワークに追加するには、次の手順を実行します。

1. イーサネットケーブルを使用して、Instant OnデバイスのE0/PTまたはENETポートをローカルネット
ワークに接続します。

2. Instant Onデバイスの電源を入れます。Power over Ethernet (PoE) スイッチまたは電源アダプタを使
用してデバイスに給電することもできます。

3. Instant OnデバイスのLEDライトを確認します。新しいデバイスがファームウェアをアップグレードし
て起動するまでに最大10分かかる場合があります。Instant Onモバイルアプリでデバイスを検出する準
備ができると、LEDライトが緑とオレンジに交互に点滅します。

4. モバイルアプリから—近くのInstant Onデバイスを自動的に検出するため、位置情報サービスと
Bluetoothサービスをオンにして、位置情報サービスとBluetoothサービスを使用するようにAruba
Instant Onアプリの権限を設定します。

Webアプリケーションから—デバイスのシリアル番号を入力します。

5. デバイスを確認してネットワークに追加します。

ルーターモード
ルーターモードでは、Instant Onデバイスはインターネットサービスプロバイダー(ISP) が提供するモデムに
直接接続され、ネットワーク内のプライマリWi-Fiルーターになります。このモードでは、Instant Onデバイ
スがDHCP、ゲートウェイ、および基本的なファイアウォールサービスをネットワークに提供します。Instant
On APは、ISPとのPPPoE接続を設定して確立するためのプロビジョニングも提供します。

前提条件
Instant On APをプライマリWi-Fiルーターとしてプロビジョニングする前に、次の前提条件が守られているこ
とを確認してください。

n インターネットサービスプロバイダー(ISP) によって提供される有効なインターネット接続。
n TCPポート80および443がファイアウォールによってブロックされないようにしてください。
n Instant On APは、他のデバイスを介さずにインターネットモデムに直接接続する必要があります。した
がって、インターネットに接続されている唯一のAPでなければなりません。他のAPは最初に電源をオフに
し、後でネットワークの拡張機能を使用してメッシュ経由で追加する必要があります。

Instant On デバイスのルーターモードへの設定
Instant Onデバイスをルーターモードでネットワークに追加するには、次の手順を実行します。

1. イーサネットケーブルを使用して、プライマリWi-Fiルーターとして機能するInstant Onデバイスの
E0/PTまたはENETポートをモデムに接続します。

2. プライマリWi-Fiルーターの電源を入れます。



3. プライマリWi-FiルーターのLEDライトを確認します。新しいデバイスがファームウェアをアップグ
レードして起動するまでに最大10分かかる場合があります。Instant Onモバイルアプリでルーターを検
出する準備ができると、LEDライトが緑とオレンジに交互に点滅します。

4. モバイルアプリから—近くのInstant Onデバイスを自動的に検出するため、位置情報サービスと
Bluetoothサービスをオンにして、位置情報サービスとBluetoothサービスを使用するようにAruba
Instant Onアプリの権限を設定します。

Webアプリケーションから—デバイスのシリアル番号を入力します。

スイッチのローカル管理
Aruba Instant Onスイッチは、スイッチのローカルWebUIを使って管理することもできます。これは、ス
イッチが出荷時の状態で、インターネットに接続されている場合に実行できます。

次の手順は、スイッチのローカルWebUIにアクセスする方法を示しています。

1. WebブラウザでスイッチのIPアドレスを入力し、Enter キーを押します。ローカルWebUIのランディ
ングページが表示されます。

2. ランディングページの[ローカル管理] の側にある[接続] タブをクリックします。

スイッチのローカル管理を選択すると、Instant Onモバイルアプリからスイッチをオンボーディングまたは管理する
ことはできません。クラウド管理モードに切り替えるには、ローカルWebUI からスイッチを出荷時設定にリセットす
る必要があります。

以前にクラウドモード(Instant Onモバイルアプリ)でスイッチを管理することを選択していて、ローカルの
WebUIに切り替えたい場合は、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] ( ) タイルをクリックするか、[サイトの状態]

( ) バナーをクリックして[インベントリを表示する] をクリックします。
2. [インベントリ] リストで、スイッチの横の( )矢印をクリックし、[アクション] タブをクリックしま

す。
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3. [ローカル管理に切り替える] を選択します。このオプションを選択すると、インベントリからスイッチ
とその設定が削除されます。

ローカル WebUI を使用したスイッチのプロビジョニング
ローカルWebUIには、Instant OnスイッチのスタティックIPを設定するオプションがあります。スイッチは
DHCPサーバーからデフォルトのIPアドレスを受け取ります。次の手順では、ローカルWebUIを使用してス
イッチの固定IPアドレスなどのIPアドレス情報を設定します。

1. ローカルWebUIで、ページ下部の[ネットワーク接続の変更] リンクをクリックします。
2. [IP アドレス指定]の下で、[スタティック] ラジオボタンを選択します。
3. [IP アドレス]、[ネットマスク]、[ゲートウェイ IP]、[DNS] の情報を入力します。
4. [適用] をクリックします。

次の手順では、ローカルWebUIを使用してスイッチの管理VLANを設定します。

1. [管理 VLAN] の下で、[アップリンクポート上でタグ付け] ラジオボタンを選択します。
2. 管理 VLANのIDとアップリンクポートのIDを入力します。
3. [適用] をクリックします。

アクセスポイントの IP 割り当て
アクセスポイントのIPアドレスは、オンボード時にローカルのWebUIを使用して割り当てることができま
す。ローカルWebUIでは、以下のIPアドレスのタイプを設定できます。

n 自動(デフォルト)
n スタティック
n PPPoE

Instant On 2.4.0以降では、アクセスポイントのアップリンクVLANへのタグ付けがサポートされています。
デフォルトでは、アップリンクのVLANはVLAN ID 1のUntaggedです。これをTagged VLANに変更し、1
～4092の別のVLAN IDに変更できるようになりました。



DHCP または固定 IP アドレス
次の手順は、ローカルのWebUIを使用してアクセスポイントのIPアドレスを割り当てる方法を示していま
す。

1. APをネットワークに接続します。
2. APのLEDがオレンジ色に点灯すると、APは約1分後にオープンSSID InstantOn-AB:CD:EFをブ

ロードキャストします(AB:CD:EF はAPのMACアドレスの最後の3オクテットに対応)。
3. ラップトップまたはモバイルデバイスをSSIDに接続し、https://connect.arubainstanton.comか

らローカルのWebサーバーにアクセスします。ローカルWebUIの設定ページが表示されます。
4. [IP アドレス指定] セクションで、次のオプションのいずれかを設定して、アクセスポイントにIPアド

レスを割り当てます。
a. 自動 (デフォルト): DHCPサーバーがアクセスポイントのIPアドレスを割り当てます。デフォルト

ではこのオプションが選択されています。
b. スタティック: アクセスポイントの固定IPアドレスを定義するには、次のパラメータを指定しま

す。
i. IP アドレス—アクセスポイントのIPアドレス。

ii. サブネットマスク—サブネットマスク。

iii. デフォルトゲートウェイ—デフォルトゲートウェイのIPアドレス。

iv. DNS サーバー—DNSサーバーのIPアドレス。
c. PPPoE: ISPがアクセスポイントのIPアドレスを割り当てます。このオプションは、AP11Dアクセ

スポイントがネットワークのプライマリルーターとして機能している場合にのみ設定可能です。
PPPoEの設定の詳細については、「ネットワークへのWAN接続の設定」を参照してください。

5. a. [アップリンク VLAN] の下で、[Tagged] ラジオボタンを選択します。
b. アップリンク VLANに1～4092のVLAN IDを指定します。
c. 設定を保存します。

アップリンクVLANを設定すると、新しい設定を適用するためにAPが再起動され、APは IPアドレ
スを受け取ります。

6. APがサイトに追加されると、Instant On APの [ポート] タブで管理VLANをTaggedからUntagged
に、またはその逆に変更することができます。

7. [適用] をクリックします。設定が適用された後、APは再起動します。

IP割り当ての設定は、APの [AP の詳細] ページとルーターの[ルーターの詳細] ページの[接続] タブでそれぞ
れ確認することができます。

ネットワークへの WAN 接続の設定
PPPoE設定は、Instant On APがプライマリWi-Fiルーターとして接続されている場合にのみ可能で、Instant
On APをオンボードする前に行う必要があります。デバイスのローカルWebサーバーでは、Instant On APが
出荷時のデフォルト状態にある場合にのみPPPoEの設定が可能で、DHCPアドレスが取得済みの場合は実行で
きません。APがクラウドに接続されると、PPPoE設定を変更できなくなります。ただし、APがクラウドへの
接続を失い、PPPoEの障害が検出された場合は、ローカルのWebUIを使用して設定を更新する必要がありま
す。
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ISP プロバイダーが、PPPoEサーバーに最初に接続されたデバイスのMACアドレスをロックする場合があります。そ
の後、ユーザーが PPPoEデバイスを Instant Onデバイスに置き換えようとすると、認証の問題が発生する可能性があ
ります。そのような場合、ユーザーは ISPプロバイダーに連絡して、1台目のデバイスのMACアドレスを解放して、
Instant Onデバイスの接続を許可するように依頼する必要があります。

ネットワークのPPPoEを設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant On APは ISPが提供するモデムに接続されているはずですが、DHCPサーバーが提供するIPア
ドレスは設定されていません。

2. APのLEDがオレンジ色に点灯すると、APは約1分後にオープンSSID InstantOn-AB:CD:EFをブ
ロードキャストします(AB:CD:EF はAPのMACアドレスの最後の3オクテットに対応)。

3. ラップトップまたはモバイルデバイスをSSIDに接続し、https://connect.arubainstanton.comか
らローカルのWebサーバーにアクセスします。ローカルWebUIの設定ページが表示されます。

4. [IP アドレス指定] で、[PPPoE] ラジオボタンをクリックします。
5. ISPから提供されたPPPoEユーザー名、パスワード、MTUをそれぞれのフィールドに入力します。
6. [アップリンク VLAN] の下で、[Tagged] ラジオボタンを選択します。
7. アップリンク VLANに1～4092のVLAN IDを指定します。
8. [適用] をクリックします。PPPoE設定が適用されると、APは再起動します。
9. LEDライトが緑色とオレンジ色に点滅するまで待ちます。点滅はPPPoEリンクがアクティブになって安

定していることを示しており、デバイスのオンボーディングステータスには"オンボーディングを待機し
ています..." と表示されます。再起動プロセス中にAPがファームウェアをアップグレードする場合、こ
のステップはさらに5分ほどかかることがあります。

10. これで、新しいサイトの作成とデバイスの追加に進むことができます。詳細については、以下を参照して
ください。
n モバイルアプリでの新しいサイトの設定

PPPoE設定を持つ APがインベントリから削除されるか、サイトが削除されると、APは出荷時のデフォルト状態に移
行し、APから PPPoE設定が消去されます。

利用可能なデバイスの発見
初期設定中にInstant On APやスイッチをサイトに追加する方法は複数あります。次のいずれかの方法を選択し
て、初めてデバイスを追加し、ネットワークのセットアップを完了することができます。

n BLEスキャン—Instant OnモバイルアプリはBLEを介して近くのデバイスをスキャンし、検出されたAP
を画面に表示します。[デバイスの追加] ボタンをタップまたはクリックして、検出されたデバイスをサイト
に追加します。表示するデバイスがさらにある場合は、[再検索] をクリックします。BLEスキャンで周辺の
デバイスを検出できない場合は、[デバイスを手動で追加する] タブをタップし、シリアル番号を入力する
か、APのバーコードをスキャンして、デバイスをネットワークに追加することを選択します。

n シリアル番号—Instant On APまたはスイッチの背面にあるシリアル番号を入力して、[デバイスの追加] を
クリックします。

n バーコードスキャン—デバイスを追加するためにシリアル番号を手動で入力する代わりに、モバイルアプリ
のバーコードスキャンアイコンをタップして、Instant On APまたはスイッチの背面にあるバーコードをス
キャンします。

n QRコード—Instant On 1960スイッチシリーズでは、シリアルナンバーがバーコードではなくQRコード
で記載されています。Instant On 1960スイッチのハードウェアにはオレンジ色のプルアウトタグがあり、



引き抜くとQRコードが表示されます。このオプションは、Instant Onモバイルアプリでのみ利用可能で、
初期設定や[ネットワークの拡張] の設定時に新しいデバイスを追加する際に利用できます。

BLE トラブルシューティング
BLEトラブルシューティングは、初期設定でAPを自動検出している間に自動的に行われます。エラーが検出さ
れた場合、ネットワークまたはデバイス関連の問題をトラブルシューティングし、ネットワークのセットアップ
を正常に完了するのに役立つメッセージがモバイルアプリに表示されます。

複数のサイト
管理者アカウントの資格情報を使用してAruba Instant Onモバイルアプリにログインすると、アカウントに複
数のAruba Instant Onサイトが登録されている場合は、[マイサイト] ページが表示されます。特定サイトの設
定を表示または管理するには、このページに記載されている登録済みサイトのいずれかをクリックします。

アカウントの管理
複数のサイトがある場合は、[マイサイト] 画面の詳細メニュー( )アイコンを選択します。それ以外の場合
は、モバイルアプリのヘッダーにあるアルファベットのアイコンをタップします。[アカウントの管理] ページが
表示されます。詳細については、「アカウントの管理」を参照してください。

アイコンのアルファベットは、登録済みの Eメールアカウントの最初の文字に基づいて表示されます。

新しいサイトの設定

1. 新しいInstant Onサイトをアカウントに登録するには、詳細メニュー( )アイコンをタップし、[
新しいサイトの設定] を選択します。初期設定ページにリダイレクトされます。

2. 「無線ネットワークのセットアップ」の手順に従い、新しいInstant Onサイトを追加します。
3. すでに複数のサイトが設定されていて、自分の登録アカウントで新しいサイトを設定したい場合は、[マ

イサイト] 画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。

サインアウト
このフィールドをクリックすると、Aruba Instant Onアカウントからサインアウトします。

ヘルプとサポート
詳細メニュー( )アイコンをタップし、( )ヘルプを選択して[ヘルプとサポート] ページを開きます。利用
可能なテクニカルサポートオプションは次のとおりです。

n ヘルプセンター—Aruba Instant Onドキュメンテーションポータルが開きます。詳細については、
https://www.ArubaInstantOn.com/docs を参照してください。

n コミュニティ—メンバーや参加者が情報を検索したり、興味のあるトピックを読んだり投稿したり、お互い
に学び合う場を提供します。詳細については、https://community.arubainstanton.com/を参照してくだ
さい。

n サポートセンター—Aruba Instant Onサポートポータルが開きます。このポータルでは、選択した製品の
保証とサポートポリシーが表示され、オンコールテクニカルサポートも提供されます。詳細については、
https://community.arubainstanton.com/t5/Support/ct-p/Support を参照してください。

n サポートリソース—[サポート ID の生成] ボタンをクリックしてサポートIDを生成できます。次にIDが
Aruba サポートの担当者と共有され、お使いのデバイスの診断が実行されます。
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マルチキャスト共有サービスの展開
Instant Onソリューションは、スマートフォン、タブレット、ラップトップから接続されたテレビやスピー
カーにコンテンツをストリーミングするなどに利用されるさまざまなマルチキャスト共有サービスをサポートし
ています。
デバイスとマルチキャストサービスは、ネットワークVLAN IDに基づいて有線および無線クライアントから検
出し、アクセスできます。詳細については、「共有サービス」を参照してください。
マルチキャストサービスは、次のいずれかのモードで設定できます。

プライベートネットワークモード
同じネットワーク上で利用可能なサービスを検出する場合(同一VLAN):

n ネットワークは、メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークとして設定できます。
n サービスを提供するデバイスとサービスを利用するクライアントは、同じWi-Fiネットワークまたは同じ
VLAN IDを持つ別のネットワークに接続している必要があります。

n [IP アドレスとネットワークの割り当て] の設定は、[ローカルネットワークと同じ (デフォルト)] に設定す
る必要があります。ローカルネットワークで必要な場合は、別のネットワークを割り当てることができま
す。IPとネットワーク設定の詳細については、「IPアドレスとネットワークの割り当て」を参照してくださ
い。

n [ネットワークアクセス] の設定は、[無制限のアクセス] に設定する必要があります。詳細については、
「ネットワークアクセス」を参照してください。

[ネットワークアクセス] の設定を [アクセス制限] に設定して、デバイスで提供されるサービスを使用することもでき
ますが、IPアドレスを指定する必要があります。

別のネットワーク上で利用可能なサービスを検出する場合(クロスVLAN):

n ネットワークは、メイン(従業員)ネットワークとして設定する必要があります。
n サービスを提供するデバイスとサービスを利用するクライアントは、異なるVLAN IDで他のメイン(従業員)
ネットワークに接続することができます。

n [IP アドレスとネットワークの割り当て] の設定は、[ローカルネットワークと同じ (デフォルト)] または
[このネットワークに固有] に設定する必要があります。詳細については、「IPアドレスとネットワークの割
り当て」を参照してください。

n メイン(従業員)ネットワークの[ネットワークアクセス] の設定は、[無制限のアクセス] に設定する必要が
あります。ネットワークアクセスが[無制限のアクセス] に設定され、[IP アドレスとネットワークの割り当
て] の設定が[ローカルネットワークと同じ] に設定されており、サービスへのアクセスが許可されている場
合、ゲストネットワークに接続されているクライアントは、メイン(従業員)ネットワークの共有サービスを
使用することができます。ゲストネットワークの場合、他のネットワークで利用可能なサービスは検出され
ません。詳細については、「ネットワークアクセス」を参照してください。

サービスを提供するデバイスとサービスを利用するクライアントが異なるVLAN に配置されている場合、ゲストネット
ワークまたはメイン (従業員)ネットワークで [このネットワークに固有] オプションが設定されたマルチキャストサー
ビスはサポートされません。

[ネットワークアクセス] の設定を [アクセス制限] に設定して、デバイスで提供されるサービスを使用することもでき
ますが、IPアドレスを指定する必要があります。



ルーターモード
同じネットワーク上で利用可能なサービスを検出する場合(同一VLAN):

n ネットワークは、メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークとして設定できます。
n サービスを提供するデバイスとサービスを利用するクライアントは、同じWi-Fiネットワークまたは同じ
VLAN IDを持つ別のネットワークに接続している必要があります。

n [IP アドレスとネットワークの割り当て] の設定は、[ローカルネットワークと同じ (デフォルト)] に設定す
る必要があります。ローカルネットワークで必要な場合は、別のネットワークを割り当てることができま
す。IPとネットワーク設定の詳細については、「IPアドレスとネットワークの割り当て」を参照してくださ
い。

n [ネットワークアクセス] の設定は、[無制限のアクセス] に設定する必要があります。
n または、AP11DをプライマリWi-Fiルーターとして使用する場合、ポートE1、E2、E3に接続されたクライ
アントやサービスもサポートされます。有線ネットワークの場合、クロスVLANサービスには常にアクセス
できます。

別のネットワーク上で利用可能なサービスを検出する場合(クロスVLAN):

n ネットワークは、メイン(従業員)ネットワークとして設定する必要があります。
n サービスを提供するデバイスとサービスを利用するクライアントは、異なるVLAN IDで他のメイン(従業員)
ネットワークに接続することができます。

n [IP アドレスとネットワークの割り当て] の設定は、[ローカルネットワークと同じ (デフォルト)] または
[このネットワークに固有] に設定できます。詳細については、「IPアドレスとネットワークの割り当て」を
参照してください。

n メイン(従業員)ネットワークの[ネットワークアクセス] の設定は、[無制限のアクセス (デフォルト)] に設
定する必要があります。ネットワークアクセスが[無制限のアクセス] に設定され、[IP アドレスとネット
ワークの割り当て] の設定が[ローカルネットワークと同じ] に設定されてている場合、ゲストネットワーク
に接続されているクライアントは、メイン(従業員)ネットワークの共有サービスにアクセスできます。詳細
については、「ネットワークアクセス」を参照してください。

ゲストネットワーク上またはWANアップリンク上にあるマルチキャストサービスはサポートされません。

例
マルチキャストサービスの導入例を次に示します。

n 有線と無線のクライアントとサービスを組み合わせたプライベートネットワークモード
n 同じ無線ネットワーク上のクライアントとサービスを使用するルーターモード
n 同じ有線ネットワーク上のクライアントとサービスを使用するルーターモード

サイトのリモート管理
リモートアクセスにより、リモートサイトのAruba Instant On環境の設定、監視、およびトラブルシューティ
ングを実行できます。

n Instant Onサイトを導入して設定すると、Instant Onクラウドへの接続が確立され、リモートからサイトに
アクセスして管理することができます。サイトに関連付けられたサイト情報とアカウントの資格情報が登録
され、クラウドに格納されます。Instant Onサイトを登録すると、Instant Onアプリケーションを介してリ
モートからアクセスして管理できます。
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Instant Onクラウドに接続するには、リモートサイトでインターネットにアクセスできる必要があります。サイト
がインターネット接続を失ってクラウドへの接続を確立できない場合、リモートからサイトにアクセスすることは
できません。

n Instant Onアプリケーションにログインすると、アカウントに関連付けられたサイト全体のリストが表示さ
れます。リストから、リモートアクセスセッションを開始するサイトを選択します。リモートアクセスセッ
ションが確立されると、サイトのリモート管理を開始できます。

サイトのリストは、アカウントが複数のサイトに関連付けられている場合にのみ表示されます。アカウントが 1つ
のサイトにのみ関連付けられている場合、Instant Onアプリケーションはそのサイトに直接接続します。

ユーザー名とパスワードの管理
アカウントのユーザー名またはパスワードは、リモートでいつでも変更できます。Instant Onアプリケーショ
ンはInstant Onクラウドと自動的に通信し、アカウントに関連付けられたすべてのサイトの資格情報を更新し
ます。

クラウドサービス利用不可インジケーター
地域でAWSの障害が発生した場合、通常の機能に戻るまでAruba Instant On 2.7.0ポータルへのリモートア
クセスはできません。Instant OnWebアプリケーションおよびモバイルアプリにはアクセスできませんが、サ
イト、ネットワーク、デバイスは通常どおり動作し、障害の影響を受けることはありません。
その結果、ダウンタイム中は、ログインページにアプリケーションが一時的に利用できないことを示すメッセー
ジが表示されます。

アプリケーションエラーメッセージ
Instant On 2.4.0から、特定の操作を行った際に想定外のイベントが発生した場合、モバイルアプリおよび
Webアプリケーションにエラーメッセージが表示されるようになりました。エラーメッセージには、問題を解
決するために推奨されるアクションも記載されています(該当する場合)。メッセージは、エラーのタイプに基づ
いて一定時間画面に表示されます。下記は、想定外のイベントが発生した場合にアプリケーションで表示される
エラーメッセージの一部です。

エラータイプ エラーメッセージ メッセージの表示期間

操作の失敗 操作の実行に失敗しました。データの再読み込みを行い
ます。

メッセージは画面に短時間表示
された後、削除されます。

接続の喪失 インターネット接続はオフラインのようです。 メッセージは、クラウドとの接
続が回復するまで画面に表示さ
れます。

アプリケーションエ
ラー

Instant Onでシステムエラーが発生しました。やり直し
てください。問題が解決しない場合はサポートに連絡し
てください。

メッセージは、ユーザーがアク
ションを実行するかログアウト
するまで画面に表示されます。

表 7:アプリケーションエラーメッセージ



Aruba Instant On ユーザーインターフェイス
Aruba Instant Onユーザーインターフェイスを使用すると、ネットワークコンポーネントの作成、変更、およ
び監視を一箇所から実行できます。ユーザーインターフェイスでは、直観的なレイアウトと簡単なナビゲーショ
ンモデルが採用され、使いやすいように設計されています。
Instant Onユーザーインターフェイスは、ヘッダーとInstant Onモジュールで構成されています。

図 1モバイルアプリのユーザーインターフェイスの概要
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ヘッダーのメニュー項目の設定
ヘッダーには以下のメニュー項目があります。

ヘッダーの内容 説明

アラート通知 ( ) ネットワーク上で異常なアクティビティが発生したときにシステムでトリガされるアラートを
表示します。
詳細については、「アラート」を参照してください。

詳細メニューアイコ
ン ( )

サイト名を表示し、アカウントとそれに関連付けられているサイトを管理するためのメニュー
オプションを提供します。

ヘルプとサポート ( )— [サポート問い合わせ先] ページが開きます。利用可能なテクニカ
ルサポートオプションは次のとおりです。
n ヘルプセンター—Aruba Instant Onドキュメンテーションポータルが開きます。詳細に
ついては、https://www.ArubaInstantOn.com/docs を参照してください。

n サポートセンター—Aruba Instant Onサポートポータルが開きます。このポータルで
は、選択した製品の保証とサポートポリシーが表示され、オンコールテクニカルサポート
も提供されます。詳細については、
https://community.arubainstanton.com/t5/Support/ct-p/Support を参照してくださ
い。

サポートリソース— [サポート ID の生成] ボタンをクリックしてサポート IDを生成できま
す。次に IDが Aruba サポートの担当者と共有され、お使いのデバイスの診断が実行されま
す。

サイトの管理—タイムゾーンや通知など、さまざまなアカウント設定を変更できます。詳細
については、「サイトの管理」を参照してください。

新しいデバイスの追加—[ネットワークの拡張]ページが開き、そこから新しいデバイスを追加
できます。詳細については、「ネットワークの拡張」を参照してください。

別のサイトへの接続—別の Instant Onアカウントに接続できます。[別のサイトへの接続] を
クリックすると、アカウントからログアウトし、自動的にAruba Instant Onログインページ
にリダイレクトされます。登録された Eメール IDとパスワードを入力すると、それぞれの
Aruba Instant Onにアクセスできます。同じ管理者アカウントで複数のサイトを設定してい
る場合は、[マイサイト] ページにリダイレクトされ、そこから一覧のサイトの 1つを選択でき
ます。

新しいサイトの設定—新しいAruba Instant Onサイトを設定できます。詳細については、
「ネットワークのセットアップ」を参照してください。

テクノロジパートナーとプロモーション—製品の詳細、機能、サポートへのリンク、コミュ
ニティページが表示されます。詳細については、https://www.arubainstanton.com/を参照
してください。

情報—モバイルアプリに現在インストールされているソフトウェアの情報と、以下の情報が
表示されます。
n エンドユーザー使用許諾契約
n データプライバシーポリシーとセキュリティ契約

登録済み Eメール
ID

メモ: 表示されるア

アカウントのユーザー名 (登録済みの Eメール ID)を表示し、アカウント情報、設定通知やア
ラートを管理するためのオプションを提供します。
アカウントの管理—関連するすべてのサイトのアカウント情報を変更できます。詳細につい
ては、「アカウントの管理」を参照してください。
n パスワード—アカウントのパスワードを変更できます。詳細については、「アカウントの

表 8:ヘッダーのメニュー項目
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https://www.arubainstanton.com/
https://www.arubainstanton.com/eula/
https://www.arubainstanton.com/dpsa/


ヘッダーの内容 説明

ルファベットは、E
メール IDの最初の
文字です。

管理」を参照してください。
n セキュリティ—サイトの二要素認証を設定できます。詳細については、「セキュリティ」
を参照してください。

n 通知—サイトから受信したアラートの通知設定を設定できます。詳細については、「通
知」を参照してください。

サインアウト—Aruba Instant Onアカウントからログアウトできます。

表 8:ヘッダーのメニュー項目

モジュールでの設定の実行
モジュールを使用すると、アプリケーションの使用状況やシステムアラートなどのネットワーク構成要素を設定
および監視できます。
Instant Onユーザーインターフェイスは、以下のモジュールで構成されています。

n サイトの状態: ネットワークに接続されたデバイスの正常性の状態を示します。[サイトの状態] モジュール
の詳細については、「サイトの状態の監視」を参照してください。

n ネットワーク: プライマリユーザーとゲストユーザーが使用できるネットワークの概要を示します。[ネット
ワーク] モジュールの詳細については、「ネットワークの設定」を参照してください。

n クライアント: ネットワーク内のクライアントの接続に関する情報を示します。[クライアント] モジュール
の詳細については、「クライアントの管理」を参照してください。

n アプリケーション: ネットワーク内のクライアントがアクセスする各種アプリケーションやWebサイトの
日々の使用状況に関するデータを提供します。[アプリケーション] モジュールの詳細については、「アプリ
ケーション使用状況の分析」を参照してください。

n インベントリ: サイト上で稼動中のデバイス数を示します。このページでは、新しいデバイスを追加したり、
既存のデバイスを削除したりすることもできます。サイト上のデバイスの詳細については、「インベントリ
の表示および更新」を参照してください。

モジュールを開く
モジュールを開くには、Instant Onホームページで以下のいずれかのモジュールタイルをクリックします。

モジュール タイル

サイトの状態

ネットワーク

クライアント

表 9:モジュールタイル
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モジュール タイル

アプリケーション

インベントリ

モジュールが開いた後は、ページ下部にあるモジュールタイルのいずれかをクリックして別のモジュールに切り
替えることができます。

モジュールを閉じる
モジュールを終了するには、モバイルアプリのタイトルバーの戻る矢印( )をクリックします。

サイトの管理
[サイトの管理] ページを表示するには、Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップ

します。[サイトの管理] ページには、Aruba Instant Onアプリケーションで変更可能な以下のユーザー設定が
表示されます。

n 管理
n タイムゾーン
n ソフトウェアの更新

管理
[管理] ページでは、Aruba Instant Onサイト名やアカウントの資格情報などの管理者情報を変更できます。ま
た、サイトを管理するセカンダリ管理者アカウントを追加することもできます。[管理] ページの詳細について
は、「管理設定」を参照してください。

タイムゾーン
[タイムゾーン] ページでは、Aruba Instant Onサイトのローカルタイムゾーン、日付、および時刻を設定でき
ます。[タイムゾーン] ページの詳細については、「タイムゾーンの設定」を参照してください。

ソフトウェアの更新
Instant OnモバイルアプリとWebアプリケーションを使用してスケジュールを作成することで、ソフトウェア
アップデートを管理できるようになりました。詳細については、「Instant Onサイトのソフトウェアイメージ
の更新」を参照してください。

管理設定
[サイトの管理] ページでは、Aruba Instant Onサイト名やアカウントの資格情報などの管理者情報を変更でき
ます。また、サイトを管理する他の管理者アカウントを2つ追加することもできます。3つすべてのアカウント
に、Instant Onサイトの設定とステータスに対する完全な権限があります。



Aruba Instant On サイト名の変更
Aruba Instant Onサイト名を変更するには、次の手順を実行します。

1. 詳細メニュー( )アイコンをタップし、[サイトの管理] を選択します。[サイトの管理] 画面にアカウ

ントの管理設定が表示されます。
2. [サイト名] の下にAruba Instant Onサイトの新しい名前を入力します。

サイト名は 1～ 32文字の英数字にしてください。

セカンダリアカウントの追加
各Aruba Instant Onサイトは、3つの異なる管理者アカウントで管理できます。セカンダリ管理者アカウント
をサイトに追加するには、次の手順を実行します。

1. 詳細メニュー( )アイコンをタップし、[サイトの管理] を選択します。[サイトの管理] 画面にアカウ

ントの管理設定が表示されます。
2. [アカウントの追加] をタップして、セカンダリアカウントを追加します。

3. [E メール] フィールドに有効なメールアドレスを入力し、[アカウントの追加] をクリックして変更を保
存します。

管理者アカウントのロック
[アカウントのロック] は、セカンダリアカウントでサイトにアクセスしている他のユーザーが、アカウントの所
有権を取り消したり変更・移行したりできないようにするためのオプションです。この設定は、サイトの作成に
使用されたプライマリ管理者アカウントに対してのみ利用可能です。プライマリまたはセカンダリの管理者アカ
ウントをロックするには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. 管理者アカウントの設定を表示するには、[サイトの管理] を選択します。
3. [このサイトを管理しているアカウント] の下で、管理者アカウントの横にある設定( )アイコンを

タップして[アカウントのロック] をタップします。
4. [ロック] をタップします。アカウントにロック表示( )が追加されます。

5. アカウントのロックを解除するには、手順1から3を繰り返し、[ロック解除] をタップします。

アカウントのロックの操作は、サイトごとに設定します。たとえば、アカウントAがサイト 1でロックされている場
合、ユーザーがサイト 2でアカウントAをロックするまで、サイト 2ではロックされません。

アカウント所有権の取り消し
Aruba Instant Onでは、サイトを管理する既存の管理者アカウントの所有権を取り消すことができます。
Aruba Instant Onサイトのアカウント所有権を取り消すには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. 管理者アカウントの設定を表示するには、[サイトの管理] を選択します。
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3. [このサイトを管理しているアカウント] の下で、管理者アカウントの横にある設定( )アイコンを

タップして[所有権の取り消し] をタップします。
4. 続いて表示される画面で[所有権の取り消し] をタップします。
アカウントはすぐにサインアウトされ、サイトへのアクセスに使用できなくなります。

アカウント所有権の移行
Aruba Instant Onでは、ある管理者アカウントから別の管理者アカウントに所有権を移行することができま
す。Aruba Instant Onサイトの所有権を別の管理者アカウントに移行するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. 管理者アカウントの設定を表示するには、[サイトの管理] を選択します。
3. [このサイトを管理しているアカウント] の下で、設定( )アイコンをタップして[アカウント管理者の

変更・移行] をクリックします。
4. [E メール] の下に新しいEメールIDを入力します。
5. [アカウント管理者の変更・移行] をクリックして、サイトの所有権を新しい管理者アカウントに移転し

ます。

アカウントが削除されると、サイトからログアウトされます。所有権が正常に移転されたことを示す確認メッ
セージが表示されます。

サイトの削除
Instant Onサイトを削除するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. 管理者アカウントの設定を表示するには、[サイトの管理] を選択します。
3. [サイトの管理] 画面のタイトルバーにある( )アイコンをタップします。

4. [このサイトを削除する] をタップします。
5. [確認] ウィンドウで[削除] をタップします。

サイトを削除すると、関連付けられたデバイスに関連するすべての情報が恒久的に消去され、リモートのユーザーが一
切アクセスできなくなります。

サイト内のすべてのデバイスは工場出荷時のデフォルトにリセットされ、フルアクセスを回復するにはそれらを再設定
する必要があります。

タイムゾーンの設定
タイムゾーンは、デバイスの初回設定時に自動的に設定されます。タイムゾーンの設定を変更する場合は、[タ
イムゾーン] ページでAruba Instant Onサイトのローカルタイムゾーン、日付、および時刻を設定できます。
この情報は、以下のAruba Instant On機能で使用されます。

n ネットワークの日々の統計情報を表示する。
n ネットワーク可用性スケジュールを実施する。
n Aruba Instant Onイメージサーバーで日次イメージチェックを実行する。



ローカルタイムゾーンの設定
Aruba Instant Onサイトのローカルタイムゾーンを設定するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。[サイトの管理] 画面で

[タイムゾーン] をタップして、[タイムゾーン] 画面を開きます。
2. [サイトのローカルタイムゾーン] ドロップダウンリストからタイムゾーンを選択します。

ローカルタイムゾーンを設定すると、Aruba Instant Onでは[サイトのローカル日時] のローカルの日付と時刻
が自動的に更新されます。

AP ファームウェアアップグレードの管理
ファームウェアは、Instant On APおよびスイッチ上にプログラムされたソフトウェアで、デバイスが確実に実
行され、機能がユーザーに提供されるようにするためのものです。Instant On APにインストールされたファー
ムウェアは、Instant Onソフトウェアイメージです。ファームウェアをアップグレードすると、機能拡張とバ
グ修正によってデバイスのパフォーマンスと機能性が向上します。

Instant On AP またはスイッチのファームウェアのアップグレード
ネットワークに配置されたAPまたはスイッチは、1箇所から設定および管理されるAPやスイッチのグループ
であるInstant Onサイトに参加します。サイトに参加すると、APまたはスイッチは自動的にInstant Onソフ
トウェアイメージをサイト上に設定されているソフトウェアイメージのバージョンと同期させます。サイト上で
ソフトウェアイメージが更新されるたびに、サイト内のすべてのAPとスイッチがソフトウェアイメージの新し
いバージョンにアップグレードされます。

Instant On イメージサーバー
Instant Onソフトウェアイメージの各バージョンは、Aruba がホストするクラウドベースのイメージサーバー
にアップロードされ、格納されます。イメージサーバーには常に最新バージョンのInstant Onソフトウェアが
含まれているため、システムを最新の状態に保つことができます。APを最新バージョンのInstant Onソフト
ウェアイメージに更新する方法の詳細については、「Instant Onサイトのソフトウェアイメージの更新」を参
照してください。

Instant On サイトのソフトウェアイメージの更新
Instant Onを使用すると、サイト上のソフトウェアの更新をいつ実行する必要があるかを制御できます。これ
は、Instant Onモバイルアプリでサイトを公開する曜日と時間を設定することによって行います。新しいソフ
トウェアの更新が利用可能になると、更新実行日に関する詳細な情報が記載された情報アラートが表示されま
す。[ソフトウェアの更新] ページには、新しいバージョン番号とリリースの最新情報が表示されます。ページに
は、更新のスケジュール時間と、[今すぐインストール] および[1 週間延期する] のオプションも表示されま
す。

[1 週間延期する] オプションは 1回のみ使用でき、ソフトウェアの更新期間が 1週間延長されます。

モバイルアプリを使用して、サイトに自動的にインストールされるソフトウェア更新のスケジュールを作成する
には、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の詳細メニュー( )アイコンをタップします。メニューから[サイトの
管理] を選択します。

2. [ソフトウェアの更新] タブをクリックして、スケジュールオプションを表示します。
3. ソフトウェア更新プログラムが自動的にインストールされるように[希望の曜日 *] を選択します。
4. ドロップダウンメニューから適切な[時刻 *] を選択します。
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[ソフトウェアの更新] ページには、アップグレードの状況がプログレスバーに表示されます。ファームウェアの
更新に成功した場合はプログレスバーが緑色に、一部のデバイスでファームウェアのインストールに失敗した場
合は黄色に表示されます。
ソフトウェアの更新が終了すると、ファームウェアのインストールに成功したデバイスと、インストールが完了
しなかったデバイスの台数を確認できるリストが表示されます。
ソフトウェアが最新の状態になると、ページには現在のInstant Onソフトウェアのバージョンと最終更新日が
表示されます。

アップグレード中のクライアント接続の確認
Instant On APとスイッチは、ソフトウェアアップグレード中に新しいバージョンのInstant Onソフトウェア
イメージで自動的に再起動されます。再起動中にAPが停止すると、そのAPに接続されているワイヤレスクラ
イアントは、Instant Onサイト内の別のAPに移動するか、ネットワークから完全にドロップされます。このシ
ナリオは想定内ですが、ファームウェアのアップグレードによってネットワーク内のクライアントに重大な障害
を引き起こす可能性があることに注意してください。これは、APが再起動するのにかかる時間(3～5分)に制
限されています。ユーザーが積極的にネットワークに接続しているとは思わないときのために、このアクティビ
ティをスケジュールすることをお勧めします。

アップグレードの失敗
ソフトウェアのアップグレードに失敗した場合、アラートを発行し、ネットワークに問題がある可能性をユー
ザーに通知します。Instant On APやスイッチは既存のソフトウェアバージョンで動作し続け、次のメンテナン
ス期間に新しいソフトウェアへのアップグレードが再度試行されます。

Instant On モバイルアプリの互換性
Instant OnモバイルアプリはInstant Onソフトウェアイメージの古いバージョンと下位互換性がありますが、
Instant Onソフトウェアイメージは古いバージョンのモバイルアプリと下位互換性がありません。デバイスに
インストールされているモバイルアプリがInstant Onサイトで実行されているInstant Onソフトウェアイ
メージよりも古い場合は、アプリを起動しようとすると警告メッセージが表示されます。
モバイルアプリは、最新のバージョンに更新した場合にのみ起動することができます。モバイルアプリを更新す
るには、警告メッセージの下にあるアプリストアのアイコンをクリックします。

ソフトウェア情報
[情報] ページには、Webアプリケーションに現在インストールされているソフトウェアに関する情報が表示さ
れます。[情報] ページで以下の情報を表示するには、タイトルバーの詳細メニュー( )アイコンをタップし、
ドロップダウンメニューから[情報] を選択します。

n エンドユーザー使用許諾契約
n データプライバシーポリシーとセキュリティ契約

https://www.arubainstanton.com/eula/
https://www.arubainstanton.com/dpsa/


サイトの状態の監視
[サイトの状態] ページは、ネットワークに接続されたInstant Onデバイスの正常性ステータスの概要を示しま
す。ここではサイトにプロビジョニングされているデバイスからトリガされたアラートの総合リストが表示され
ます。
また、接続デバイスのインベントリの詳細および、1時間ごとのアクティブなクライアント接続のリアルタイム
データとすべてのデバイスの累積転送速度も表示されます。
サイトの状態アイコンの下部に次のいずれかのメッセージが表示されます。

メッセージ 説明

情報アラートは、サイトの状態に問題がないことを示します。カ
ラーコードは緑です。

マイナーアラートは、システムで潜在的な問題が 1つ以上検出され
たことを示します。カラーコードは黄色です。

メジャーアラートは、システムで直ちに対処が必要な問題がシステ
ムで検出されたことを示します。これらのアラートは重大度が最も
高くなります。カラーコードは赤です。

表 10:サイトの状態メッセージ

アラートはその重大度によって分類されています。Instant OnモバイルアプリまたはWebアプリケーションの
[アラート]ページでは直ちに対処する必要のあるアラートが優先され、リストの一番上に表示されます。
Instant Onでは、サイトで異常なアクティビティが発生し、管理者によるタイムリーなアクションが必要と
なった場合にアラートがトリガされます。アラートは次のように分類されます。

n メジャーなアクティブアラート( )—メジャーに分類されるアラートは、システムで特に重大な問題とし
て認識され、ユーザーに即対処を求める指示が表示されます。これらのアラートは、デバイスのダウンタイ
ムや同期エラーが確実な場合や、インターネット接続が停止した場合にトリガされます。

n マイナーなアクティブアラート( )—パフォーマンスの低下が検知されていても、ダウンタイムが発生し
ていない場合、マイナーなアラートとして分類されます。これらのアラートは、システムやデバイスが過負
荷の場合や、デバイスのMACアドレスが承認されていない場合にトリガされます。

サイトで異常なアクティビティが発生したためにInstant Onがアラートをトリガすると、登録デバイスによる
通知の送受信が行われます。アラートの通知を有効/無効にする方法の詳細については、「通知」を参照してく
ださい。
また、[サイトの状態]ページには、現在の転送速度が1秒あたりのバイト数で表示されます。
[すべてのアラートを表示する]をタップすると、サイト上で受信したアラートのリストが表示されます。
[インベントリを表示する]をクリックすると、ネットワーク内のすべてのデバイスのリストとその動作状態が表
示されます。
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アラート
アラートは、サイトのネットワークデバイスで異常なアクティビティが検出された場合にシステムでトリガされ
ます。
保留されているアラートがある場合、アラート ( ) アイコンがモバイルアプリのタイトルバーに表示されま

す。アラート ( ) アイコンの上に、システム内にあるアラートの数が色付きのバッジとして表示されます。
バッジの色は、システムで発生しているアラートの重大度を示します。システム内にアラートがない場合、ある
いはすべてのアラートが確認済みの場合、アラート ( )アイコンはモバイルアプリのどのタイトルバーにも
表示されません。
アラートの履歴を表示するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページで[サイトの状態] バナー( ) をタップします。

2. [サイトの状態]のメインページに、最新のアラートの詳細が表示されます。[アラート履歴を表示する]
をクリックします。[アラート] ページに、アプリが受信したすべてのアラートのリストが表示されま
す。これにはアクティブなアラートと、すでにクリアされているアラートの両方が含まれます。

3. 確認するアラートをタップし、アラートをクリアするために実行可能な[考えられる原因] と [推奨される
アクション] を表示します。

アプリケーションが複数のアクティブなアラートを受け取った場合、[サイトの状態] ページの概要ボックスに、システ
ムで重大度が特に高いアクティブなアラートとそのカラーコードが表示されます。たとえば、メジャーなアクティブア
ラートは優先度が最も高く、赤い概要ボックスに表示されます。[アラート] ページにアクティブなアラートのリストが
重大度の降順 (つまり確認を行う順番)に表示されます。

Instant On AP25 アクセスポイントの電力不足時にアラートが発生
Instant On AP25アクセスポイントが適切に機能するには、802.3at (クラス4)の出力以上の電力が必要で
す。デバイスの電力が不足している場合、[アクセスポイントの詳細] ページにアラートが表示されます。また、
ページの[ラジオ] セクションには、APのラジオ設定を無効にすると警告も表示されます。デバイスのLED
は、十分な電力が供給されるまでオレンジ色の速い点滅を続け、緑の点灯に変わります。

電力不足のAP25アクセスポイントがメッシュポイントの場合、Instant Onアプリケーションにはアラートや警告は
表示されません。

ネットワークテスト
[ネットワークテスト] オプションは、Instant Onデバイスの到達性をテストするために使用します。ネット
ワークテストを行うには、コマンドを実行するソースデバイスと、到達する宛先を選択する必要があります。
Instant Onデバイスに対してネットワークテストを行うには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページで[サイトの状態] バナー( ) をタップします。

2. [ネットワークテスト] で、[接続テストを実行する] をタップします。[接続] 画面が表示されます。
3. [ソース] の下で、ドロップダウンリストからInstant Onデバイスを選択します。
このフィールドでは、サイトのアクティブなデバイスのみを選択できます。スイッチまたはAPのどちらかで
す。



4. [宛先] の下に、ソースデバイスの接続先となるデバイスのホスト名または IP アドレスを入力します。
5. [接続テストを開始] をタップします。

下の表は、ネットワークテストで考えられるテスト結果を示しています。

接続レート 往復時間 テスト結果フォーマット

良好 150ミリ秒未満の遅延ですべてのネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: <ホスト / IP アドレス>への
接続は速い
拡張可能な列: 詳細情報

中 150～ 400ミリ秒の遅延で一部のネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: IP アドレスへの接続は断続的
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

不良 400ミリ秒以上の遅延でネットワーク
への Pingが合格。

行番号 1: IP アドレスに到達できない
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は非常に遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報
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インベントリの表示および更新
インベントリには、ネットワーク内のデバイスとその現在の動作ステータスが一覧表示されます。
[インベントリ] ページを表示するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onモバイルアプリのホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状
態] バナーをクリックしてから、[インベントリを表示する] をクリックします。

2. [インベントリ] ページに、ネットワークに追加されたAPおよびスイッチとその動作ステータスが一覧表
示されます。デバイスの詳細を表示するにはAPまたはスイッチをタップします。

インベントリ内にスタックが存在する場合、スタック名の横に実際のオンラインデバイス数/スタック内のデバ
イスの総数が表示されます。たとえば、[状態] 列には「アクティブ (2/2)」と表示されます。

次の表はアイコンと対応するステータスの一覧です。

ステータス アイコ
ン 状況

アップ デバイスはアクセス可能です。

ダウン デバイスはアクセス不可です。

警告 デバイスはアクセス可能ですが、メ
ジャーアラートが報告されています。

マイナーな警
告

デバイスはアクセス可能ですが、マイ
ナーアラートが報告されています。

表 11:デバイスステータス

デバイスの追加
インベントリリストにデバイスを追加するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onモバイルアプリのホームページの[インベントリ] ( ) タイルをクリックするか、[サイトの
状態] バナーをクリックしてから、[インベントリを表示する] をクリックします。[インベントリ] ページ
が表示されます。

2. ページの右下隅にある追加アイコン( )をタップします。

3. Instant Onデバイスを設置したい場所にセットし、電源が入っていてインターネットに接続されている
ことを確認します。[デバイスを検索する] を選択します。Instant Onデバイスが検出されるまで4～5

Aruba Instant On | ユーザーガイド インベントリの表示および更新|38

第 8 章
インベントリの表示および更新



39 Aruba Instant On 2.7.0 | ユーザーガイド

分程度かかることがあります。または、[ネットワークを拡張する方法] をクリックして、ネットワーク
を拡張することもできます。詳細については、「ネットワークの拡張」を参照してください。

4. 検出されたデバイスを確認し、サイトに追加します。

デバイス検出時に見つかったサポートされていないデバイスは、インベントリに追加できません。「このデバ
イスモデルはサポートされていません」というエラーメッセージが表示されます。

5. それでもデバイスが見つからない場合は、[デバイスが表示されない] ボタンをタップしてトラブル
シューティングオプションを表示します。

デバイスのタイプ
Instant Onは以下の3つのタイプのデバイスをサポートしています。

n アクセスポイント
n ルーター
n スイッチ

1サイトに最大 50台の Instant Onデバイスを追加できます。

ネットワークの拡張
[ネットワークを拡張する方法] ページには、ネットワークにデバイスを追加する2つの方法が記載されていま
す。

n ケーブルを使用して拡張する
n 無線で拡張する(メッシュ)

ケーブルを使用して拡張する
このオプションは、Instant Onデバイスをプライベートネットワークモードに設定することを選択した場合に
のみ、UIで使用できます。ケーブルを使用してネットワークを拡張するには、モバイルアプリで次の手順を実
行します。

1. [ネットワークを拡張する方法] ページで、[ケーブルを使用して拡張する] を選択します。
無線で接続されているデバイスを含めるには、[無線接続の屋外デバイスを検索に含める] チェックボックスを
クリックします。
2. 最適なパフォーマンスを確保するには、ネットワークケーブルを使用して、追加のInstant Onデバイス

を最初のAPと同じスイッチに接続します。Power over Ethernet (PoE) またはDC電源アダプタ(イン
ストールキットで注文した場合)を使用してAPに電源を供給してください。

3. 追加するInstant OnデバイスのLEDライトが緑とオレンジに交互に点滅するまで待ちます。
4. [デバイスを検索する] を選択して、有線および無線の両方のデバイスでAruba Instant Onをスキャンし

ます。Instant Onデバイスはネットワーク内の検出済みデバイスのリストに表示されます。



5. 検出されたデバイスを確認し、サイトに追加します。

デバイス検出時に見つかったサポートされていないデバイスは、インベントリに追加できません。「このデバ
イスモデルはサポートされていません」というエラーメッセージが表示されます。

6. それでもデバイスが見つからない場合は、[デバイスが表示されない] をクリックしてトラブルシュー
ティングオプションを表示します。

無線で拡張する
無線でネットワークを拡張するには、モバイルアプリで次の手順を実行します。

1. [ネットワークを拡張する方法] ページで、[無線で拡張する] を選択します。
2. 少なくとも1つのInstant On APをローカルの有線接続されたスイッチまたはルーターに接続し、初期

設定が完了していることを確認します。
3. ワイヤレスInstant On APをWi-Fiの範囲内の場所に置き、電源を入れます。詳細については、

「Instant On APワイヤレスアクセスポイント配置ガイドライン」を参照してください。

ワイヤレスAPが出荷時の状態になっていて、イーサネットケーブルを使用してネットワークに接続されていな
いことを確認します。

4. ワイヤレスInstant On APのLEDライトが緑とオレンジに交互に点滅するまで待ちます。
5. [デバイスを検索する] を選択して、有線および無線の両方のデバイスでAruba Instant Onをスキャンし

ます。APは、ネットワーク内の検出済みデバイスのリストに表示されます。
6. 検出されたデバイスを確認し、サイトに追加します。

デバイス検出時に見つかったサポートされていないデバイスは、インベントリに追加できません。「このデバ
イスモデルはサポートされていません」というエラーメッセージが表示されます。

7. それでもデバイスが見つからない場合は、[デバイスが表示されない] をクリックしてトラブルシュー
ティングオプションを表示します。

Instant On AP ワイヤレスアクセスポイント配置ガイドライン
無線ネットワークに追加のAPを設置する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

n 干渉源や障害物—干渉源や障害物がないか確認し、APを天井や壁に正しく取り付けます。
n 見通し線—立っている場所から有線のAPがはっきりと見えれば、強力な信号と良好な運用範囲が提供され
ると考えても良いでしょう。

n 見通し線を取れない—見通し線を取れない場合、APは互いにもっと近い範囲に配置する必要があります。
障害物の数と材質の種類によってRF信号の強度は大きく影響を受け、信号が減衰します。このシナリオで
は、AP間の距離を5メートル(16フィート)以上、18.25メートル(60フィート)以下にすることを推奨し
ています。

n ワイヤレス AP が異なるフロアに配置されている—APを別のフロアに配置する場合は、真上にあたる場所
に配置してみてください。

これらは一般的なガイドラインであり、位置を確定する前に Instant On APの配置を試す必要がある場合があります。
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屋外用アクセスポイントの展開シナリオ
Instant On 1.4.0以前のバージョンは、屋内用と屋外用の両方のAPに対応しています。ただし、APのサービ
ス提供先が屋内環境か屋外環境かをユーザーインターフェイスで指定することはできませんでした。多くの規制
領域では屋外で利用できるチャネルが少なくなるため、AP17のような屋外用APをメッシュポイントとして設
定する場合、周囲のAPがすべて屋内用であるとサービスが中断する可能性があります。その結果、屋内用AP
は屋外用APが利用できないチャネルを選択する可能性があり、したがって、AP17メッシュポイントはメッ
シュポータルに接続することができなくなります。屋外用APの次の展開シナリオは、これらの問題を軽減する
のに役立ちます。

シナリオ 1: 屋外用 AP チャネルにサイトをプロビジョニングする
このソリューションでは、ネットワークを拡張しようとすると、新しいAPがメッシュポイントとして追加され
る屋外用AP (例: AP17) であるかどうかを確認するメッセージが表示されます。メッシュポイントとして追加す
る場合、屋外用APがインベントリの一部である限り、サイト全体が屋外用APチャネルで動作するようにプロ
ビジョニングされます。ただし、屋外用APがインベントリから削除され、他の屋外用APが存在しない場合、
サイトはAPインストールのデフォルトチャネルで動作するように切り替わります。

シナリオ 2: 新規または既存サイトに屋外用メッシュポイントを設定しない
ネットワークを拡張する際、屋外用メッシュAPの検出を検索に含めるかどうかの選択肢が提示されます。この
シナリオでは、次の2つの結果のいずれかが考えられます。

n [無線接続の屋外デバイスを検索に含める] チェックボックスを選択して、検索の一部として屋外用APを検
出することを選択した場合:無線接続の屋外デバイスを検索する際に、Wi-Fiネットワークが一時的に利用で
きなくなることを示す警告メッセージが表示されます。サイト内のすべてのAPが強制的に屋外用チャネルと
電源プランになり、タイプや接続状態に関係なく検索で検出されたすべてのAPが表示され、インベントリに
追加することができます。このプロセスで屋外用APが検出されなかった場合、サイトはデフォルトのチャネ
ルプランに戻ります。

n 検出操作の一部に屋外用APを含まないことを選択した場合:デバイスを検索する操作では、デフォルトの
チャネルプランを維持したまま、エリア内の有線APと無線APの両方を検索します。無線接続の屋外用AP
は検索結果で無視されます。有線接続の屋外用APは引き続き検出され、インベントリに追加できますが、屋
外用チャネルプランで別途に運用されるようになります。

シナリオ 3: 既存サイトに屋外用メッシュアクセスポイントを設定する
n 屋外用メッシュAPが屋外チャネル上のメッシュポータルを検出できない場合、ユーザーインターフェイスで
はオフラインと表示されます。

n 屋外用メッシュAPが互換性のあるチャネル上にある場合、ユーザーインターフェイスでは動作中と表示され
ます。

シナリオ 4: 最後の屋外用メッシュポイントを削除する
最後の屋外用メッシュポイントを削除すると、サイトはデフォルトのチャネルプランに戻ります。

インベントリにデバイスを追加する際にエラーメッセージが表示されるシナ
リオ
以下は、初期設定やネットワークの拡張でInstant Onデバイスを追加した際にエラーメッセージが表示される
シナリオの例です。



シナリオ エラーメッセージ

既に別のサイトでオンボードされているデバイスのシリ
アル番号を入力している

既に別のサイトに割り当てられています

ISPモデムと Instant Onルーターの間に接続されている
デバイスを追加している

[デバイスを検索]をクリックすると、システムがデバイ
スを認識し、以下のエラーメッセージとともにデバイス
を表示します。
n ISP モデムと Instant Onルーターの間に接続されて
いる新しい Instant Onデバイスをネットワークに追
加することはできません

別のサイトに接続されていてまだ割り当てられていない
デバイスのシリアル番号を入力している

デバイスは別のサイトと同じネットワーク上にあります

一部のエラーメッセージには、[詳細の表示] リンクが含まれています。[詳細の表示] をクリックすると、ポッ
プアップウィンドウで説明が表示されます。

ラジオの管理
[ラジオの管理] ページでは、APが動作する必要のあるラジオチャネルを設定できます。この設定により、干渉
を減らし、最適なRFチャネルと帯域幅で運用することで、APのラジオパフォーマンスを最適化するために役
立ちます。ラジオの管理設定はサイトに対してグローバルであり、[インベントリ] ページの詳細メニューからア
クセスできます。サイト内のAPは、選択されたチャネルと許可されたチャネルのみをチャネル幅に使用しま
す。

これらの設定を変更すると、クライアントがネットワークから切断される場合があります。

APが動作するラジオチャネルを設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[インベントリ] タイルをタップするか、[サイトの状態] バナーをタップして
[インベントリを表示する] をタップします。

2. 詳細メニュー( )アイコンをタップし、[ラジオの管理] を選択します。

3. 以下のそれぞれについて、チャネル幅を選択します。
a. 2.4 GHz ラジオ—[20MHz (デフォルト)] または[20/40 MHz]。
b. 5 GHz ラジオ—[20/40 MHz]、[20/40/80 MHz (デフォルト)]、または[20/40/80/160

MHz]。

チャネル幅 160MHz は、AP25アクセスポイントが初めてインベントリに追加された後にのみ、グローバル設
定として利用可能です。ただし、[20/40/80/160 MHz] の設定は、すべてのAP25アクセスポイントをイン
ベントリから削除した後も有効です。

4. 各ラジオで選択した内容に基づいて、[チャネル選択] オプションが更新されます。デフォルトではすべ
てのチャネルが有効で、オレンジ色で表示されます。無効なチャネルはグレーで表示されます。

5. 最小値と最大値の間でスライダーを調整して、2.4 GHz ラジオと5GHz ラジオの送信出力範囲を設定し
ます。たとえば、スライダーが[非常に高い] と [最大] の間に設定されている場合、ラジオは30 dBmか
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ら最大出力の間で送信します。選択可能な値は次のとおりです。

送信出力レベル 2.4 GHz ラジオのしきい値 (単
位 dBm)

5 GHz ラジオのしきい値 (単位
dBm)

低 6dBm 15 dBm

9 dBm 18 dBm

12 dBm

中 15 dBm 21 dBm

18 dBm

高 21 dBm 24 dBm

24 dBm 27 dBm

27 dBm

非常に高い 30 dBm 30 dBm

最大 これがデフォルト設定です。 これがデフォルト設定です。

6. 上記の手順で変更した内容は、自動的に保存されます。

ループ保護
[ループ保護] ページは、インベントリにスイッチが1つ以上ある場合にのみ使用できます。Instant Onデバイ
スは、ループ保護のために次の2つのメカニズムを使用します。

n Aruba 独自のメカニズム
n ラピッドスパニングツリープロトコル(RSTP)

Aruba 独自のメカニズム
このメカニズムは、ループやストームから保護するためにAP11Dアクセスポイントに組み込まれています。
Instant Onモバイルアプリを使用して、デバイス上でこのメカニズムを無効にすることはできません。デバイ
スは独自のパケットを送信し、同じパケットを受信したポートをブロックします。障害が取り除かれると、デバ
イスは60秒で回復します。

ラピッドスパニングツリープロトコル (RSTP)
このメカニズムはInstant Onスイッチでのみ使用でき、802.1w標準に準拠しています。RSTPは、サード
パーティ製ネットワーク機器との相互運用環境でループ保護を提供します。
RSTPメカニズムは、Instant Onモバイルアプリを使用してネットワーク上で有効または無効にすることができ
ます。このメカニズムを有効にすると、ルートブリッジデバイスから2秒ごとにプローブパケットが送信されま
す。ダウンストリームデバイスの複数のポートで同じパケットが確認された場合、ネットワーク内にループが存
在することを示しており、RSTPはポートをブロックしてループのないトポロジを作成します。
ネットワークでRSTPを有効にするには、次の手順を実行します。



1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] タイルをタップするか、[サイトの状態] バナーを
タップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[ループ保護] を選択します。

3. [ラピッドスパニングツリー (RSTP)] のトグルスイッチを有効( )にスライドし、ネットワークの
ループ保護を設定します。このページには、ネットワークに接続されているルートスイッチデバイスなど
のスパニングツリー診断とその優先度の値がリスト表示されます。また、ネットワーク上のルートスイッ
チデバイスのトポロジの変更の期間と回数も表示されます。

インベントリにスタックが存在する場合、RSTPはデフォルトで有効となり、この設定を無効にするトグルスイッチは
ありません。スタックを削除しても、Instant On 1960スイッチではRSTPが有効のままですが、設定を無効にするた
めのトグルスイッチが表示されます。

Instant On 2.4.0以降では、新規サイト作成時にRSTPがデフォルトで有効になります。

ブリッジ優先度の割り当て
[ブリッジ優先度] ページには、参加しているスパニングツリーデバイスとそのブリッジ優先度が表示されます。
優先度は、トポロジやデバイス同士の位置関係から自動的に決まります。ルートブリッジは、インターネット
ルーターやプライベートネットワークへのエントリポイントに最も近いInstant Onスイッチやルーターに割り
当てられます。ルートブリッジの優先度はデフォルトの32768が割り当てられます。後続のすべてのInstant
Onスイッチやルーターには、ルートブリッジからの距離に応じて優先度の値が割り当てられます。
たとえば、3台のInstant Onデバイスを持つネットワークでは、以下のような優先度の割り当てが可能です。

n Instant On 1には優先度32768 (ルート)を割り当て
n Instant On 2には優先度36864を割り当て
n Instant On 3には優先度40960を割り当て

ブリッジ優先度の詳細を表示して、ベース優先度を変更するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] タイルをタップするか、[サイトの状態] バナーを
タップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[ループ保護] を選択します。

3. [ラピッドスパニングツリー (RSTP)] のトグルスイッチを有効( )にスライドします。
4. [ブリッジ優先度の割り当て] リンクをタップします。ベース優先度とルートブリッジの詳細が表示され

ます。
5. ベース優先度を変更するには、ドロップダウン矢印をタップして、リストから優先度を選択します。
6. ブリッジ優先度を再計算する場合は、ヘッダーの詳細メニューをタップし、[ブリッジ優先度の再計算]

をタップします。
変更は自動的に保存されます。

電力スケジュール
[電力スケジュール] ページでは、Instant OnスイッチやPoE対応デバイスが接続されたデバイスに電力を供給
するスケジュールを設定できます。この設定はグローバルで、スイッチとPoE対応のアクセスポイントに適用
されます。
ネットワーク上のPoEパワードデバイスの電力スケジュールを設定するには、次の手順を実行します。
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1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] タイルをタップするか、[サイトの状態] バナーを
タップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[電力スケジュール] を選択します。

3. [スケジュールを設定する]で、次のいずれかのオプションをクリックします。
a. 固定 - スイッチがデバイスに電源を供給できる時間帯(週単位の曜日/時間)を唯一の繰り返し期間と

するスケジュール設定です。
n スイッチがデバイスに電源を供給する曜日を選択します。
n [アクティブな時間帯] で次のいずれかを選択します。

o 終日 - スイッチは、一日中、接続されたPoEデバイスに電力を供給します。
o 時間を指定 - スイッチは、指定された時間帯、接続されたPoEデバイスに電力を供給します。必要
に応じて、PoE供給の[開始時間]と [終了時間]を設定します。

c. 可変 - ユーザーが日毎に異なる時間帯を設定できるスケジュール設定を示します。
n 特定の曜日の電源スケジュールを有効にするには、次の手順を実行します。

o スケジュールを設定する曜日の( )アイコンをタップします。
o トグルスイッチを[アクティブ] ( ) に設定します。
o [アクティブな時間帯] で次のいずれかを選択します。

l 終日 - スイッチは、一日中、接続されたPoEデバイスに電力を供給します。
l 時間を指定 - スイッチは、指定された時間帯、接続されたPoEデバイスに電力を供給します。
必要に応じて、PoE供給の[開始時間]と [終了時間]を設定します。

[終了時間] が開始時間よりも前に設定されている場合は、翌日の設定時間にデバイスへの PoE供給がオフにな
ることを示す [翌日] ラベルが表示されます。

4. 戻る矢印( ) をタップして、インベントリに戻ります。新しい設定を行うと、Instant Onデバイスは
自動的に同期を開始します。

電力スケジュールオプションはグローバルですが、個々のポートに対してスケジュールをオフにすることができます。
個々のポートの電力スケジュールをオフにするオプションは、各ポートの [ポートの詳細] ページの [その他オプショ
ン] で選択できます。詳細については、「その他オプション」を参照してください。

DNS
[DNS] ページでは、Instant Onネットワークで使用するDNSサーバーを設定します。これはInstant Onネッ
トワークのグローバル設定です。
ネットワークのDNSサーバーを設定するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] タイルをタップするか、[サイトの状態] バナーを
タップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[DNS] を選択します。

3. 次のオプションのいずれかを選択します。
n 自動 (デフォルト)—DNSサーバーとしてCloudflare DNS (1.1.1.1) を設定します。
n ネットワーク割り当て—ルーターのないネットワークの場合、ネットワークがDNSサーバーとして
割り当てたDNSを設定します。



n ISP - 割り当て済み—ルーターのあるネットワークでは、ISPから割り当てられたDNSをDNSサー
バーとして設定します。

n カスタム—カスタムDNSサーバーを指定します。ネットワーク用のDNSサーバーは最大3台まで
作成できます。カスタムDNSサーバーを作成するには、次の手順を実行します。
a. [カスタム] ラジオボタンを選択します。
b. DNS サーバーのIPアドレスを入力し、[+] をクリックします。DNSサーバーを削除するに

は、DNSエントリの横にある削除アイコンをクリックします。

アクセスポイントの詳細
[アクセスポイントの詳細] ページには、選択したAPの詳細が表示されます。これにはAPの名前、場所、IPア
ドレス、MACアドレス、シリアル番号、無線、ポート、およびモデルタイプが含まれます。また、現在接続中
のクライアントの数を含め、無線ラジオの概要も表示されます。

アクセスポイントの詳細の表示
[アクセスポイントの詳細] ページを表示するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをタップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. インベントリリストに表示されたAPのいずれかをクリックします。[アクセスポイントの詳細] ページが
表示され、詳細が表示されます。AP名、APの IPアドレス、MACアドレス、シリアル番号、製品型番、
APタイプ、無線、および各無線チャネルに接続されているクライアントの数など、APの詳細が表示され
ます。

接続
LAN上で実行されている外部DHCPサーバーからIPアドレスを自動的に受信するようにInstant Onデバイス
を設定するか、固定IPアドレスを手動で設定できます。

1. [アクセスポイントの詳細] ページの[接続] セクションで、[詳細な LAN パラメータ] をタップします。
2. 以下のいずれかを選択します。

n 自動 (デフォルト): これがすべてのAPのデフォルト設定です。Instant Onデバイスは、LAN上で実
行されているDHCPサービスにIPアドレスを要求します。このオプションは、モバイルアプリでの
み表示されます。

n スタティック: Instant OnデバイスのLAN上での固定IPアドレスを指定するには、モバイルアプリ
で[スタティック] ラジオボタンを選択するか、Webアプリケーションの[詳細] タブで[固定 IP ア
ドレス] の横にあるトグルスイッチ( )をスライドして、次のパラメータを設定します。

n LAN IP—固定IPアドレスを入力します。
n サブネットマスク—サブネットマスクを入力します。
n デフォルトゲートウェイ—デフォルトゲートウェイのIPアドレスを入力します。
n DNS サーバー—DNSサーバーのIPアドレスを入力します。

3. [完了] をタップすると設定が保存されます。

ポート
すべてのネットワークでは、イーサネットケーブルを使用して、APまたはルーターのE0/PTまたはENETポー
トからゲートウェイまたはスイッチに接続する必要があります。各Instant On APにはE0/ENETポートが1つ
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あります。ポートとアップリンクステータスの詳細を表示するには、次の手順を実行します。

1. インベントリリストに表示されたAPのいずれかをクリックします。[アクセスポイントの詳細] ページが
表示され、詳細が表示されます。

2. [アクセスポイントの詳細] ページの[ポート] セクションに、ENETポートの詳細、スイッチポートの名
前、アップリンクステータス、アップロードおよびダウンロードのスループットレートが表示されます。

ポートの詳細
アクセスポイントはE0/ENETポートのみで動作します。AP用の[ポートの詳細] リンクは、読み書きモードの
ENETポートの名前を表示します。

APがネットワーク内のメッシュポイントとして接続されている場合、[ポートの詳細] リンクは表示されません。

接続クライアントおよびデバイス
次の手順は、APのENETポートに接続されているクライアントとデバイスを表示する方法を示しています。

1. [ポート] の下で、APのENETポートをタップします。
2. [このポート上のクライアントとデバイス] リンクをタップします。[クライアントおよびデバイス] ペー

ジにリダイレクトされ、ポートに接続されているクライアントとデバイスのリストが表示されます。デ
フォルトでは、ポートに該当するすべてのネットワークのクライアントとデバイスが表示されます。ポー
トに直接接続されているクライアントやインフラストラクチャデバイスは、[クライアントの詳細]ペー
ジへのリンクとして表示されます。間接的に接続されているクライアントは、MACアドレスで表示され
ます。

3. 特定のネットワークに接続されているクライアントやデバイスに絞り込むには、ドロップダウン矢印( )
をタップして、リストからネットワークを選択します。

ラジオ
このセクションでは、デバイスの2.4 GHz および5GHz ラジオで動作するクライアントに関する次の詳細につ
いて説明します。

n 接続されているクライアント数—ラジオに接続されているクライアントの数を示します。
n 動作チャネル—接続されたクライアントが動作している無線チャネルを示します。
n ラジオ送信出力—接続されているクライアントのラジオ送信出力レート(dBm)を示します。
n 通信時間使用率—ラジオで検出された通信時間使用率(％)を示します。

ラジオの詳細
[ラジオの詳細] ページでは、サイトレベルで設定されたラジオの設定を上書きし、選択したInstant Onデバイ
スに固有の2.4 GHz および5GHz のラジオ設定を行うことができます。
サイトレベルのラジオ設定を上書きし、デバイスに固有の2.4 GHz および5GHz のラジオ設定を行うには、次
の手順を実行します。

無線で接続された Instant On APには、サイトレベルで行われた 5GHz ラジオの設定を上書きするオプションはあり
ません。これらのデバイスは、デバイスレベルで 2.4 GHz のラジオ設定のみを行うことができます。



1. [ラジオ] で、( ) [ラジオの詳細] をタップします。

2. [2.4GHz ラジオ] および[5 GHz ラジオ] の [特定のラジオの管理] の横にあるトグルスイッチ( )
をそれぞれスライドすると、デバイス固有のラジオ設定が表示されます。

3. 以下のそれぞれについて、チャネル幅を選択します。
a. 2.4 GHz ラジオ—[20MHz (デフォルト)] または[20/40 MHz]。
b. 5 GHz ラジオ—[20/40 MHz]、[20/40/80 MHz (デフォルト)]、または[20/40/80/160

MHz]。

n チャネル幅 160MHz は AP25アクセスポイントでのみサポートされています。これには、メッシュポイン
トとして展開されるAP25アクセスポイントも含まれます。

n チャネル幅を [20/40/80/160 MHz] に設定した場合、選択可能な対応チャネルは 36と 100のみで
す。

4. 各ラジオで選択した内容に基づいて、[チャネル選択] オプションが更新されます。デフォルトではすべ
てのチャネルが有効で、オレンジ色で表示されます。無効なチャネルはグレーで表示されます。

5. 最小値と最大値の間でスライダーを調整して、2.4 GHz ラジオと5GHz ラジオの送信出力範囲を設定し
ます。たとえば、スライダーが[非常に高い] と [最大] の間に設定されている場合、ラジオは30 dBmか
ら最大出力の間で送信します。選択可能な値は次のとおりです。

送信出力レベル 2.4 GHz ラジオのしきい値 (単
位 dBm)

5 GHz ラジオのしきい値 (単位
dBm)

低 6dBm 15 dBm

9 dBm 18 dBm

12 dBm

中 15 dBm 21 dBm

18 dBm

高 21 dBm 24 dBm

24 dBm 27 dBm

27 dBm

非常に高い 30 dBm 30 dBm

最大 これがデフォルト設定です。 これがデフォルト設定です。

上記の手順で変更した内容は、自動的に保存されます。

ネットワーク割り当て
[ネットワーク割り当て] 画面では、サイト内に設定されている無線ネットワークにInstant On APを割り当て
ることができます。
次の手順は、無線ネットワークにInstant On APを割り当てる方法を示しています。
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1. [ラジオ] で、( ) [ネットワーク割り当て] をタップします。

[ネットワーク割り当て] 画面が表示されます。
2. [以下のネットワークへのアクセスを許可] で、リストされた無線ネットワークの横にあるトグルスイッ

チを右( )にスライドして、APをネットワークに割り当てます。

新しいAPをサイトに追加すると、利用可能なすべての無線ネットワークがデフォルトでAPに割り当てられます。

アクセスポイントライト
[アクセスポイントライト] セクションでは、APのステータスライトとラジオライトをオンまたはオフにするこ
とができます。デフォルトでは、デバイスのステータスが一目でわかるように、デバイスのライトがオンになっ
ています。
アクセスポイントのライトのステータスを変更するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onポータルホームページの[インベントリ] タイルをタップするか、[サイトの状態] バ
ナーをタップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. インベントリからAPを選択します。
3. [アクセスポイントの詳細] 画面で[アクセスポイントライト] セクションまでスクロールし、次のオプ

ションのいずれかを選択します。
n 通常モード (デフォルト)—ステータスライトとラジオライトをオンにするには、このオプションを
使用します。デフォルトではこのオプションが選択されています。

n サイレントライトモード—ステータスライトとラジオライトをオフにするには、このオプションを使
用します。このオプションを選択すると、通常の動作中はデバイスのライトがオフになります。

詳細メニュー
Instant On AP を探す
サイト内に多数のデバイスがある場合は、[探す] オプションを使用すると、デバイスの位置を特定するのに役立
ちます。ロケーターライトは、トグルスイッチをオンにしてから30分間点灯します。デフォルトではライトが
オフになっています。
Instant On APを探すには、次の手順を実行します。

1. [アクセスポイントの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [探す] をタップします。デバイスのロケーターライトが点灯します。

接続テストを実行する
[ネットワークテスト] オプションは、Instant Onデバイスの到達性をテストするために使用します。ネット
ワークテストを行うには、コマンドを実行するソースデバイスと、到達する宛先を選択する必要があります。
Instant Onアクセスポイントに対してネットワークテストを行うには、次の手順を実行します。

1. [アクセスポイントの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[接続テスト] を選択します。[接続] 画面が表示されます。
3. [ソース] の下で、ドロップダウンリストからInstant Onデバイスを選択します。
このフィールドでは、サイトのアクティブなデバイスのみを選択できます。スイッチまたはAPのどちらかで
す。



4. [宛先] の下に、ソースデバイスの接続先となるデバイスのホスト名または IP アドレスを入力します。
5. [接続テストを開始] をタップします。

下の表は、ネットワークテストで考えられるテスト結果を示しています。

接続レート 往復時間 テスト結果フォーマット

良好 150ミリ秒未満の遅延ですべてのネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: <ホスト / IP アドレス>への
接続は速い
拡張可能な列: 詳細情報

中 150～ 400ミリ秒の遅延で一部のネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: IP アドレスへの接続は断続的
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

不良 400ミリ秒以上の遅延でネットワーク
への Pingが合格。

行番号 1: IP アドレスに到達できない
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は非常に遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

Instant On AP の再起動
APを再起動するには、次の手順を実行します。

1. [アクセスポイントの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[再起動] を選択します。該当するアシスタントページが表示されます。
3. [再起動] をクリックします。

インベントリからの AP の削除
オンラインのままのAPを削除するには、次の手順を実行します。

1. [アクセスポイントの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[インベントリから削除] を選択します。該当するアシスタントページが表
示されます。

3. [削除] をクリックします。

オフラインのAPを削除するには、次の手順を実行します。
[アクセスポイントの詳細] ページでは、アラートがトリガされるとデバイス名の下に長方形のバーが表示されま
す。長方形のバーの色はアラートのタイプによって決まります。

1. [アラート] リンクをクリックします。[アラートの詳細] ページにリダイレクトされ、異常なアクティビ
ティに関する詳細が表示されます。

2. インベントリからアクセスポイントを削除するには、次の手順を実行します。
a. Instant Onデバイスがネットワークから削除されている場合、[アクセスポイントの詳細] ページで

[インベントリから削除] をタップして、デバイスをインベントリから削除できます。確認を求める
ポップアップボックスが画面に表示されます。

b. [削除] をタップしてデバイスをインベントリから削除します。
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故障した AP をインベントリから交換する
Instant Onでは、万一故障した場合に、インベントリからAPを交換することができます。新しいAPまたはサ
イトの既存のAPを使用して、故障したデバイスを交換することができます。この操作では、故障したAPの現
在の設定も交換したデバイスに転送されます。

すべての設定を正常に復元するには、故障したAPをまったく同じモデルの稼働するAPと交換することをお勧めしま
す。故障したデバイスを別のモデルのAPに交換すると、古いAPと同じ設定を復元できない場合があります。例:Wi-
Fi 6 APをWi-Fi 5 APに交換すると、Wi-Fi 6固有の設定がWi-Fi 5 APに転送されません。

故障したAPをインベントリから交換するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[インベントリ] タイル( ) をタップするか、[サイトの状態] ( ) バナー
をタップして[インベントリを表示する] をクリックします。[インベントリ] ページが表示されます。

2. 交換する故障したAPをタップします。[AP の詳細] ページが表示されます。アラートがトリガされる
と、デバイス名の下に長方形のバーが表示されます。

3. [アラート] リンクをタップします。[アラートの詳細] ページにリダイレクトされ、異常なアクティビ
ティに関する詳細情報と、APを交換するためのリンクが表示されます。

4. [アラートの詳細] ページで、交換用リンクをタップします。[アクセスポイントの交換] ページが表示さ
れます。または、[アクセスポイントの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンを
タップし、メニューから[デバイスの交換] を選択して、この操作を実行することもできます。

5. 交換するAPを取り外し、新しいAPをネットワークに接続します。
6. デバイスのライトが緑色とオレンジ色で交互に点灯したら、[続行] をタップします。モバイルアプリ

は、新しいAPを検出するためにBLEスキャンを開始します。APが検出されるまで4～5分程度かかる
ことがあります。

7. APが検出されたら、[交換] をタップします。
8. それでもデバイスが見つからない場合は、[デバイスが表示されない] ボタンを選択してトラブルシュー

ティングオプションを表示します。

ルーターの詳細
[ルーターの詳細] ページには、選択したWi-Fiルーターの詳細が表示されます。これにはルーターの名前、IP
アドレス、MACアドレス、シリアル番号、ラジオ、ポート、およびモデルタイプが含まれます。また、現在接
続中のクライアントの数を含め、無線ラジオの概要も表示されます。Instant Onは現在、ネットワーク上でプ
ライマリWi-Fiルーターとして動作するAP11Dデバイスをサポートしています。

ルーターの詳細の表示
[ルーターの詳細] ページを表示するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをタップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] リストに表示されたルーターのいずれかをタップします。[ルーターの詳細] ページが表
示され、詳細が表示されます。ルーターの名前、IPアドレス、MACアドレス、シリアル番号、製品型
番、ルーターのタイプ、ラジオ、および各ラジオチャネルに接続されているクライアントの数など、ルー
ターの詳細が表示されます。



接続
Instant On AP11Dデバイスを、プライマリWi-Fiルーターとして、イーサネットケーブルを使用してISP提供
のモデムに接続します。[接続] セクションには、アップリンクのゲートウェイIPアドレスと、ISP提供のモデ
ムがルーターに転送したインターネット IPのリストが表示されます。Instant Onルーターはローカルネット
ワーク上でDHCPサービスとして機能し、要求するデバイスにIPアドレスを提供します。
次の手順で、Instant Onルーターのローカルネットワーク設定を行います。

1. [ルーターの詳細] ページの[接続] セクションで、[詳細な LAN パラメータ] をタップします。
2. [IP 割り当て] ページで[付与する IP アドレス] を入力します。
3. [サブネットマスク] の下のドロップダウン矢印( )をタップして、ネットワークのIPアドレス範囲を選

択します。
4. [OK] をタップします。

DHCP IP アドレス予約
ルーターモードの展開では、Instant On APはプライマリWi-Fiルーターとして使用され、また、接続された
Instant On APにDHCP IPアドレスを提供します。ルーターは、クライアントやデバイスが将来同じネット
ワークに接続するときに同じDHCP IPアドレスが発行されるように、クライアントとデバイスのDHCP IPアド
レスを予約することができます。この機能は、デバイスが有線ネットワークで管理されている場合にサポートさ
れます。サイトのデバイスには、デフォルトの有線デバイスのIPアドレスが常に設定されています。クライア
ントは、任意の有線ネットワークにIPアドレスを予約でき、すべての有線ネットワークはルーターによって管
理されます。さらに、この機能は、ゲートウェイを使用するサイト上のブリッジ無線クライアントにも対応して
います。

DHCP IP 予約機能は、クライアントやデバイスの IPアドレスの予約にMACアドレスを使用するため、MACランダム
化を使用しているクライアントでは機能しません。

以下のルーターモード展開はDHCP IPアドレス予約をサポートしています。

n ルーターモード-無線のみ
n ルーターモード-有線および無線

ルーターモードでの DHCP IP アドレス予約の設定 - 無線のみ
無線専用サイトで、Instant OnデバイスがプライマリWi-Fiルーターとして機能している場合、IPを予約した
いクライアントやデバイスの詳細ページ、または[ルーターの詳細] ページからIPアドレスを予約できます。
[ルーターの詳細] ページからDHCP IPアドレスを予約するには、次の手順を実行します。

1. [ルーターの詳細] ページの[接続] セクションで、[詳細な LAN パラメータ] をタップします。
2. [ルーターの IP アドレス予約] で、[IP アドレスを予約する] をタップします。接続されているクライア

ントのリストがIPアドレスとともに表示されます。
3. クライアントまたはデバイスをタップして、DHCP IPアドレスを予約します。[ルーターの IP アドレス

予約] リストにデバイスとそのIPアドレスが追加されます。

クライアントやデバイスの予約済み IPアドレスを変更する場合は、デバイスやクライアント名の横にある編集
アイコンをタップして、新しい IPアドレスを入力します。戻る矢印 ( )アイコンをタップすると、変更は自

動的に保存されます。

4. 戻る矢印( ) アイコンをタップします。変更は自動的に保存されます。

[クライアントの詳細] ページからIPアドレスを予約するには、次の手順を実行します。
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1. プライマリWi-Fiルーターに接続されている無線クライアントを選択します。
2. [クライアントの詳細] ページで、詳細メニュー( )アイコンをタップし、ドロップダウンリストから

[IP 予約] をタップします。
3. [IP アドレス]で、必要に応じてクライアントのIPアドレスを変更し、[予約] をタップします。デバイス

とそのIPアドレスは、ルーターの[IP 割り当て] ページの[ルーターの IP アドレス予約] リストに追加
されます。

ルーターモードでの DHCP IP アドレス予約の設定 - 有線および無線
このモードでは、DHCP IPアドレスの予約は、無線ネットワークの場合は上記のように[ルーターの詳細] また
は[クライアントの詳細] ページで、有線ネットワークの場合は[ネットワークの詳細] ページから行うことがで
きます。
[ネットワークの詳細] ページからDHCP IPアドレスを予約するには、次の手順を実行します。

1. プライマリWi-Fiルーターが接続されている有線ネットワークを選択します。
2. [ネットワークの詳細] ページで、[その他オプション] をタップし、ドロップダウンリストから[IP 割り

当て] をタップします。
3. [ルーターの IP アドレス予約] で、[IP アドレスを予約する] をタップします。有線ネットワークに接続

されているクライアントのリストが、IPアドレスとともに表示されます。
4. クライアントまたはデバイスをタップして、DHCP IPアドレスを予約します。[ルーターの IP アドレス

予約] リストにデバイスとそのIPアドレスが追加されます。

クライアントやデバイスの予約済み IPアドレスを変更する場合は、デバイスやクライアント名の横にある編集
アイコンをタップして、新しい IPアドレスを入力します。戻る矢印 ( )アイコンをタップすると、変更は自

動的に保存されます。

5. 戻る矢印( ) アイコンをタップします。変更は自動的に保存されます。

ポート
すべてのネットワークでは、イーサネットケーブルを使用して、APまたはルーターのE0/PTまたはENETポー
トからゲートウェイまたはスイッチに接続する必要があります。各Instant On APにはポートが1つありま
す。ただしAP11Dデバイスには他にも3つのLANポート(E1、E2、およびE3) があります。これらのポート
を使用して、ネットワーク内の追加のAPを接続できます。ポートとアップリンクステータスの詳細を表示する
には、次の手順を実行します。

1. インベントリリストに表示されたAP11Dルーターのいずれかをタップします。[ルーターの詳細] ページ
が表示されます。

2. [ルーターの詳細] ページの[ポート] セクションに、接続されているポートの詳細、アップリンクステー
タス、アップロードおよびダウンロードのスループットレートが表示されます。

ステータス
[ルーターの詳細] ページが開くと、[ポート] の下の[ステータス] タブビューがデフォルトで選択されていま
す。ポートは、デバイス上の実際の物理ポートと同じように、ページ上で視覚的に表現されます。E0/PTまたは
ENETポートは常にデフォルトで選択されており、ルーターのデフォルトのアップリンクポートとして機能しま
す。いずれかのポートをタップすると、以下の詳細が表示されます。

n ポート番号—ルーターの物理ポート番号です。
n ポートステータス—ポートがトランクのメンバーである場合、トランクの速度が表示されます。



n アップストリームとダウンストリームのスループット—ポートがトランクのメンバーである場合、トランク
のアップストリームとダウンストリームのスループットが表示されます。

ポートの詳細
Instant Onは現在、ネットワーク上でルーターとして動作するAP11Dデバイスをサポートしています。ルー
ターの[ポートの詳細] ページには以下の設定が表示されます。

n 読み書きモードのポート名。
n ポートの状態をアクティブ ( ) または非アクティブ ( ) に設定できるトグルスイッチ。このフィール
ドはデフォルトでアクティブに設定されています。

n ポートのアクセス制御 (802.1X)—802.11WLANセキュリティを強化するために設計されたポートベース
のネットワークアクセス制御を設定します。このフィールドには、アクティブ( )または非アクティブ(

)に設定できるトグルスイッチがあります。

o 非アクティブ( )—トグルスイッチはデフォルトで非アクティブに設定されます。この場合、すべて
のクライアントを認証を要求せずにこのポートに接続できます。

o アクティブ( )—ポートを使用する前に、ポートに接続された最初のデバイスを認証する必要があり
ます。このオプションを有効にした場合、以下のRADIUS設定を行います。
l プライマリ RADIUS サーバー—プライマリ RADIUS サーバーの次のパラメータを設定します。
Instant Onモバイルアプリを使用している場合は、[その他の RADIUS パラメータ] をタップする
と、以下の設定が表示されます。

l RADIUS サーバー IP アドレスまたはドメイン名—RADIUSサーバーのIPアドレスまたは完全修飾
ドメイン名を入力します。

l 共有秘密キー—外部RADIUSサーバーと通信するための共有キーを入力します。
l サーバータイムアウト—タイムアウト値を秒単位で指定します。この値により、RADIUS要求のタイ
ムアウトが決まります。Instant Onデバイスは、ユーザーが切断される前に、([再試行回数] での設
定どおりに)要求の送信を数回再試行します。たとえば、[タイムアウト]が5秒、[再試行回数]が3
の場合、ユーザーは20秒後に切断されます。デフォルト値は5秒です。

l 再試行回数—1から5までの数値を指定します。再試行回数は、サーバーグループに送信される認証
要求の最大数を示します。デフォルト値は要求3回です。

l 認証ポート—外部RADIUSサーバーの認証ポート番号を1から65535の範囲で入力します。デフォ
ルトのポート番号は1812です。

n セカンダリ RADIUS サーバーを設定するには、トグルスイッチを右( )にスライドして、必要なフィー
ルドを更新します。

n RADIUS アカウンティング要求の送信を行うには、トグルスイッチを右( )にスライドします。
n [完了] をタップします。

含まれるネットワーク

n Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを使用せず
にトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングするには、
[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを選択します。1つ
のポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

n Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送受信を行い
ます。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワーク] に表示されている
ネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22のTaggedネットワークを同時に
マッピングできます。
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ネットワーク
ネットワークを作成した後、VLANポートにネットワークをマッピングして、すべてのネットワークからのトラ
フィックを許可するか、特定のネットワークのみを許可するかを選択できます。Instant On AP11Dデバイスの
各ポートに個別のVLAN IDを割り当てて、ネットワークトラフィックを管理するように設定できます。次の手
順は、ネットワークをVLANポートにマッピングする方法を示しています。

1. インベントリに表示されたAP11Dルーターのいずれかをタップします。[ルーターの詳細] ページが表示
されます。

2. ルーターのポートを表示するには、[ネットワーク] タブの[ポート] を選択します。
3. [選択したネットワーク] ドロップダウンリストから、特定のポートをマッピングするネットワークを選

択します。
4. 選択したネットワークを割り当てるポートをタップします。
5. [ポートの詳細] リンクをタップします。
6. [含まれるネットワーク] の下で次のオプションのいずれかを選択します。

n Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを使
用せずにトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングするに
は、[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを選択し
ます。1つのポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

n Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送受信
を行います。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワーク] に表
示されているネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22のTagged
ネットワークを同時にマッピングできます。

7. [完了] をタップして、ネットワークとポートのマッピングを終了します。

接続クライアントおよびデバイス
次の手順は、AP11Dルーターの特定ポートに接続されているクライアントとデバイスを表示する方法を示して
います。

1. ルーターのポートを選択します。
2. [このポートに接続されているクライアントとデバイス] リンクをタップします。[クライアントおよびデ

バイス] ページにリダイレクトされ、ポートに接続されているクライアントとデバイスのリストが表示さ
れます。デフォルトでは、ポートに該当するすべてのネットワークのクライアントとデバイスが表示され
ます。ポートに直接接続されているクライアントやインフラストラクチャデバイスは、[クライアントの
詳細]ページへのリンクとして表示されます。間接的に接続されているクライアントは、MACアドレス
で表示されます。

3. 特定のネットワークに接続されているクライアントやデバイスに絞り込むには、ドロップダウン矢印( )
をタップして、ネットワークのいずれかを選択します。

このセクションでは、デバイスの2.4 GHz および5GHz ラジオで動作するクライアントに関する次の詳細につ
いて説明します。

n 接続されているクライアント数—ラジオに接続されているクライアントの数を示します。
n 動作チャネル—接続されたクライアントが動作している無線チャネルを示します。
n ラジオ送信出力—接続されているクライアントのラジオ送信出力レート(dBm)を示します。
n 通信時間使用率—ラジオで検出された通信時間使用率(％)を示します。



ラジオの詳細
[ラジオの詳細] ページでは、サイトレベルで設定されたラジオの設定を上書きし、選択したInstant Onデバイ
スに固有の2.4 GHz および5GHz のラジオ設定を行うことができます。
サイトレベルのラジオ設定を上書きし、デバイスに固有の2.4 GHz および5GHz のラジオ設定を行うには、次
の手順を実行します。

無線で接続された Instant On APには、サイトレベルで行われた 5GHz ラジオの設定を上書きするオプションはあり
ません。これらのデバイスは、デバイスレベルで 2.4 GHz のラジオ設定のみを行うことができます。

1. [ラジオ] で、( ) [ラジオの詳細] をタップします。

2. [2.4GHz ラジオ] および[5 GHz ラジオ] の [特定のラジオの管理] の横にあるトグルスイッチ( )
をそれぞれスライドすると、デバイス固有のラジオ設定が表示されます。

3. 以下のそれぞれについて、チャネル幅を選択します。
a. 2.4 GHz ラジオ—[20MHz (デフォルト)] または[20/40 MHz]。
b. 5 GHz ラジオ—[20/40 MHz]、[20/40/80 MHz (デフォルト)]、または[20/40/80/160

MHz]。

n チャネル幅 160MHz は AP25アクセスポイントでのみサポートされています。これには、メッシュポイン
トとして展開されるAP25アクセスポイントも含まれます。

n チャネル幅を [20/40/80/160 MHz] に設定した場合、選択可能な対応チャネルは 36と 100のみで
す。

4. 各ラジオで選択した内容に基づいて、[チャネル選択] オプションが更新されます。デフォルトではすべ
てのチャネルが有効で、オレンジ色で表示されます。無効なチャネルはグレーで表示されます。

5. 最小値と最大値の間でスライダーを調整して、2.4 GHz ラジオと5GHz ラジオの送信出力範囲を設定し
ます。たとえば、スライダーが[非常に高い] と [最大] の間に設定されている場合、ラジオは30 dBmか
ら最大出力の間で送信します。選択可能な値は次のとおりです。

送信出力レベル 2.4 GHz ラジオのしきい値 (単
位 dBm)

5 GHz ラジオのしきい値 (単位
dBm)

低 6dBm 15 dBm

9 dBm 18 dBm

12 dBm

中 15 dBm 21 dBm

18 dBm

高 21 dBm 24 dBm

24 dBm 27 dBm

27 dBm
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送信出力レベル 2.4 GHz ラジオのしきい値 (単
位 dBm)

5 GHz ラジオのしきい値 (単位
dBm)

非常に高い 30 dBm 30 dBm

最大 これがデフォルト設定です。 これがデフォルト設定です。

上記の手順で変更した内容は、自動的に保存されます。

ネットワーク割り当て
[ネットワーク割り当て] 画面では、サイト内に設定されている無線ネットワークにInstant On APを割り当て
ることができます。
次の手順は、無線ネットワークにInstant On APを割り当てる方法を示しています。

1. [ラジオ] で、( ) [ネットワーク割り当て] をタップします。

[ネットワーク割り当て] 画面が表示されます。
2. [以下のネットワークへのアクセスを許可] で、リストされた無線ネットワークの横にあるトグルスイッ

チを右( )にスライドして、APをネットワークに割り当てます。

新しいAPをサイトに追加すると、利用可能なすべての無線ネットワークがデフォルトでAPに割り当てられます。

詳細メニュー
Instant On ルーターを探す
サイト内に多数のデバイスがある場合は、[探す] オプションを使用すると、デバイスの位置を特定するのに役立
ちます。ロケーターライトは、トグルスイッチをオンにしてから30分間点灯します。デフォルトではライトが
オフになっています。
Instant Onデバイスを探すには、次の手順を実行します。

1. [ルーターの詳細] ページのタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [探す] をタップします。
3. [ライトのアクティブ化] トグルスイッチを右( )にスライドします。スイッチのロケーターライトが

点灯します。

接続テストを実行する
[ネットワークテスト] オプションは、Instant Onデバイスの到達性をテストするために使用します。ネット
ワークテストを行うには、コマンドを実行するソースデバイスと、到達する宛先を選択する必要があります。
Instant Onルーターに対してネットワークテストを行うには、次の手順を実行します。

1. [ルーターの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[接続テスト] を選択します。[接続] 画面が表示されます。
3. [ソース] の下で、ドロップダウンリストからInstant Onデバイスを選択します。
このフィールドでは、サイトのアクティブなデバイスのみを選択できます。スイッチまたはAPのどちらかで
す。



4. [宛先] の下に、ソースデバイスの接続先となるデバイスのホスト名または IP アドレスを入力します。
5. [接続テストを開始] をタップします。

下の表は、ネットワークテストで考えられるテスト結果を示しています。

接続レート 往復時間 テスト結果フォーマット

良好 150ミリ秒未満の遅延ですべてのネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: <ホスト / IP アドレス>への
接続は速い
拡張可能な列: 詳細情報

中 150～ 400ミリ秒の遅延で一部のネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: IP アドレスへの接続は断続的
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

不良 400ミリ秒以上の遅延でネットワーク
への Pingが合格。

行番号 1: IP アドレスに到達できない
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は非常に遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

Instant On ルーターの再起動
ルーターを再起動するには、次の手順を実行します。

1. [ルーターの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[再起動] を選択します。該当するアシスタントページが表示されます。
3. [再起動] をクリックします。

インベントリのルーターの交換
Instant Onでは、ルーターがオフラインになったときに、インベントリのルーターを交換することができま
す。新しいAP11Dルーターまたはサイトの既存のルーターを使用して、古いルーターを置き換えることができ
ます。古いルーターを通常のAPとして使用するには、手動でリセットする必要があります。
インベントリのルーターを交換するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onソリューションホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状
態] ( ) バナーをタップして[インベントリを表示する] をクリックします。[インベントリ] ページが表
示されます。

2. 交換するオフラインのルーターをタップします。[ルーターの詳細] ページが表示されます。アラートが
トリガされると、デバイス名の下に長方形のバーが表示されます。

3. [アラート] リンクをタップします。[アラートの詳細] ページにリダイレクトされ、異常なアクティビ
ティに関する詳細情報と、ルーターを交換するためのリンクが表示されます。

4. [アラートの詳細] ページで、交換用リンクをタップします。[ルーターの交換] ページが表示されます。
または、[ルーターの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップし、メ
ニューから[デバイスの交換] を選択して、この操作を実行することもできます。

5. 交換するルーターを取り外し、新しいInstant On AP11DデバイスをISPモデムに接続します。
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6. デバイスのライトが緑色とオレンジ色で交互に点灯したら、[続行] をタップします。モバイルアプリ
は、新しいルーターを検出するためにBLEスキャンを開始します。ルーターが検出されるまで4～5分
程度かかることがあります。

7. ルーターが検出されたら、[交換] をタップして、デバイスをプライマリWi-Fiルーターとして設定しま
す。メモ:モバイルアプリがエリア内で複数のプライマリWi-Fiルーターを検出した場合は、複数のルー
ターが検出されたことを示すメッセージが表示されます。その場合は、優先ルーターを接続したままにし
て、残りのルーターをネットワークから取り外します。

8. BLEスキャンで周辺のルーターを検出できない場合は、[Wi-Fi ルーターを手動で追加する] ボタンを
タップし、シリアル番号を入力するか、ルーターのバーコードをスキャンして、ルーターをネットワーク
に追加することを選択します。

9. それでもデバイスが見つからない場合は、[Wi-Fi ルーターが表示されない] を選択してトラブルシュー
ティングオプションを表示します。

スイッチの詳細
[スイッチの詳細] ページには、選択したスイッチの詳細が表示されます。[スイッチの詳細] ページを表示する
には、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをクリックして[インベントリを表示する] をクリックします。

2. インベントリリストに表示されたスイッチのいずれかをタップします。[スイッチの詳細] ページが表示
され、詳細が表示されます。スイッチの名前、スイッチのIPアドレス、MACアドレス、シリアル番号、
製品型番、スイッチのモデル、ポートなどスイッチの詳細が表示されます。

[スイッチの詳細] ページには次のセクションが表示されます。

n 接続
n Power over Ethernet (PoE)
n ポート

接続
このセクションでは、スイッチのアップリンク接続の詳細とLAN IP情報を表示します。LAN上で実行されてい
る外部DHCPサーバーからIPアドレスを自動的に受信するようにInstant Onスイッチを設定するか、固定IP
アドレスを手動で設定できます。

1. [スイッチの詳細] 画面の[接続] セクションで、[詳細な LAN パラメータ] をタップします。
2. 以下のいずれかを選択します。

n 自動 (デフォルト): これがすべてのAPのデフォルト設定です。Instant Onデバイスは、LAN上で実
行されているDHCPサービスにIPアドレスを要求します。このオプションは、モバイルアプリでの
み表示されます。

n スタティック: Instant OnデバイスのLAN上での固定IPアドレスを指定するには、モバイルアプリ
で[スタティック] ラジオボタンを選択して、次のパラメータを設定します。
o LAN IP—固定IPアドレスを入力します。
o サブネットマスク—サブネットマスクを入力します。
o デフォルトゲートウェイ—デフォルトゲートウェイのIPアドレスを入力します。
o DNS サーバー—DNSサーバーのIPアドレスを入力します。

3. [完了] をタップすると設定が保存されます。



Power over Ethernet (PoE)
[スイッチの詳細]ページの[Power over Ethernet] セクションでは、以下の情報が表示されます。

n 合計バジェット—スイッチが供給できる合計電力です(単位:ワット)。
n 消費電力—接続されたPoEデバイスで現在消費されている電力量です(単位:ワット)。

ポート
[スイッチの詳細] ページの[ポート] セクションには、スイッチの物理ポートが視覚的に表示され、ポートに固
有の追加の統計情報と設定が提供されます。Instant Onモバイルアプリでは、以下のオプションが個別に表示
され、それぞれを選択すると、それに応じてポートの表示が変更されます。
[スイッチの詳細] ページの[ポート] セクションを表示するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをタップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] リストに表示されたスイッチのいずれかをタップします。[スイッチの詳細] 画面が表示
され、詳細が表示されます。

[スイッチの詳細] ページの[ポート] セクションでは、以下のオプションが表示されます。

n ステータス
n ネットワーク
n LAG
n ポートの詳細
n 接続クライアントおよびデバイス

ステータス
[スイッチの詳細] ページが開くと、[ポート] の下の[ステータス] タブビューがデフォルトで選択されていま
す。ポートは、デバイス上の実際の物理ポートと同じように、ページ上で視覚的に表現されます。各ポートには
スイッチのポート番号に応じて番号が付けられ、現在の状態が表示されます。ポート1は常にデフォルトで選択
されており、スイッチのデフォルトのアップリンクポートとして機能します。いずれかのスイッチポートをタッ
プすると、以下の詳細が表示されます。

n ポート番号—スイッチの物理ポート番号です。
n ポート名—カスタム名が指定されている場合は、ポート名が表示されます。
n ポートステータス—ポートがトランクのメンバーである場合、トランクの速度が表示されます。
n アップストリームとダウンストリームのスループット—ポートがトランクのメンバーである場合、トランク
のアップストリームとダウンストリームのスループットが表示されます。

n <ポートメンバーシップ名>のメンバー—ポートがトランクのメンバーである場合、トランクの名前が表示
されます。

n ポートの詳細—設定オプションの[ポートの詳細] ページにリダイレクトするハイパーリンクです。

ネットワーク
ネットワークを作成した後、VLANポートにネットワークをマッピングして、すべてのネットワークからのトラ
フィックを許可するか、特定のネットワークのみを許可するかを選択できます。Instant Onスイッチの各ポー
トに個別のVLAN IDを割り当てて、ネットワークトラフィックを管理するように設定できます。次の手順は、
ネットワークをVLANポートにマッピングする方法を示しています。
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1. [インベントリ] リストに表示されたスイッチのいずれかをタップします。[スイッチの詳細] ページが表
示されます。

2. スイッチのポートを表示するには、[ネットワーク] タブの[ポート] を選択します。
3. [選択したネットワーク] ドロップダウンリストから、特定のポートをマッピングするネットワークを選

択します。
4. 選択したネットワークを割り当てるポートをタップします。
5. [ポートの詳細] リンクをタップします。
6. [含まれるネットワーク] の下で次のオプションのいずれかを選択します。

n 含まれるネットワーク—このセクションでは、以下の設定を行います。
o Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを
使用せずにトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングする
には、[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを
選択します。1つのポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

o Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送
受信を行います。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワー
ク] に表示されているネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22の
Taggedネットワークを同時にマッピングできます。

n 特定ネットワークのみ—このオプションを選択すると、ポートではデフォルトネットワークからのト
ラフィックのみ許可され、他のネットワークは除外されます。このオプションを選択すると、ポート
設定を[Tagged] または[Untagged] に設定できます。

7. [完了] をタップして、ネットワークとポートのマッピングを終了します。

LAG
リンクアグリゲーションの設定は、スイッチで利用可能なポート数に依存します。Instant Onは、現在、以下
のポート数のスイッチをサポートしています。

スイッチあたりのポート数 サポートされる LAG 数 サポートされる LAG メンバー数

8ポート 4トランク 4トランクメンバー

24ポート 8トランク 4トランクメンバー

48ポート 16トランク 8トランクメンバー

表 12:スイッチポートのLAG

次の手順は、スイッチにLAGグループを追加する方法を示しています。

1. [インベントリ] リストに表示されたスイッチのいずれかをタップします。[スイッチの詳細] ページが表
示されます。

2. [ポート] セクションの[LAG] タブを選択します。
3. [リンクアグリゲーションの追加] リンクをタップします。
4. [リンクアグリゲーションの詳細] ページには次の設定オプションが表示されます。

n テキストボックスにリンクアグリゲーションのカスタム名を指定します。
n アクティブ ( ) —デフォルトではこのオプションが有効になっています。LAGのポートメンバー
にデバイスが接続可能であることを示します。この設定を無効にする場合は、トグルスイッチを無効(

)にスライドします。



n ポートメンバーシップ—LAGのメンバーとして追加するポートをタップします。選択されたポートメ
ンバーは、カンマ区切りで下に表示されます。

n リンクアグリゲーションのモード—次のLAGモードのいずれかを選択します。
o スタティック (デフォルト)—デフォルトではこのオプションが選択されています。アクティブな
リンク検出やフェイルオーバーを行わないシンプルなポートアグリゲーションを示します。

o LACP—このオプションを選択すると、他のLACP (802.3ad) 対応スイッチに接続した場合、動
的検出と自動フェイルオーバーが可能になります。このモードでは、LAGリンクを介して1つの
ユーザー定義ネットワークのみが許可されます。このオプションを使用すると、管理VLANネット
ワークはタグなしで、他のすべてのネットワークはタグ付きで渡されます。

n 含まれるネットワーク—このセクションでは、以下の設定を行います。
o Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを
使用せずにトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングする
には、[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを
選択します。1つのポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

o Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送
受信を行います。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワー
ク] に表示されているネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22の
Taggedネットワークを同時にマッピングできます。

n 特定ネットワークのみ—このオプションを選択すると、ポートではデフォルトネットワークからのト
ラフィックのみ許可され、他のネットワークは除外されます。[すべてのネットワーク (デフォルト)]
の設定と同様に、このオプションを選択すると、ポート設定を[Tagged] または[Untagged] に設
定できます。

5. [完了] をクリックします。

[スイッチの詳細] ページに[リンクアグリゲーションの詳細] リンクが表示され、ここから最近追加したLAGの
設定を変更することができます。
LAGを削除するには、[リンクアグリゲーションの詳細] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップして、
[この LAG を削除] をタップします。

ポートの詳細
[ポートの詳細] ページには以下の設定が表示されます。

n 読み書きモードのポート名。
n ポートの状態をアクティブ ( ) または非アクティブ ( ) に設定できるトグルスイッチ。このフィール
ドはデフォルトでアクティブに設定されています。

認証サーバーとセキュリティ
[認証サーバーとセキュリティ] セクションには以下のオプションが表示されます。

n 認証なし (デフォルト) —Instant Onデバイスやクライアントは認証なしでポートに接続できます。これが
デフォルト設定です。

n ポートに基づく—最初の802.1x RADIUS認証が成功した後、ポートに接続されたすべてのInstant Onデ
バイスとクライアントが認証されます。

n クライアントに基づく—ポートに接続する各Instant Onデバイスやクライアントが、アクセスするために
802.1x RADIUSサーバーに対して個別に認証を行う必要があります。また、802.1X + MAC認証のトグル
スイッチ( )を有効にして、RADIUS認証が失敗した場合にMAC認証をセカンダリオプションとして考
慮することもできます。
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[ポートに基づく] と [クライアントに基づく] の認証では、アクセス制御されたすべてのポートでの認証の動作
を決定するために、RADIUSの設定が必要です。下の表には、802.1x RADIUS認証パラメータとその説明が記
載されています。

パラメータ 説明

プライマリRADIUS サーバー プライマリ RADIUS サーバーの次のパラメータを設定します。Instant Onモバ
イルアプリを使用している場合は、[その他の RADIUS パラメータ] をタップす
ると、以下の設定が表示されます:
n サーバー IP アドレスまたはドメイン名—RADIUS サーバーの IPアドレスま
たは完全修飾ドメイン名を入力します。

n 共有秘密キー—外部RADIUS サーバーと通信するための共有キーを入力しま
す。

n サーバータイムアウト—タイムアウト値を秒単位で指定します。この値によ
り、RADIUS 要求のタイムアウトが決まります。Instant Onデバイスは、
ユーザーが切断される前に、([再試行回数] での設定どおりに)要求の送信を
数回再試行します。たとえば、[タイムアウト]が 5秒、[再試行回数]が 3の
場合、ユーザーは 20秒後に切断されます。デフォルト値は 5秒です。

n 再試行回数— 1から 5までの数値を指定します。再試行回数は、サーバーグ
ループに送信される認証要求の最大数を示します。デフォルト値は要求 3回で
す。

n 認証ポート—外部RADIUS サーバーの認証ポート番号を 1から 65535の範
囲で入力します。デフォルトのポート番号は 1812です。

セカンダリRADIUS サーバー プライマリRADIUS サーバーのバックアップサーバーとして機能します。セカン
ダリ RADIUS サーバーを設定するには、トグルスイッチを右 ( )にスライド
して、RADIUS サーバーの詳細を更新します。使用可能なパラメータはRADIUS
サーバーのものと同じです。

RADIUS アカウンティングの送
信

RADIUS アカウンティング要求の送信を行うには、トグルスイッチを右 ( )
にスライドします。

n セキュリティ保護—信頼できないデバイスがポートに接続されている場合にこの設定を有効にします。この
設定をネットワークセキュリティの設定と組み合わせて使用することで、有線ネットワーク上でのDHCP攻
撃やARP攻撃を防ぐことができます。詳細については、「ネットワークセキュリティ」を参照してくださ
い。

含まれるネットワーク

n Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを使用せず
にトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングするには、
[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを選択します。1つ
のポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

n Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送受信を行い
ます。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワーク] に表示されている
ネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22のTaggedネットワークを同時に
マッピングできます。

その他オプション
[その他オプション] をタップすると、[ポートの詳細]画面に追加の設定オプションが表示されます。このセク
ションには現在、電源管理の設定があります。



電源管理—[その他オプション] の下で[電源管理] をタップすると、スイッチの電源管理設定が表示されます。
これらのオプションは、LACPの一部であるポートでは利用できません。次のオプションでは、ポートに接続さ
れているデバイスのPoE電源を設定できます。

n 使用率 (デフォルト)—ポートに割り当てられる電力は使用量に基づいており、制限はありません。
n クラス—ポートに割り当てられる電力はデバイスのPoE標準に基づいています。デバイスの電力クラスは次
のように分類されます。

クラス PSE からの最大出
力

クラス 0 15.4ワット

クラス 1 4ワット

クラス 2 7ワット

クラス 3 15.4ワット

クラス 4 30ワット

クラス 5 45ワット

クラス 6 60ワット

n ポート優先度—ポートに優先度レベルを割り当てます。スイッチでPoE電源を供給するためのバジェットが
制限されている場合、ポートの優先度に基づいて接続されているデバイスに電源が供給されます。電源は次
の順に供給されます:クリティカル > 高 > 低。[ポート優先度] では、次のいずれかの優先度をポートに割り
当てます。
o 低 (デフォルト)—ポートを優先度の低いポートとして設定します。
o 高—ポートを優先度の高いポートとして設定します。
o クリティカル—ポートを優先度が最も高いポートとして設定します。

同じ優先度が割り当てられた 2つのポートが電源を要求している場合は、ポート番号が小さいポートが優先されます。
例:ポート 2とポート 5が [クリティカル] クラスに割り当てられ、スイッチにパワーバジェットの制約がある場合、
ポート 2のデバイスはフルパワーの供給を受け、ポート 5のデバイスには残りのパワーバジェットが割り当てられま
す。

Instant Onデバイスに対して PoE優先度を設定することはできません。デフォルトでは、Instant Onデバイスは [使
用率] モードに設定され、[ポート優先度]は [クリティカル] に設定されます。

サイトの電力スケジュールを使用—このスイッチを切り替えて、ポートの電力スケジュールを有効( )また
は無効( )にすることができます。有効にすると、ポートへのPoE電源供給は、定義された電力スケ
ジュールによって決定されます。電力スケジュールを変更するには、[サイトの電力スケジュールの編集] をタッ
プします。電力スケジュールの設定の詳細については、「電力スケジュール」を参照してください。

接続クライアントおよびデバイス
[このポートに接続されているクライアントとデバイス] リンクをクリックすると、ポートに接続されているクラ
イアントとインフラストラクチャデバイスのリストが表示されます。デフォルトでは、ポートに該当するすべて
のネットワークのクライアントとデバイスが表示されます。特定のネットワークに接続されているクライアント
やデバイスに絞り込むには、ドロップダウン矢印( )をタップして、ネットワークのいずれかを選択します。
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ポートに直接接続されているクライアントやインフラストラクチャデバイスは、[クライアントの詳細]ページへ
のリンクとして表示されます。間接的に接続されているクライアントの場合は、MACアドレスのみが表示され
ます。

ポートに接続されたクライアントとデバイスのロック
[クライアントおよびデバイス] ページの右上にあるロックボタンでポートをロックし、新しいクライアントが
ポートに参加しないようにすることができます。ポートがロックされている場合、ポートに接続済みのクライア
ントはすべてリストに表示され、アクセスが許可されますが、新しいデバイスはブロックされます。新しいデバ
イスを接続するには、ポートのロックを解除する必要があります。このオプションは、Instant Onデバイスが
接続されているポートでは選択できません。
Instant Onスイッチのポートをロックまたはロック解除するには、画面右上のロックボタンをタップします。
ポートがロックされているか、ロック解除されているかは、アイコンによって示されます。

Instant Onスイッチでロックできるポートの最大数は 10です。

1ポートあたりでロックできるクライアントの最大数は 10です。

詳細メニュー
[スイッチの詳細] 画面の詳細メニュー( )から、以下の設定オプションを設定できます。

n 探す
n 接続テスト
n 再起動
n ルーティング
n ポートミラーリング
n ジャンボフレーム
n ローカル管理に切り替える
n デバイスの交換
n インベントリから削除

探す
サイト内に多数のデバイスがある場合は、[探す] オプションを使用すると、デバイスの位置を特定するのに役立
ちます。ロケーターライトは、トグルスイッチをオンにしてから30分間点灯します。デフォルトではライトが
オフになっています。
Instant Onスイッチを探すには、次の手順を実行します。

1. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [探す] をタップします。
3. [ライトのアクティブ化] トグルスイッチを右( )にスライドします。スイッチのロケーターライトが

点灯します。

接続テスト
[ネットワークテスト] オプションは、Instant Onデバイスの到達性をテストするために使用します。ネット
ワークテストを行うには、コマンドを実行するソースデバイスと、到達する宛先を選択する必要があります。
Instant Onスイッチに対してネットワークテストを行うには、次の手順を実行します。



1. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[接続テスト] を選択します。[接続] 画面が表示されます。
3. [ソース] の下で、ドロップダウンリストからInstant Onデバイスを選択します。
このフィールドでは、サイトのアクティブなデバイスのみを選択できます。スイッチまたはAPのどちらかで
す。
4. [宛先] の下に、ソースデバイスの接続先となるデバイスのホスト名または IP アドレスを入力します。
5. [接続テストを開始] をタップします。

下の表は、ネットワークテストで考えられるテスト結果を示しています。

接続レート 往復時間 テスト結果フォーマット

良好 150ミリ秒未満の遅延ですべてのネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: <ホスト / IP アドレス>への
接続は速い
拡張可能な列: 詳細情報

中 150～ 400ミリ秒の遅延で一部のネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: IP アドレスへの接続は断続的
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

不良 400ミリ秒以上の遅延でネットワーク
への Pingが合格。

行番号 1: IP アドレスに到達できない
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は非常に遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

再起動
デバイスを再起動するには、次の手順を実行します。

1. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[再起動] を選択します。該当するアシスタントページが表示されます。
3. [再起動] をクリックします。

ルーティング
Instant Onスイッチにルーティングを設定します。ルーティングは、デフォルトでは無効になっています。ス
イッチのルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

1. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンリストから[ルーティング] を選択します。[ルーティング]ページが表示されます。
3. スイッチでルーティングを有効にするには、[ネットワーク間のルーティングを許可] スイッチを有効に

切り替えます。
4. [ネットワーク間のルーティングを許可] を選択すると、ルーティング可能なネットワークの横に アイ

コンが表示されます。 アイコンが表示されていない場合は、ネットワークのルーティングがオフに
なっています。
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5. ネットワークのルーティングを設定するには、ネットワークを選択して、以下のルーティングオプション
を表示します。
a. [ルーティングを許可] スイッチを有効に切り替えます。
b. 次のオプションのいずれかを設定して、ネットワークにIPを割り当てます。

n 自動 (デフォルト)—ネットワークはDHCPサーバーからIPアドレスを受け取ります。
n スタティック—次のネットワークパラメータを入力して、ネットワークのIPアドレスの割り当
てを定義します。
o ネットワーク IP アドレス—ネットワークのIPアドレスを入力します。
o サブネットマスク—ネットワークのサブネットマスクを入力します。

6. [完了] をタップして、設定変更を適用します。ルーティング設定は、Instant Onスイッチが再起動した
後に適用されます。

n ルーティングを実行するためには、サイト内で 2つ以上の有線ネットワークを設定する必要があります。

n ルーティングを設定するには、Instant Onスイッチがオンラインになっている必要があります。

n ルーティングは、サイト内の 1つの Instant Onスイッチでのみ実行できます。

ポートミラーリング
Instant Onスイッチには、データをミラーリングして宛先ポートに送信することで、ポートから送受信された
パケットを追跡する機能があります。この機能は、ネットワークの問題のトラブルシューティングに役立ちま
す。各Instant Onスイッチに設定できるポートミラーリングセッションは1つだけです。サイトに複数のス
イッチがある場合、異なるデバイス上で同時に複数のポートミラーリングセッションをアクティブにすることが
できます。ポートミラーリングセッションがアクティブな場合、LAGグループのメンバーとして宛先ポートを
選択することはできません。

ポートミラーリングを設定する際は、ミラーリングされたデータが失われないようにするため、宛先ポートのオーバー
サブスクライブを避けてください。

ポートにポートミラーリングセッションを設定するには、次の手順を実行します。

1. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンリストの[ポートミラーリング] をタップします。
3. [ポートミラーリング] 画面で、ドロップダウンリストから、トラフィックをミラーリングするスイッチ

ポートを選択します。この設定により、宛先ポートが設定されます。宛先は、以下を除くスイッチ上の任
意のポートにすることができます。
n アップリンクポート
n Instant Onデバイスが接続されているポート
n トランクの一部として設定されているポート
n 802.1xを使用するポート

4. [ソース] で、次のいずれかのオプションを選択します。
a. ネットワーク—ドロップダウンリストから利用可能なネットワークのいずれかを選択します。
b. ポート—ソースポートとして使用するポートを選択します。

ソースポートには最大 8つのポートを選択できます。



5. トラフィックの方向として以下のいずれかを選択します。
a. 送受信
b. 送信
c. 受信

6. [ミラーリングの開始] をタップすると、ソースから宛先に送信されるパケットのミラーリングが開始さ
れます。

[ミラーリングの停止] をタップすると、いつでもミラーリングを停止できます。

ジャンボフレーム
ジャンボフレームは、スイッチが処理するフレーム数とオーバーヘッドを減らすことで、データ伝送効率を向上
させます。ジャンボフレームの設定はすべてのInstant Onスイッチでサポートされており、各スイッチで個別
に有効化できます。
Instant Onスイッチでジャンボフレームを設定できるようにする手順は次のとおりです。

1. [スイッチの詳細] ページのタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンリストの[ジャンボフレーム] をタップします。[ジャンボフレーム] 画面が表示されま
す。

3. ジャンボフレームの横にあるトグルスイッチを右( )にスライドすると、設定が有効になり、スイッ
チで大容量データを送信できるようになります。

4. [完了] をタップします。
Instant Onスイッチが自動的に再起動し、変更が適用されます。

ローカル管理に切り替える
[ローカル管理に切り替える] オプションを使用すると、スイッチの管理をクラウドからローカルモードに変更で
きます。このオプションを選択すると、スイッチはサイトから削除され、既存の設定がスイッチに保存されま
す。詳細については、「スイッチのローカル管理」を参照してください。
スイッチの管理をローカルモードに変更するには、次の手順を実行します。

1. [スイッチの詳細] ページのタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [ローカル管理に切り替える] をタップします。スイッチの管理をローカルモードに変更するためのアシ
スタントページが表示されます。

デバイスの交換
特定のデバイス設定を維持したまま、故障したInstant Onスイッチを別のInstant Onスイッチに交換するに
は、次の手順を実行します。

このオプションは、Instant Onスイッチがオフラインの場合にのみ表示されます。

すべてのデバイス設定を交換したスイッチに確実に転送するには、故障したスイッチをまったく同じモデルの稼働する
スイッチと交換することをお勧めします。

1. インベントリ内で、故障したInstant Onスイッチをタップします。[スイッチの詳細] 画面が表示されま
す。

2. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

3. [デバイスの交換] をタップします。
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4. [デバイスの交換] 画面で、[検索] をタップします。
ネットワークに接続されているスタンドアロンのInstant Onスイッチが表示されます。
5. インベントリ内の故障したスイッチと交換するInstant Onスイッチをタップします。
6. [交換] をタップします。
7. [終了] をタップします。

インベントリから削除
スイッチがオンラインのまま削除するには、次の手順を実行します。

1. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[インベントリから削除] を選択します。該当するアシスタントページが表
示されます。

3. [削除] をクリックします。

Instant Onスイッチはオフラインになるとインベントリから削除できます。[スイッチの詳細] ページでは、ア
ラートがトリガされるとデバイス名の下に長方形のバーが表示されます。長方形のバーの色はアラートのタイプ
によって決まります。

1. [アラート] リンクをクリックします。[アラートの詳細] ページにリダイレクトされ、異常なアクティビ
ティに関する詳細が表示されます。

2. インベントリからスイッチを削除するには、次の手順を実行します。
a. Instant Onスイッチがネットワークから削除されている場合、[スイッチの詳細] ページの詳細メ

ニュー( )アイコンをタップして[インベントリから削除] をクリックし、スイッチをインベント
リから削除できます。

b. [削除] をクリックしてスイッチをインベントリから削除します。

クラウド管理型スタッキング
Aruba Instant Onは、複数のInstant Onスイッチをバインドして1つのスイッチとして動作させる方法であ
る、クラウド管理型スタッキングをサポートしています。チェーンやリングのトポロジを形成するためには、ス
イッチ同士が直接接続されている必要があります。この機能はInstant On 1960シリーズスイッチでのみサ
ポートされます。スタックには最大4台のスイッチを展開できます。各Instant Onサイトは複数のスタックに
対応しています。スタック内のスイッチは、以下のロールで構成されています。

n コンダクタ—アップリンクケーブルが接続されているプライマリスイッチ。
n バックアップ—フェイルオーバー時にコンダクタが担う役割を引き継ぐセカンダリスイッチ。
n メンバー—スタック内の残りの2台のスイッチを構成。

コンダクタは、レイヤ3のサービスを提供する役割を担っています。コンダクタがオフラインになった場合、コ
ンダクタがオンラインになるまでバックアップスイッチがコンダクタの役割を引き継ぎます。
スタックには、少なくとも2台のAruba Instant On 1960シリーズスイッチが必要です。スタックは、以下の
いずれかの方法で作成できます。

n 初期設定時に新しいサイトを作成する
n 初期設定後に新しいスタックを作成する



新しいスタックを作成する — 初期設定時
初期設定では、新しいサイトを作成する際や、ネットワークを拡張する際に、新しいスタックを作成できます。
初期設定時にInstant On 1960シリーズスイッチを検出するには、スイッチがリングのチェーントポロジ内で
接続されている必要があります。同一のレイヤ2ネットワーク上に、2台以上4台以下のスイッチを接続する必
要があります。レイヤ2ネットワークは、管理用ネットワークである必要があります。

図 2リングのトポロジ

図 3チェーントポロジ

以下の手順で、Instant Onサイトの初期設定時に新しいスタックを作成できます。

1. リングまたはチェーントポロジ内のInstant On 1960シリーズを接続し、「新しいサイトの設定」に記
載さている手順に従います。検出プロトコルでは、Instant On 1960スイッチスタックを検出できる必要
があります。

2. [新しいデバイスの追加] ページで、ネットワークで検出されたデバイスのリストからスタックを選択し
ます。

3. [終了] をクリックします。
新しく作成したスタックがサイトインベントリに表示されるようになりました。

ネットワークの拡張設定を使用して新しいスタックを作成するには、「ケーブルを使用して拡張する」に記載さ
れている手順に従います。この方法では、リングのトポロジ内で接続されている場合にのみ、スタックを展開で
きます。

新しいスタックを作成する — 初期設定後
初期設定の完了後は、リングのトポロジまたはチェーンのトポロジを使用してスタックを展開できます。以下の
手順では、サイトの初期設定が完了した後で新しいスタックを作成する方法を説明します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをクリックして[インベントリを表示する] をクリックします。
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2. スタックを構成するスタンドアロンのInstant On 1960シリーズスイッチをタップします。[スイッチの
詳細] 画面が表示されます。

3. [スイッチの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

4. [スタックの作成] をタップします。サイトインベントリに含まれるスタンドアロンのInstant On 1960
シリーズスイッチが画面に表示されます。

5. スタックに追加するInstant On 1960シリーズスイッチをタップして、[デバイスの追加] をタップしま
す。

6. [ロール] 画面で、新しく追加したInstant On 1960スイッチにバックアップロールを設定します。ス
タックの作成を開始したときに使用したスイッチが、自動的にコンダクタのロールを担います。

7. [続行] をタップします。
新しく作成したスタックがサイトインベントリに表示されるようになりました。

スタック内の 4台の Aruba Instant On 1960スイッチのうち、1台のスイッチにコンダクタのロールを、もう 1台の
スイッチにバックアップのロールを割り当てます。スタック内の残り 2台のスイッチはメンバースイッチのロールとみ
なされます。スタックが 2台のスイッチのみで構成されている場合、コンダクタスイッチとバックアップスイッチはあ
りますが、メンバースイッチはありません。

既存のスタックに Instant On 1960 シリーズスイッチを追加する
以下の手順では、インベントリにある2台以下のInstant On 1960シリーズスイッチで構成された既存のス
タックにInstant On 1960シリーズスイッチを追加します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをクリックして[インベントリを表示する] をクリックします。

2. スタックに追加するInstant On 1960スイッチがインベントリに表示されていることを確認します。
3. [インベントリ] リストに表示されたスタックのいずれかをタップします。[スタックの詳細] 画面が表示

されます。
4. [スタックの詳細] 画面で[スタックの管理] リンクをタップします。Instant On 1960スイッチは割り当

てられたロールの順に表示されます。
5. [スタックの管理] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップし、[デバイスをス

タックに追加] をタップします。サイトインベントリに含まれ、スタックの一部ではないスタンドアロン
のInstant On 1960シリーズスイッチが画面に表示されます。

6. スタックに追加するInstant On 1960シリーズスイッチをタップして、[デバイスの追加] をタップしま
す。

選択したInstant On 1960シリーズスイッチがインベントリのスタックに追加されました。

スタックの詳細
[スタックの詳細] ページには、Aruba Instant On 1960スイッチで構成される選択したスタックの詳細が表示
されます。[スタックの詳細] ページを表示するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホーム画面の[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをクリックして[インベントリを表示する] をクリックします。



2. [インベントリ] リストに表示されたスタックのいずれかをタップします。[スタックの詳細] 画面が表示
され、詳細が表示されます。サマリーの詳細には、スタック内のすべてのデバイスのスタック名とデバイ
ス名が表示されます。続いて、それぞれのデバイスの詳細が表示されます。

[スタックの詳細] ページには次のセクションがあります。

n スタックの管理
n 接続
n Power over Ethernet (PoE)
n ポート

スタックの管理
スタックの管理は、Instant On 1960シリーズスイッチをスタックに追加したり、スタックから削除したり、ス
タック内の各スイッチに割り当てられたロールを再設定するために使用します。[スタックの管理] 画面には、ス
タック内の各デバイスが、コンダクタ、バックアップ、メンバーというロールごとに分類されて表示されます。
各Instant On 1960スイッチは、現在割り当てられているロールで認識され、後にユーザーが設定したカスタ
ム名が表示されます。スタック内のスイッチにカスタム名が割り当てられていない場合は、代わりにそのスイッ
チのシリアル番号が使用されます。ロールは、スタック内のInstant On 1960スイッチの数に基づいて画面に
表示されます。

スタック内のスイッチにロールを割り当てる
以下の手順で、スタック内の各Instant On 1960スイッチに割り当てられたロールを管理します。

1. [スタックの詳細] 画面で[スタックの管理] リンクをタップします。Instant On 1960スイッチは割り当
てられたロールの順に表示されます。

2. [スタックの管理] 画面に表示されているいずれかのロールの下にあるドロップダウンをタップすると、
別のスイッチをロールに割り当てることができます。スタック内のInstant On 1960スイッチはカスタ
ム名またはシリアル番号で表示されます。

3. リストの中から、ロールを割り当てる必要のあるInstant On 1960スイッチをタップします。
4. [OK] をタップします。
5. [完了] をタップします。

スタックからスイッチを削除する
スタックからメンバースイッチを削除するには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面で[スタックの管理] リンクをタップします。Instant On 1960スイッチは割り当
てられたロールの順に表示されます。

2. [スタックの管理] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

3. [スタックからデバイスを削除] をタップします。[スタックから削除] ページにメンバースイッチが表示
されます。

このオプションは、スタックにメンバースイッチがある場合にのみ使用できます。削除できるのは、スタック
内のメンバースイッチのみです。コンダクタロールとバックアップロールに割り当てられたスイッチは削除で
きません。

4. スタックから削除するメンバースイッチをタップします。
5. [削除] をタップします。
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スタックからスイッチを削除しても、そのデバイスはサイトから削除されず、スイッチはスタンドアロンのスイッチと
してサイトに表示されます。

コンダクタまたはバックアップのロールが割り当てられている限り、Instant On 1960シリーズスイッチをスタックか
ら削除することはできません。スイッチを削除するには、まずコンダクタのロールをメンバーと交換してから、スイッ
チをスタックから削除する必要があります。

接続
このセクションでは、スイッチのアップリンク接続の詳細とLAN IP情報を表示します。LAN上で実行されてい
る外部DHCPサーバーからIPアドレスを自動的に受信するようにInstant Onスイッチを設定するか、固定IP
アドレスを手動で設定できます。

1. [スタックの詳細] 画面の[接続] セクションで、[詳細な LAN パラメータ] をタップします。
2. 以下のいずれかを選択します。

n 自動 (デフォルト): これがすべてのAPのデフォルト設定です。Instant Onデバイスは、LAN上で実
行されているDHCPサービスにIPアドレスを要求します。このオプションは、モバイルアプリでの
み表示されます。

n スタティック: Instant OnデバイスのLAN上での固定IPアドレスを指定するには、モバイルアプリ
で[スタティック] ラジオボタンを選択して、次のパラメータを設定します。
o LAN IP—固定IPアドレスを入力します。
o サブネットマスク—サブネットマスクを入力します。
o デフォルトゲートウェイ—デフォルトゲートウェイのIPアドレスを入力します。
o DNS サーバー—DNSサーバーのIPアドレスを入力します。
o セカンダリ DNS サーバー—セカンダリDNSサーバーのIPアドレスを入力します。

3. [完了] をタップすると設定が保存されます。

Power over Ethernet (PoE)
[Power over Ethernet] セクションでは、以下の情報が表示されます。

n 合計バジェット—Instant On 1960シリーズスイッチが供給できる合計電力です(単位:ワット)。この情報
は、スタック内の各PoEスイッチに個別に表示されます。

n 消費電力—接続されたPoEスイッチで現在消費されている電力量です(単位:ワット)。

PoE対応でないスイッチの場合、[Power over Ethernet] セクションは表示されません。

ポート
[スタックの詳細] ページの[ポート] セクションには、スイッチの物理ポートが視覚的に表示され、ポートに固
有の追加の統計情報と設定が提供されます。Instant Onモバイルアプリでは、以下のオプションが個別に表示
され、それぞれを選択すると、それに応じてポートの表示が変更されます。
[スタックの詳細] ページの[ポート] セクションを表示するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状態] ( )
バナーをタップして[インベントリを表示する] をタップします。

2. [インベントリ] リストに表示されたスタックのいずれかをタップします。[スタックの詳細] 画面が表示
され、詳細が表示されます。



[スタックの詳細] ページの[ポート] セクションでは、以下のオプションが表示されます。

n ステータス
n ネットワーク
n LAG
n ポートの詳細
n 接続クライアントおよびデバイス

ステータス
[スタックの詳細] ページが開くと、[ポート] の下の[ステータス] タブビューがデフォルトで選択されていま
す。ポートは、デバイス上の実際の物理ポートと同じように、ページ上で視覚的に表現されます。各ポートには
スイッチのポート番号に応じて番号が付けられ、現在の状態が表示されます。いずれかのスイッチポートをタッ
プすると、以下の詳細が表示されます。

n ポート番号—スイッチの物理ポート番号です。
n ポート名—カスタム名が指定されている場合は、ポート名が表示されます。
n ポートステータス—ポートがトランクのメンバーである場合、トランクの速度が表示されます。
n アップストリームとダウンストリームのスループット—ポートがトランクのメンバーである場合、トランク
のアップストリームとダウンストリームのスループットが表示されます。

n <ポートメンバーシップ名>のメンバー—ポートがトランクのメンバーである場合、トランクの名前が表示
されます。

n ポートの詳細—設定オプションの[ポートの詳細] ページにリダイレクトするハイパーリンクです。

ネットワーク
ネットワークを作成した後、VLANポートにネットワークをマッピングして、すべてのネットワークからのトラ
フィックを許可するか、特定のネットワークのみを許可するかを選択できます。Instant Onスイッチの各ポー
トに個別のVLAN IDを割り当てて、ネットワークトラフィックを管理するように設定できます。次の手順は、
ネットワークをVLANポートにマッピングする方法を示しています。

1. [インベントリ] リストに表示されたスタックのいずれかをタップします。[スタックの詳細] 画面が表示
されます。

2. スイッチのポートを表示するには、[ネットワーク] タブの[ポート] を選択します。
3. [選択したネットワーク] ドロップダウンリストから、特定のポートをマッピングするネットワークを選

択します。
4. 選択したネットワークを割り当てるポートをタップします。
5. [ポートの詳細] リンクをタップします。
6. [含まれるネットワーク] の下で次のオプションのいずれかを選択します。

n 含まれるネットワーク—このセクションでは、以下の設定を行います。
o Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを
使用せずにトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングする
には、[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを
選択します。1つのポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

o Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送
受信を行います。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワー
ク] に表示されているネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22の
Taggedネットワークを同時にマッピングできます。
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n 特定ネットワークのみ—このオプションを選択すると、ポートではデフォルトネットワークからのト
ラフィックのみ許可され、他のネットワークは除外されます。このオプションを選択すると、ポート
設定を[Tagged] または[Untagged] に設定できます。

7. [完了] をタップして、ネットワークとポートのマッピングを終了します。

LAG
リンクアグリゲーションの設定は、スイッチで利用可能なポート数に依存します。Instant Onは、現在、以下
のポート数のスイッチをサポートしています。

スイッチあたりのポート数 サポートされる LAG 数 サポートされる LAG メンバー数

12ポート 16トランク 8トランクメンバー

24ポート

48ポート

表 13:スイッチポートのLAG

次の手順は、スイッチにLAGグループを追加する方法を示しています。

1. [インベントリ] リストに表示されたスタックのいずれかをタップします。[スタックの詳細] 画面が表示
されます。

2. [ポート] セクションの[LAG] タブを選択します。
3. [リンクアグリゲーションの追加] リンクをタップします。

1つのスタックに最大 16個の LAG グループを設定できます。16個の LAG は、スタック内の 1台のデバイス
にすべて設定することも、スタック内のすべてのデバイスに分散して設定することも可能です。スタックに最
大数の LAG グループが設定されると、[リンクアグリゲーションの追加] リンクは使用できなくなります。

4. [リンクアグリゲーションの詳細] ページには次の設定オプションが表示されます。
n テキストボックスにリンクアグリゲーションのカスタム名を指定します。
n アクティブ ( ) —デフォルトではこのオプションが有効になっています。LAGのポートメンバー
にデバイスが接続可能であることを示します。この設定を無効にする場合は、トグルスイッチを無効(

)にスライドします。
n ポートメンバーシップ—LAGのメンバーとして追加するポートをタップします。選択されたポートメ
ンバーは、カンマ区切りで下に表示されます。

n リンクアグリゲーションのモード—次のLAGモードのいずれかを選択します。
o スタティック (デフォルト)—デフォルトではこのオプションが選択されています。アクティブな
リンク検出やフェイルオーバーを行わないシンプルなポートアグリゲーションを示します。

o LACP—このオプションを選択すると、他のLACP (802.3ad) 対応スイッチに接続した場合、動
的検出と自動フェイルオーバーが可能になります。このモードでは、LAGリンクを介して1つの
ユーザー定義ネットワークのみが許可されます。このオプションを使用すると、管理VLANネット
ワークはタグなしで、他のすべてのネットワークはタグ付きで渡されます。

n 含まれるネットワーク—このセクションでは、以下の設定を行います。
o Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを
使用せずにトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングする
には、[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを



選択します。1つのポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。
o Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送
受信を行います。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワー
ク] に表示されているネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22の
Taggedネットワークを同時にマッピングできます。

n 特定ネットワークのみ—このオプションを選択すると、ポートではデフォルトネットワークからのト
ラフィックのみ許可され、他のネットワークは除外されます。[すべてのネットワーク (デフォルト)]
の設定と同様に、このオプションを選択すると、ポート設定を[Tagged] または[Untagged] に設
定できます。

5. [完了] をクリックします。

[スイッチの詳細] ページに[リンクアグリゲーションの詳細] リンクが表示され、ここから最近追加したLAGの
設定を変更することができます。
LAGを削除するには、[リンクアグリゲーションの詳細] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップして、
[この LAG を削除] をタップします。

スタック内の 2つのメンバーからアップリンクスイッチへのリンクアグリゲーションは、アクティブまたはパッシブ
モードでのみサポートされ、負荷分散モードではサポートされません。

ポートの詳細
[ポートの詳細] ページには以下の設定が表示されます。

n 読み書きモードのポート名。
n ポートの状態をアクティブ ( ) または非アクティブ ( ) に設定できるトグルスイッチ。このフィール
ドはデフォルトでアクティブに設定されています。

認証サーバーとセキュリティ
[認証サーバーとセキュリティ] セクションには以下のオプションが表示されます。

n 認証なし (デフォルト) —Instant Onデバイスやクライアントは認証なしでポートに接続できます。これが
デフォルト設定です。

n ポートに基づく—最初の802.1x RADIUS認証が成功した後、ポートに接続されたすべてのInstant Onデ
バイスとクライアントが認証されます。

n クライアントに基づく—ポートに接続する各Instant Onデバイスやクライアントが、アクセスするために
802.1x RADIUSサーバーに対して個別に認証を行う必要があります。また、802.1X + MAC認証のトグル
スイッチ( )を有効にして、RADIUS認証が失敗した場合にMAC認証をセカンダリオプションとして考
慮することもできます。

[ポートに基づく] と [クライアントに基づく] の認証では、アクセス制御されたすべてのポートでの認証の動作
を決定するために、RADIUSの設定が必要です。下の表には、802.1x RADIUS認証パラメータとその説明が記
載されています。

パラメータ 説明

プライマリRADIUS サーバー プライマリ RADIUS サーバーの次のパラメータを設定します。Instant Onモバ
イルアプリを使用している場合は、[その他の RADIUS パラメータ] をタップす
ると、以下の設定が表示されます:
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パラメータ 説明

n サーバー IP アドレスまたはドメイン名—RADIUS サーバーの IPアドレスま
たは完全修飾ドメイン名を入力します。

n 共有秘密キー—外部RADIUS サーバーと通信するための共有キーを入力しま
す。

n サーバータイムアウト—タイムアウト値を秒単位で指定します。この値によ
り、RADIUS 要求のタイムアウトが決まります。Instant Onデバイスは、
ユーザーが切断される前に、([再試行回数] での設定どおりに)要求の送信を
数回再試行します。たとえば、[タイムアウト]が 5秒、[再試行回数]が 3の
場合、ユーザーは 20秒後に切断されます。デフォルト値は 5秒です。

n 再試行回数— 1から 5までの数値を指定します。再試行回数は、サーバーグ
ループに送信される認証要求の最大数を示します。デフォルト値は要求 3回で
す。

n 認証ポート—外部RADIUS サーバーの認証ポート番号を 1から 65535の範
囲で入力します。デフォルトのポート番号は 1812です。

セカンダリRADIUS サーバー プライマリRADIUS サーバーのバックアップサーバーとして機能します。セカン
ダリ RADIUS サーバーを設定するには、トグルスイッチを右 ( )にスライド
して、RADIUS サーバーの詳細を更新します。使用可能なパラメータはRADIUS
サーバーのものと同じです。

RADIUS アカウンティングの送
信

RADIUS アカウンティング要求の送信を行うには、トグルスイッチを右 ( )
にスライドします。

n セキュリティ保護—信頼できないデバイスがポートに接続されている場合にこの設定を有効にします。この
設定をネットワークセキュリティの設定と組み合わせて使用することで、有線ネットワーク上でのDHCP攻
撃やARP攻撃を防ぐことができます。詳細については、「ネットワークセキュリティ」を参照してくださ
い。

含まれるネットワーク

n Untagged—これがデフォルト設定です。ポートは、デフォルトネットワークからVLANタグを使用せず
にトラフィックの送受信を行います。ポートをタグなしVLANにカスタムマッピングするには、
[Untagged ネットワーク] ドロップダウンリストをタップし、リストからネットワークを選択します。1つ
のポートには、同時に1つのUntaggedネットワークしか割り当てられません。

n Tagged—ポートは、デフォルトネットワークから管理VLANタグを使用してトラフィックの送受信を行い
ます。タグ付きVLANにポートをカスタムマッピングするには、[Tagged ネットワーク] に表示されている
ネットワークのチェックボックスをタップします。1つのポートに最大22のTaggedネットワークを同時に
マッピングできます。

その他オプション
[その他オプション] をタップすると、[ポートの詳細]画面に追加の設定オプションが表示されます。このセク
ションには現在、電源管理の設定があります。

電源管理—[その他オプション] の下で[電源管理] をタップすると、スイッチの電源管理設定が表示されます。
これらのオプションは、LACPの一部であるポートでは利用できません。次のオプションでは、ポートに接続さ
れているデバイスのPoE電源を設定できます。



n 使用率 (デフォルト)—ポートに割り当てられる電力は使用量に基づいており、制限はありません。
n クラス—ポートに割り当てられる電力はデバイスのPoE標準に基づいています。デバイスの電力クラスは次
のように分類されます。

クラス PSE からの最大出
力

クラス 0 15.4ワット

クラス 1 4ワット

クラス 2 7ワット

クラス 3 15.4ワット

クラス 4 30ワット

クラス 5 45ワット

クラス 6 60ワット

n ポート優先度—ポートに優先度レベルを割り当てます。スイッチでPoE電源を供給するためのバジェットが
制限されている場合、ポートの優先度に基づいて接続されているデバイスに電源が供給されます。電源は次
の順に供給されます:クリティカル > 高 > 低。[ポート優先度] では、次のいずれかの優先度をポートに割り
当てます。
o 低 (デフォルト)—ポートを優先度の低いポートとして設定します。
o 高—ポートを優先度の高いポートとして設定します。
o クリティカル—ポートを優先度が最も高いポートとして設定します。

同じ優先度が割り当てられた 2つのポートが電源を要求している場合は、ポート番号が小さいポートが優先されます。
例:ポート 2とポート 5が [クリティカル] クラスに割り当てられ、スイッチにパワーバジェットの制約がある場合、
ポート 2のデバイスはフルパワーの供給を受け、ポート 5のデバイスには残りのパワーバジェットが割り当てられま
す。

Instant Onデバイスに対して PoE優先度を設定することはできません。デフォルトでは、Instant Onデバイスは [使
用率] モードに設定され、[ポート優先度]は [クリティカル] に設定されます。

サイトの電力スケジュールを使用—このスイッチを切り替えて、ポートの電力スケジュールを有効( )また
は無効( )にすることができます。有効にすると、ポートへのPoE電源供給は、定義された電力スケ
ジュールによって決定されます。電力スケジュールを変更するには、[サイトの電力スケジュールの編集] をタッ
プします。電力スケジュールの設定の詳細については、「電力スケジュール」を参照してください。

接続クライアントおよびデバイス
[このポートに接続されているクライアントとデバイス] リンクをクリックすると、ポートに接続されているクラ
イアントとインフラストラクチャデバイスのリストが表示されます。デフォルトでは、ポートに該当するすべて
のネットワークのクライアントとデバイスが表示されます。特定のネットワークに接続されているクライアント
やデバイスに絞り込むには、ドロップダウン矢印( )をタップして、ネットワークのいずれかを選択します。
ポートに直接接続されているクライアントやインフラストラクチャデバイスは、[クライアントの詳細]ページへ
のリンクとして表示されます。間接的に接続されているクライアントの場合は、MACアドレスのみが表示され
ます。
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ポートに接続されたクライアントとデバイスのロック
[クライアントおよびデバイス] ページの右上にあるロックボタンでポートをロックし、新しいクライアントが
ポートに参加しないようにすることができます。ポートがロックされている場合、ポートに接続済みのクライア
ントはすべてリストに表示され、アクセスが許可されますが、新しいデバイスはブロックされます。新しいデバ
イスを接続するには、ポートのロックを解除する必要があります。このオプションは、Instant Onデバイスが
接続されているポートでは選択できません。
Instant Onスイッチのポートをロックまたはロック解除するには、画面右上のロックボタンをタップします。
ポートがロックされているか、ロック解除されているかは、アイコンによって示されます。

Instant Onスイッチでロックできるポートの最大数は 10です。

1ポートあたりでロックできるクライアントの最大数は 10です。

詳細メニュー
[スタックの詳細] 画面の詳細メニュー( )から、以下の設定オプションを設定できます。

n 探す
n 接続テスト
n 再起動
n ルーティング
n ポートミラーリング
n スタック解除
n デバイスの交換

探す
サイト内に多数のデバイスがある場合は、[探す] オプションを使用すると、デバイスの位置を特定するのに役立
ちます。ロケーターライトは、トグルスイッチをオンにしてから30分間点灯します。ライトはデフォルトでは
オフになっていますが、特定のスタックメンバーやスタック全体に対してオンにすることができます。
Instant Onスイッチを探すには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [探す] をタップします。
3. [ライトのアクティブ化] トグルスイッチを右( )にスライドします。スイッチのロケーターライトが

点灯します。

接続テスト
[接続テスト] オプションは、Instant Onデバイスの到達性をテストするために使用します。スタックの接続テ
ストは、スタンドアロンのスイッチで行うテストと変わりません。ホスト名やIPアドレスを入力すると、ス
タック内の各デバイスでテストが実行され、それに応じて結果が表示されます。ネットワークテストを行うに
は、コマンドを実行するソースデバイスと、到達する宛先を選択する必要があります。
Instant Onスタックに対して接続テストを行うには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[接続テスト] を選択します。[接続] 画面が表示されます。
3. [ソース] の下で、ドロップダウンリストからInstant Onスタックを選択します。



4. [宛先] の下に、ソースデバイスの接続先となるデバイスのホスト名または IP アドレスを入力します。
5. [接続テストを開始] をタップします。
スタック内の各デバイスに対して接続テストが実行され、結果が表示されます。

下の表は、ネットワークテストで考えられるテスト結果を示しています。

接続レート 往復時間 テスト結果フォーマット

良好 150ミリ秒未満の遅延ですべてのネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: <ホスト / IP アドレス>への
接続は速い
拡張可能な列: 詳細情報

中 150～ 400ミリ秒の遅延で一部のネッ
トワークテストに合格。

行番号 1: IP アドレスへの接続は断続的
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

不良 400ミリ秒以上の遅延でネットワーク
への Pingが合格。

行番号 1: IP アドレスに到達できない
行番号 2: <IP アドレス>
行番号 3: <ホスト / IP アドレス>への
接続は非常に遅い
行番号 4: <ホスト名 / IP アドレス>
拡張可能な列: 詳細情報

再起動
デバイスを再起動するには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンメニューから[再起動] を選択します。該当するアシスタントページが表示されます。
3. [再起動] をクリックします。

ルーティング
Instant On 1960シリーズスイッチのスタックでは、スタック内のすべてのデバイスに対してルーティングが可
能です。スタック上のルーティングはスタックレベルで定義されます。コンダクタスイッチがオフラインになっ
た場合は、バックアップスイッチがスタックのルーティングサービスを引き継ぎます。ルーティングは、デフォ
ルトでは無効になっています。スタック内のスイッチのルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンリストから[ルーティング] を選択します。[ルーティング]ページが表示されます。
3. スイッチでルーティングを有効にするには、[ネットワーク間のルーティングを許可] スイッチを有効に

切り替えます。
4. [ネットワーク間のルーティングを許可] を選択すると、ルーティング可能なネットワークの横に アイ

コンが表示されます。 アイコンが表示されていない場合は、ネットワークのルーティングがオフに
なっています。

5. ネットワークのルーティングを設定するには、ネットワークを選択して、以下のルーティングオプション
を表示します。
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a. [ルーティングを許可] スイッチを有効に切り替えます。
b. 次のオプションのいずれかを設定して、ネットワークにIPを割り当てます。

n 自動 (デフォルト)—ネットワークはDHCPサーバーからIPアドレスを受け取ります。
n スタティック—次のネットワークパラメータを入力して、ネットワークのIPアドレスの割り当
てを定義します。
o ネットワーク IP アドレス—ネットワークのIPアドレスを入力します。
o サブネットマスク—ネットワークのサブネットマスクを入力します。

6. [完了] をタップして、設定変更を適用します。

ルーティングを実行するためには、サイト内で 2つ以上の有線ネットワークを設定する必要があります。

ルーティングを設定するには、Instant Onスイッチがオンラインになっている必要があります。

ポートミラーリング
Instant Onスイッチには、データをミラーリングして宛先ポートに送信することで、ポートから送受信された
パケットを追跡する機能があります。この機能は、ネットワークの問題のトラブルシューティングに役立ちま
す。1つのスタックでサポートされるポートミラーリングセッションは1つだけです。ポートミラーリングセッ
ションがアクティブな場合、LAGグループのメンバーとして宛先ポートを選択することはできません。

ポートミラーリングを設定する際は、ミラーリングされたデータが失われないようにするため、宛先ポートのオーバー
サブスクライブを避けてください。

ポートにポートミラーリングセッションを設定するには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンリストから[ポートミラーリング] を選択します。
3. [ポートミラーリング] 画面で、ドロップダウンリストから、トラフィックをミラーリングするスイッチ

ポートを選択します。この設定により、宛先ポートが設定されます。宛先は、以下を除くスイッチ上の任
意のポートにすることができます。
n アップリンクポート
n Instant Onデバイスが接続されているポート
n トランクの一部として設定されているポート
n 802.1xを使用するポート

4. [ソース] で、次のいずれかのオプションを選択します。
a. ネットワーク—ドロップダウンリストから利用可能なネットワークのいずれかを選択します。
b. ポート—ソースポートとして使用するポートを選択します。

ソースポートには最大 8つのポートを選択できます。

5. トラフィックの方向として以下のいずれかを選択します。
a. 送受信
b. 送信
c. 受信

6. [ミラーリングの開始] をタップすると、ソースから宛先に送信されるパケットのミラーリングが開始さ



れます。
[ミラーリングの停止] をタップすると、いつでもミラーリングを停止できます。

ジャンボフレーム
ジャンボフレームは、スイッチが処理するフレーム数とオーバーヘッドを減らすことで、データ伝送効率を向上
させます。ジャンボフレームは、クラウド管理型スタック上に設定できます。スタック上で設定が有効になる
と、スタック内のすべてのInstant Onスイッチに設定が適用されます。スタックに追加された新しいスイッチ
は、自動的にスタックのジャンボフレームの設定を採用します。
スタック上でジャンボフレームを有効にする手順は次のとおりです。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. ドロップダウンリストの[ジャンボフレーム] をタップします。[ジャンボフレーム] 画面が表示されま
す。

3. ジャンボフレームの横にあるトグルスイッチを右( )にスライドすると、設定が有効になり、スイッ
チで大容量データを送信できるようになります。

4. [完了] をタップします。
スタック内のInstant Onスイッチが自動的に再起動し、変更が適用されます。

スタック解除
Instant On 1960シリーズスイッチのスタックを解除するには、次の手順を実行します。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [スタック解除] をタップします。[スタック解除] 画面が表示され、確認を求められます。
3. [スタック解除] をタップします。
スタックが削除され、スイッチはスタンドアロンのデバイスとしてインベントリに表示されるようになりま
す。

デバイスの交換
スタックのInstant On 1960シリーズスイッチを別のInstant On 1960スイッチに交換する場合、特定のデバ
イス構成を維持したまま、次の手順を実行します。

このオプションは、スタック内の Instant On 1960スイッチのうち、少なくとも 1台がオフラインの場合に表示され
ます。

1. [スタックの詳細] 画面のタイトルバーにある詳細メニュー( )アイコンをタップします。

2. [デバイスの交換] をタップします。オフラインのInstant Onスイッチが表示されます。
3. オフラインのInstant Onスイッチをタップします。
4. [デバイスの交換] 画面で、[検索] をタップします。
ネットワークに接続されているスタンドアロンのInstant On 1960スイッチが表示されます。
5. スタック内のオフラインスイッチと交換するInstant On 1960スイッチをタップします。
6. [交換] をタップします。
7. [終了] をタップします。
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Instant On 1960スイッチをポート数の少ないモデルと交換したり、PoE対応デバイスを PoE対応でないスイッチと交
換したりすることができます。ただし、新しいスイッチが、交換されたスイッチにのみ適用されていた同じ構成を採用
することはできません。

トポロジ
[インベントリ]ページの[トポロジ] タブには、Instant Onネットワークの概要が表示されます。ネットワーク
トポロジ、ネットワークデバイスの状態、接続中のクライアント数、ネットワークデバイス間のリンクのステー
タスなどの情報がこのページに表示されます。デバイスをタップすると、デバイスの詳細情報を確認できます。
[トポロジ]ページの例を以下に示します。

ピンチで拡大縮小します。

アイコン 説明

リンク

アクティブな有線接続を示します。

アクティブな無線接続を示します。

非アクティブな有線接続を示します。

非アクティブな無線接続を示します。

トポロジアイコンの説明



アイコン 説明

有線接続を構成するデバイスが再起動していることを示します

無線接続のデバイスが再起動していることを示します。

有線接続を構成するデバイスが削除されていることを示します。

無線接続のデバイスが削除されていることを示します。

デバイス

AP11、AP12、AP15、または AP22アクセスポイントを示します。

AP17アクセスポイントを示します。

AP11Dアクセスポイントを示します。

Instant Onルーターを示します。

Instant Onスイッチを示します。

サードパーティ製スイッチを示します。このアイコンは、Instant Onデバイスがサードパー
ティ製スイッチに接続されている場合にのみ、トポロジに表示されます。

スタック内で接続されているAruba Instant On 1960シリーズスイッチを示します。

接続タイプ

ネットワークがルーターに接続されていることを示します。

ネットワークがプライベートネットワークに接続されていることを示します。

接続中のクライアント

デバイスに接続されている有線および無線クライアントの数を示します。
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1. デバイス名
2. IP アドレス
3. MACアドレス
4. シリアル番号
5. デバイスモデル (Instant Onデバイスのみ)
6. 接続済みクライアントの数
7. デバイスの接続ステータス
8. APの場所を特定できる [探す]ボタン。使用すると、デバ

イスの LEDライトが 30分間オレンジ色に点滅します。こ
の機能は Instant Onデバイスでのみサポートされます。

9. [デバイスの詳細]ページに移動する [デバイスの詳細]リン
ク。

メモ: デバイスのシリアル番号がデバイス名と同じ場合は、デ
バイス情報カードにシリアル番号は表示されません。デフォル
トではAPのシリアル番号がデバイス名として使用されます。

メモ: デバイスのMACアドレスがデバイス名と同じ場合は、デ
バイス情報カードにMACアドレスは表示されません。

デバイス情報カードの説明

スタックトポロジ
スタックは、デバイスインベントリ内の独自のトポロジで構成されています。スタックのトポロジを表示するに
は、次の手順を実行します。

1. Instant Onモバイルアプリのホームページの[インベントリ] ( ) タイルをタップするか、[サイトの状
態] バナーをクリックしてから、[インベントリを表示する] をクリックします。

2. [トポロジ] をタップします。
3. [スタックトポロジを表示] トグルスイッチを右( )にスライドします。
スタック内のデバイスで形成されるトポロジが表示されます。

スタックトポロジには以下の詳細が表示されます。

n スタック内のデバイス間の相互接続。
n スタック内のデバイスで、スタックに属さない別のInstant Onデバイスに接続されているもの。
n デバイス間の接続ステータス。
n スタックに接続されているため、トポロジが無効になっているサードパーティ製デバイス。

n スタック内で問題が発生しているデバイス。デバイスの左下に警告アイコン( )が表示されます。
n スタックのデバイスとインベントリ内の他のInstant Onデバイスとの接続。
n スタックの各デバイスとスタンドアロンデバイスのサマリーの詳細。



スイッチポートの自動検出と自動設定
1台の Instant Onデバイスが別のデバイスに接続されている場合、Instant Onシステムは、手動でポートを再
設定する複雑さを回避するために、自動設定でポートを設定します。自動検出および自動設定機能は、以下の機
能を提供します。

n 2台目のInstant Onデバイスがポートに電源を要求している場合、このポートのPoE優先順位をクリティカ
ルに設定して、できるだけサービスを維持するようにします。

n 他のInstant Onデバイスからサービスが自由に運用できるように、そのポートですべてのネットワークを利
用可能にします。

n 自動設定されたポートが他のInstant Onデバイスに接続されている場合は、ポートの状態を信頼済みに設定
します。

n 自動設定サービスの妨げとなるようにポートの設定を変更することはできません。
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ネットワークの設定
Aruba Instant Onモバイルアプリは、従業員とゲストユーザーが使用できるネットワークの概要を提供しま
す。
[ネットワーク] ページを表示するには、Aruba Instant Onホームページで[ネットワーク] をクリックします。

図 4 Instant Onモバイルアプリケーションの[ネットワーク]ページのスクリーンショット

Instant Onモバイルアプリケーションの[ネットワーク]ページには、サイトで設定されたネットワークのリス
トが表示されます。ネットワーク名の横にある矢印アイコンをクリックすると、ネットワークセキュリティのタ
イプ、接続されているクライアント数、ネットワーク内で転送されたデータ量など、ネットワークに関する簡単
な情報が表示されます。ネットワーク名をクリックすると、[ネットワークの詳細] ページに移動します。
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特定のネットワークの詳細を見るには、以下のリンクのいずれかを選択します。

n メイン(従業員)ネットワーク
n ゲストネットワーク
n 有線ネットワーク

メイン (従業員) ネットワーク
メイン(従業員)ネットワークはクラシカルなWi-Fiネットワークです。このネットワークのタイプは組織内の
従業員が使用し、パスフレーズベース(PSK) または802.1Xベースの認証方法をサポートします。認証が成功
した後、従業員はメイン(従業員)ネットワークを通じて保護されたデータにアクセスすることができます。
ネットワークプロファイルの設定時には、デフォルトでメイン(従業員)ネットワークが選択されています。

サイトで最初に作成したメイン (従業員)ネットワークは、アカウントからサイトを完全に削除しない限り削除できま
せん。

メイン(従業員)ネットワークを設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onモバイルアプリのホームページで[ネットワーク] タイルをタップします。
2. 追加アイコン( )をタップし、[ネットワークのタイプ] として[無線] タブを選択します。このタブ

は、サイトに有線ネットワークと無線ネットワークの両方がある場合にのみ表示されます。
3. ネットワークが企業向けであることを示すには、[用途]の下の[メイン (従業員)] を選択します。
4. メイン(従業員)ネットワークのネットワーク名を入力します。これはWLANネットワークのSSIDと

してもブロードキャストされます。
5. 次のセキュリティオプションのいずれかを設定します。

n パスワード—このオプションを選択すると、[ネットワークパスワード (PSK)] オプションが表示さ
れます。これを設定すると、共有パスワード(PSK) を使用してネットワークを保護することができま
す。[ネットワークパスワード] フィールドで、任意のパスワードを作成します。デフォルトでは
WPA2パーソナルが有効になっています。WPA2+WPA3パーソナルを有効にするには、チェック
ボックスを選択します。

n RADIUS—このオプションを選択すると、[認証サーバー (RADIUS)] オプションが表示されま
す。これを選択すると、高度な暗号化RADIUS認証サーバーを使用してネットワークを保護します。
RADIUSサーバーを設定するには、次のパラメータを更新します。

APを個別に許可するようにRADIUS サーバーを設定するか、サブネット全体を許可するルールを設定す
る必要があります。

o WPA2 + WPA3 エンタープライズ—デフォルトではWPA2エンタープライズが有効になってい
ます。WPA2+WPA3エンタープライズを有効にするには、チェックボックスを選択します。
RADIUSの他のパラメータを設定するには、[その他の RADIUS パラメータ] をタップします。
[認証サーバー] 画面が表示されます。次のパラメータを設定します。
l RADIUS アカウンティングの送信—スイッチを切り替えてRADIUSアカウンティングメッ
セージを有効にします。

l プライマリ RADIUS サーバー—プライマリ RADIUS サーバーの次のパラメータを設定しま
す。
l RADIUS サーバー IP アドレスまたはドメイン名—RADIUSサーバーのIPアドレスまた
は完全修飾ドメイン名を入力します。



l 共有秘密キー—外部RADIUSサーバーと通信するための共有キーを入力します。
l サーバータイムアウト—タイムアウト値を秒単位で指定します。この値により、RADIUS
要求のタイムアウトが決まります。Instant On APは、ユーザーが切断される前に、([再試
行回数] での設定どおりに)要求の送信を数回再試行します。たとえば、[タイムアウト]が
5秒、[再試行回数]が3の場合、ユーザーは20秒後に切断されます。デフォルト値は5秒
です。

l 再試行回数—1から5までの数値を指定します。再試行回数は、サーバーグループに送信
される認証要求の最大数を示します。デフォルト値は要求3回です。

l 認証ポート—外部RADIUSサーバーの認証ポート番号を1から65535の範囲で入力しま
す。デフォルトのポート番号は1812です。

l セカンダリ RADIUS サーバー—スイッチを切り替えて、セカンダリRADIUSサーバーの
設定を可能にします。選択した場合は、次のパラメータを設定します。
l サーバー IP アドレス—セカンダリRADIUSサーバーのIPアドレスを入力します。
l 共有秘密キー—セカンダリRADIUSサーバーと通信するための共有キーを入力します。
認証ポート—セカンダリRADIUSサーバーの認証ポート番号を1から65535の範囲で
入力します。デフォルトのポート番号は1812です。

l ネットワークアクセス属性—Instant On APからクライアントへのRADIUS要求をすべてプロ
キシする場合は、[ネットワークアクセス属性] で以下の設定を行います。
l NAS ID—RADIUS要求とともにRADIUSサーバーに送信されるRADIUSアトリビュー
ト32 (NAS-Identifier) の文字列値を入力します。

l NAS IP アドレス—Instant Onデバイスがプライベートネットワークモードで設定されて
いる場合は、以下のいずれかを選択します。下記のオプションにより、すべてのネットワー
クでRADIUS認証がどのように行われるかが決まります。Instant On APがネットワーク上
のプライマリWi-Fiルーターとして設定されている場合、このオプションはグレーアウトさ
れます。この場合、ネットワーク内の各APは、ソースIPアドレスとNAS IPアドレスが一
致するサーバーにRADIUS要求を送信します。

o デバイス IP を使用 (デフォルト)—これがデフォルト設定です。RADIUS要求とNAS IP
アドレスは、クライアントを認証する各デバイスから発信されます。

o シングル IP を使用—RADIUS要求とNAS IPアドレスは、サイトを表すシングルIPアド
レスから発信されます。サイトのNAS IP アドレスを入力します。

6. 戻る矢印( ) をタップして、[メイン(従業員)の詳細]ページに戻ります。

メイン (従業員)ネットワークを設定し、その設定を初めて保存すると、[メイン (従業員)の詳細]ページにトグルス
イッチが表示され、ネットワークが現在アクティブ ( ) であることが示されます。このスイッチを使用して、メイ
ン (従業員)ネットワークを有効または無効にします。

メイン (従業員) ネットワークの名前とパスワードの変更
Aruba Instant Onモバイルアプリでメイン(従業員)ネットワークの名前を変更するには、次の手順を実行しま
す。

1. Instant Onホーム画面で[ネットワーク] をタップします。[ネットワーク] 画面が表示されます。
2. [ネットワーク] リストからメイン(従業員)ネットワークを選択して、[メイン (従業員) の詳細] 画面を

表示します。
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3. [ID] の下の[ネットワーク名] に新しい名前を入力して、メインネットワーク名を変更するか、[ネット
ワークパスワード] に新しいパスワードを入力してメインネットワークのパスワードを変更します。ネッ
トワーク設定を変更すると現在ネットワークにアクセスしているすべてのクライアントの接続が切断され
ることを知らせる警告メッセージが表示されます。

4. [完了] をタップすると設定が保存されます。

その他オプション
Aruba Instant Onモバイルアプリの[その他オプション] ドロップダウンで、メイン(従業員)ネットワークの
次の設定を実行できます。

n IP アドレスとネットワークの割り当て
n ネットワークアクセススケジュール
n 帯域制限
n ネットワークアクセス
n 無線オプション
n 共有サービス
n アプリケーションの統計

IP アドレスとネットワークの割り当て
Aruba Instant Onモバイルアプリの[IP アドレスとネットワークの割り当て] の設定で、メイン(従業員)ネッ
トワークまたはゲストネットワーク上のクライアントの内部/外部DHCPおよびNATを設定できます。デバイ
スで次のいずれかを設定できます。

n ローカルネットワークと同じ (デフォルト)—この設定はブリッジモードと呼ばれます。接続しているネッ
トワークからIPアドレスが割り当てられます。デフォルトでは、セットアップ時に作成されたデフォルトの
ネットワークがローカルネットワークとして割り当てられます。他のネットワークを割り当てるには、[割り
当て済みネットワーク] ドロップダウンからネットワークを選択します。VLAN IDは、ネットワークの割り
当てに基づいてネットワークに割り当てられます。このオプションは、メイン(従業員)ネットワークではデ
フォルトで有効になっています。

n この無線ネットワークに固有—この設定はNAT モードと呼ばれます。クライアントには、Instant Onデバ
イスからIPアドレスが割り当てられます。Instant On APに付与する IP アドレスを入力し、[サブネットマ
スク] ドロップダウンリストからクライアントのしきい値を選択します。このオプションは、ゲストネット
ワークではデフォルトで有効になっています。

ネットワークアクセススケジュール
Aruba Instant Onにより、特定の時間帯にユーザーのネットワークを有効または無効にすることができます。
これで、インターネットまたはネットワークへのアクセスが制限される、メイン(従業員)ネットワークまたは
ゲストネットワークに固有の時間範囲スケジュールを作成できます。この機能は、営業時間中など、特定の時間
帯に限りWi-Fiネットワークをユーザーが利用できるようにする場合に特に便利です。
メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークのネットワークアクセススケジュールを作成するに
は、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからメイン(従業員)または
ゲストネットワークを選択します。

2. [その他オプション] で、[ネットワークアクセススケジュール] をタップします。[ネットワークスケ
ジュール] ページが表示されます。



3. [スケジュールを設定する] の横にあるトグルスイッチ( )を右にスライドして、ネットワークスケ
ジュールを有効にします。[スケジュールを設定する] 設定が有効( )に設定されます。

[スケジュールを設定する] トグルスイッチを初めて有効 ( )に設定すると、デフォルトのスケジュールが表
示されます。デフォルトのスケジュールは、月曜日から金曜日の午前 9時から午後 5時までの間がアクティブ
で、週末は終日非アクティブです。

4. 次のオプションのいずれかを選択します。
a. 固定 - メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークのスケジュールと同様、唯一の繰り

返し期間(週単位の曜日/時間)のスケジュール設定です。
n[アクティブな時間帯] で次のいずれかを選択します。

o 終日: ネットワークは1日中アクティブになります。
o アクティブな時間帯を指定: ネットワークは指定された[開始時間] から [終了時間] の間のみアク
ティブになります。ネットワークアクセスは、当日または翌日に終了するように設定することがで
きます。[開始時間] よりも前の時間を[終了時間] として選択した場合、翌日に終了時間が設定さ
れていることを示す[翌日] アラートが表示されます。これにより、アクティブな時間帯が翌日の
早い時間まで延長されている場合に、会社のネットワークのスケジュールを設定できます。

b. 可変 - ユーザーが日毎に異なる時間帯を設定できるスケジュール設定を示します。
n特定の曜日のネットワークスケジュールを有効にするには、次の手順を実行します。

o スケジュールを設定する曜日の( )アイコンをタップします。
o トグルスイッチを[アクティブ] ( ) に設定します。
o [アクティブな時間帯] で次のいずれかを選択します。

l 終日: ネットワークは1日中アクティブになります。
l アクティブな時間帯を指定: ネットワークは指定された[開始時間] から [終了時間] の間のみア
クティブになります。ネットワークアクセスは、当日または翌日に終了するように設定するこ
とができます。[開始時間] よりも前の時間を[終了時間] として選択した場合、翌日に終了時間
が設定されていることを示す[翌日] アラートが表示されます。これにより、アクティブな時間
帯が翌日の早い時間まで延長されている場合に、会社のネットワークのスケジュールを設定で
きます。

5. 戻る矢印( ) をタップして、[メイン (従業員) ネットワークの詳細] ページ、またはゲストネットワー
クの場合は[ゲストWi-Fi の詳細] ページに戻ります。[完了] をタップします。

帯域制限
メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークの使用帯域は、クライアントのMACアドレスに基づい
て制限できます。クライアントがネットワーク内で1つのAPから別のAPにローミングする場合でも、設定さ
れた制限は維持されます。あるいは、クライアントごとに使用量を制限するのではなく、ネットワーク全体の帯
域を設定することもできます。
ネットワークに接続している各クライアントの帯域制限を設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからメイン(従業員)ネット
ワークまたはゲストネットワークを選択します。

2. [その他オプション] ドロップダウンをタップします。
3. [帯域制限] をタップします。
4. [帯域幅使用率を制限する] トグルスイッチをオン( )に設定します。
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5. [クライアント] ラジオボタンをタップし、スライダーを動かしてメイン(従業員)ネットワークまたはゲ
ストネットワークの速度制限を設定します。制限はデフォルトで[25 Mbps] に設定されています。選択
可能な速度制限は次のとおりです。
n 5 Mbps—オンラインゲーム、Web会議、ビデオストリーミングに最適です。
n 1 Mbps—Eメール、Web閲覧、音楽、SNS利用に最適です。
n 10 Mbps—HD動画ストリーミングに最適です。
n 25 Mbps—4K動画ストリーミングに最適です。

6. 変更は自動的に保存されます。戻る矢印( )をタップして、[メイン(従業員)の詳細]または[ゲスト
Wi-Fiの詳細]ページに戻ります。

AP SSIDごとのネットワークで帯域制限を設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからメイン(従業員)ネット
ワークまたはゲストネットワークを選択します。

2. メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークを選択し、[その他オプション] ドロップダウン
をタップします。

3. [帯域制限] をタップします。
4. [帯域幅使用率を制限する] トグルスイッチをオン( )に設定します。
5. [ネットワーク] ラジオボタンをタップし、1～64Mbps の間で[ダウンストリーム (Mbps)] と [アップ

ストリーム (Mbps)] の制限を入力します。

ネットワークアクセス
Instant Onモバイルアプリの[ネットワークアクセス] オプションでは、IP宛先アドレスに基づいて無線クライ
アントのネットワークアクセス制限を設定することができます。
次の手順で、無線ネットワークのネットワークアクセス制限を設定します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからメイン(従業員)または
ゲストネットワークを選択します。[ネットワークの詳細]ページが表示されます。

2. [その他オプション] で、[ネットワークアクセス] をタップします。[ネットワークアクセス] 画面が表示
されます。

3. ネットワーク上で次のいずれかの設定を行います。
n 無制限のアクセス (デフォルト)—これがメイン(従業員)ネットワークのデフォルト設定です。この
オプションを選択すると、ネットワークで利用可能な任意の宛先にアクセスすることができます。

n アクセス制限—これがゲストネットワークのデフォルト設定です。このオプションを選択すると、ア
クセスがインターネットのみに制限され、内部ネットワークリソースにアクセスできなくなります。
特定のネットワークリソースにアクセスできるようにするには、IPアドレスのリストに IP アドレス
を入力し、 をタップします。

Instant On APがルーターモードで展開されている場合、以下のいずれかのアクセス制限設定を行いま
す。

o インターネットへのアクセスを許可—クライアントがインターネットにアクセスすることを許可
します。

o ネットワークへのアクセスを許可—同じサブネットのクライアント間のトラフィックを許可し、
他のサブネットへのトラフィックをブロックします。

o 特定の IP アドレスを許可—クライアントがIPアドレスを使用して特定のリソースにアクセスす
ることを許可します。IPアドレスのリストに IP アドレスを入力し、 をタップします。



無線オプション
Aruba Instant Onモバイルアプリの[無線オプション] で無線ネットワークのラジオ周波数を設定できます。

ネットワークを表示
[ネットワークを表示] トグルスイッチはデフォルトで有効( )になっており、メイン(従業員)ネットワーク
またはゲストネットワークはブロードキャストされ、使用可能なWi-Fiネットワークのリストに表示されます。
選択したネットワークを無効にする場合は、トグルスイッチを左( )にスライドします。モバイルアプリで
は、このオプションは[その他オプション] > [無線オプション] にあります。

Wi-Fi 6
Wi-Fi 6スイッチは、ネットワークのWi-Fi 6 (802.11ax) 機能を切り替えます。有効にすると、802.11ax対
応のクライアントは、802.11ax標準の強化されたスループットと送信機能を利用できます。
この設定は、モバイルアプリではデフォルトで有効( )になっています。Wi-Fi 6設定を無効にする場合は、
トグルスイッチを左( )にスライドします。

n Wi-Fi 6オプションは、デバイスのインベントリにAruba Instant On AP22または AP25アクセスポイントが 1
つ以上ある場合にのみ使用できます。

n クライアントでネットワークへの接続に問題が発生した場合は、この機能を無効にします。

複数のクライアントの最適化
この設定は、Wi-Fi 6のトグルスイッチが有効な場合にのみ有効です。この機能は、OFDMAを有効にすること
で、複数のWi-Fi 6クライアントを接続した場合のチャネル効率を向上させます。この設定は、ネットワーク上
ではデフォルトで無効になっています。この機能を有効にするには、トグルスイッチ( )を右にスライドし
ます。

ビデオストリーミングに最適
このオプションは、マルチキャストストリームを無線ネットワーク経由でユニキャストストリームに変換するこ
とで、ビデオ以外のクライアントが使用できる帯域幅を確保したままでストリーミングビデオの品質と信頼性を
向上させます。

一部の無線クライアントはこの最適化に対応していない場合があるため、このオプションはデフォルトで無効になって
います。

ビデオストリーミングに最適な設定を行うには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからメイン(従業員)ネット
ワークまたはゲストネットワークを選択します。

2. メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークを選択し、[その他オプション] ドロップダウン
をタップします。

3. [無線オプション] をタップします。
4. [ビデオストリーミングに最適]トグルスイッチをオン( )に設定します。
5. 変更は自動的に保存されます。戻る矢印( )をタップして、[メイン(従業員)の詳細]または[ゲスト

Wi-Fiの詳細]ページに戻ります。
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ラジオ
Aruba Instant On 2.7.0モバイルアプリの[ラジオ]の設定で無線ネットワークのラジオ周波数を設定できま
す。
ラジオ周波数を設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからメイン(従業員)ネット
ワークまたはゲストネットワークを選択します。

2. メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークを選択し、[その他オプション] ドロップダウン
をタップします。

3. [無線オプション] をタップし、[ラジオ] タブで利用可能なラジオ周波数を選択します。周波数はデフォ
ルトで[2.4 GHz および5GHz] に設定されています。選択可能な周波数は次のとおりです。
n 2.4 GHz および 5 GHz (デフォルト)—APは、2.4 GHz または5GHz のラジオ周波数のいずれか
で無線ネットワークをブロードキャストします。

n 2.4 GHz のみ—APは2.4 GHz のラジオ周波数のみで無線ネットワークをブロードキャストしま
す。

n 5 GHz のみ—APは、5GHz のラジオ周波数のみで無線ネットワークをブロードキャストします。

4. 変更は自動的に保存されます。戻る矢印( )をタップして、[メイン(従業員)の詳細]または[ゲスト
Wi-Fiの詳細]ページに戻ります。

2.4 GHz 範囲を拡張
Aruba Instant Onは、[2.4 GHz 範囲を拡張] トグルスイッチを使用して、ネットワークの802.11bレートを
有効または無効にすることができます。デフォルトでは、802.11bのレートはすべてのネットワークで無効に
なっています。このオプションを有効にするには、トグルスイッチを右( )にスライドします。これによ
り、低いデータレートを有効にすることで、遠く離れた2.4 GHz 帯のクライアントをネットワークに接続でき
ます。

このオプションを有効にすると、ネットワークのパフォーマンスが低下する可能性があります。

共有サービス
Aruba Instant Onモバイルアプリを使用すると、クライアントはデバイスを検出し、サイト内の同じネット
ワークまたは異なるネットワーク上で利用可能な共有サービスにアクセスすることができます。共有サービス機
能を使用するには、まずInstant Onモバイルアプリで共有サービスの設定を有効にする必要があります。共有
サービスの導入の詳細については、「マルチキャスト共有サービスの展開」を参照してください。

共有サービスを有効にする ( )または無効にする ( )オプションは、サイトが 2つ以上のネットワーク/VLAN

で設定されている場合にのみ、Instant Onモバイルアプリに表示されます。

メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークで共有サービスを設定するには、次の手順を実行しま
す。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、ヘッダーの詳細メニュー( )ア

イコンをタップします。
2. メニューから[共有サービス] を選択し、[共有サービス]の横にあるトグルスイッチを右( )にスライ

ドして、ネットワークの共有サービス機能を有効にします。



3. 共有サービス設定を有効にしたら、[ネットワーク] ページに戻り、リストからメイン(従業員)、ゲス
ト、または有線ネットワークを選択します。[メイン (従業員) の詳細] / [ゲストの詳細] / [ネットワーク
の詳細] ページが表示されます。

4. [その他オプション] の下で[共有サービス] をタップすると、以下の情報が表示されます。
n このネットワークで検出されたサービス—現在のネットワークで利用可能なすべてのサービスを一覧
表示します。同じネットワーク上で検出されたサービスには、常にクライアントが制限なくアクセス
できます。

n 他のネットワークで検出されたサービス—サイトの他のメイン(従業員)ネットワークで利用可能な
すべてのサービスを一覧表示します。デフォルトでは、他のネットワークに接続されているサービス
は無効になっています。トグルスイッチを有効( )にスライドすると、クライアントは他のネット
ワークで利用可能な共有サービスにアクセスできるようになります。

ゲストネットワークで共有サービスを利用できるようにするには、ネットワークの割り当てをブリッジ (ローカルネッ
トワークと同じ)にして、ネットワークアクセスを [無制限]に設定する必要があります。

サポートされるサービスの一覧
サポートされるサービスの一覧は、Instant Onモバイルアプリ上のデバイスごとに表示されます。複数のサー
ビスを提供している場合は、デバイスの横に複数のサービスアイコンが表示されます。既知の共有デバイスで検
出された新しいサービスは自動的に共有されます。ただし、新しいデバイスの場合は、ユーザーが共有するため
のアクセスを許可するまで、検出された新しいサービスは共有されません。サポートされる主なサービスは次の
とおりです。

n AirPlay™—Apple®AirPlay では、iOSデバイスからApple TV®やAirPlay 機能に対応したその他のデバ
イスに、音楽、ビデオ、スライドショーを無線でストリーミングすることができます。

n AirDrop™—Apple®AirDropでは、近くにある他のApple デバイスと写真やドキュメントなどを共有した
り受け取ったりすることができます。

n Google Cast —Chromecast デバイスやAndroid TVに組み込まれているプロトコルで、インターネットや
ローカルネットワークからWi-Fi経由でコンテンツをストリーミングすることで、ハイビジョンテレビで
オーディオやビデオコンテンツを再生できます。

n AirPrint™—Apple®AirPrint では、iPad、iPhone、iPod TouchからAirPrint 対応プリンタに直接印刷で
きます。

n 共有—ディスク共有やファイル共有などのアプリケーションは、1台以上のApple®デバイスでこのサービ
スの一部であるサービスIDを使用します。

n RemoteMgmt—このサービスは、Apple®デバイスのリモートログイン、リモート管理、FTPユーティリ
ティに使用します。

n DLNAメディア—Windows Media Player などのアプリケーションは、このサービスを使用して、リモート
デバイス上のメディアコンテンツの閲覧や再生を行います。

n DLNA Print —このサービスはDLNAに対応しているプリンタで利用します。

アプリケーションの統計
Aruba Instant Onモバイルアプリの[アプリケーション] タブには、メイン(従業員)ネットワークまたはゲス
トネットワークのクライアントおよびアプリケーションの使用状況の統計が表示されます。過去24時間のアプ
リケーション使用状況データを表示する統計を確認するには、次の手順を実行します。

1. メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークの横にある下矢印( )をタップします。
2. 転送済みデータを表示する円グラフをタップします(MB単位)。
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クライアント数の表示
Aruba Instant Onモバイルアプリの[アプリケーション] タブには、現在ネットワークに接続されているクライ
アントの合計数であるクライアント数が表示されます。詳細については、「アクティブなクライアントの詳細の
表示」で[クライアント] ページに関する詳細を確認してください。

アプリケーショングラフのデータの表示
Aruba Instant Onモバイルアプリの[アプリケーション] グラフには、使用状況に基づいて上位5つのアプリ
ケーションカテゴリのデータが表示されます。データは、バイト数とパーセンテージの両方で表示されます。

図 5アプリケーショングラフ

転送済みデータの合計の表示
Aruba Instant Onモバイルアプリの[アプリケーション] タブには、その日のうちにネットワークに転送された
データの総量(MB単位)が表示されます。

ブロックされた/ブロック解除されたアプリケーションカテゴリの表示
Aruba Instant Onモバイルアプリの[アプリケーション] タブには、ネットワークでブロックされているアプリ
ケーションカテゴリとブロック解除されているアプリケーションカテゴリの一覧が表示されます。ネットワーク
カテゴリのブロックとブロック解除の詳細については、「アプリケーションアクセスのブロック」を参照してく
ださい。

ゲストネットワーク
ゲストネットワークを設定して、インターネットへのアクセスを必要とする非エンタープライズユーザーにアク
セスを提供します。



n ゲストネットワークを作成するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onモバイルアプリのホーム画面で[ネットワーク] タイルをタップします。
2. 追加アイコン( )をタップし、[無線] タブを選択します。このタブは、サイトに有線ネットワークと無

線ネットワークの両方がある場合にのみ表示されます。
3. ネットワークがゲストユーザー向けであることを示すには、[用途] の下の[ゲスト] を選択します。
4. ゲストネットワークの名前を入力します。
5. 以下のセキュリティレベルのいずれかを選択します。

a. ユーザー名やパスワードを入力しなくても、このネットワークにアクセスできるようにするには、
[オープン] をタップします。また、ネットワーク上でゲストポータルとWi-Fi エンハンストオープ
ンを有効にするオプションも提供されます。詳細について、「ゲストポータルの有効化」および
「Wi-Fiエンハンストオープン(OWE)」を参照してください。

b. WPA2パーソナルまたはWPA2+WPA3パーソナルの暗号化を使用し、共有パスワード(PSK) を使
用してネットワークを保護する場合は、[パスワード] をタップします。[ネットワークパスワード]
フィールドに任意のパスワードを入力します。このオプションを選択すると、最初にPSKを使用し
てゲストネットワークに認証する必要があります。その後、キャプティブポータルページにリダイレ
クトされます。

6. セキュリティレベルに加えて、ゲストポータルを設定するには、ゲストポータルのトグルスイッチ
( )を有効にして、「ゲストポータルの有効化」に記載されている手順に従います。

n ゲストネットワークのステータスを手動で変更するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストからゲストネットワークを
選択します。[ゲストの詳細] ページが表示されます。

2. 非アクティブなトグルスイッチ( )を右にスライドしてネットワークをアクティブ ( ) に設定し
ます。

3. [完了] をタップします。ネットワークが[アクティブ] としてマークされ、すべてのネットワーク設定が
表示されます。

Wi-Fi エンハンストオープン (OWE)
Wi-Fiエンハンストオープン(OWE)は、WPA3から派生したオープンなセキュリティタイプです。これは、同
等のレガシーオープンSSIDと同時に実行されます。基本的には、2つの類似したSSIDがブロードキャストさ
れ、OWE対応のクライアントはOWEバージョンのSSIDに接続し、OWE非対応のクライアントはレガシー
バージョンのSSIDに接続します。エンハンストオープンでは、オープンWi-Fiネットワークのデータ暗号化が
改善され、スニッフィングからデータが保護されます。
OWEを設定するオプションは、無線ネットワークのセキュリティで[オープン] を選択した場合にのみ使用でき
ます。
ゲストネットワークでOWEを設定するには、次の手順を実行します。

1. ゲストネットワークのセキュリティタイプが[オープン] に設定されていることを確認します。
2. [Wi-Fiエンハンストオープン]トグルスイッチをオン( )に設定します
3. [完了] をタップします。

その他オプション
Aruba Instant Onモバイルアプリの[その他オプション] ドロップダウンで、ゲストネットワークの次の設定を
実行できます。
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n IP アドレスとネットワークの割り当て
n ネットワークアクセススケジュール
n 帯域制限
n ネットワークアクセス
n 無線オプション
n 共有サービス

ゲストポータルの有効化
ゲストポータルは、Instant Onモバイルアプリを使用してアクセスできます。ポータルは、Wi-Fiネットワーク
の新しく接続されたユーザーに、ネットワークリソースへのより広範なアクセスが許可される前に表示されま
す。ゲストポータルは一般的に、インターネットに接続する前にお客様の利用規約に同意するようゲストに求め
る可能性のあるランディングページまたはログインページを提示するために使用されます。また、ビジネスに関
する詳細を追加したり、特別な情報を宣伝したりするために、ゲストポータルを使用することもできます。
Aruba Instant Onでは、ビジネスのロゴ、写真、法的条件、その他の詳細情報を使ってゲストポータルをカス
タマイズすることができます。Aruba Instant Onモバイルアプリでゲストポータルサービスを設定するには、
次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページで[ネットワーク] をクリックします。
2. アクティブなゲストネットワーク接続を選択します。
3. [セキュリティ] で、[ゲストポータル] のトグルスイッチ( )を有効にします。
4. キャプティブポータルまたはスプラッシュページを変更するには、( ) [ゲストポータルのカスタマイ

ズ] リンクをタップします。[ゲストポータル] ページが表示されます。
5. 画面の右上隅にあるドロップダウン矢印をタップし、[内部]、[外部]、または[Facebook] の設定を選

択します。
6. [OK] をタップします。
7. 選択に基づいて、必須フィールドに値を入力します。詳細については、以下を参照してください。

n 内部キャプティブポータルの設定
n 外部キャプティブポータルの設定
n FacebookWi-Fi

8. 変更は自動的に保存されます。

内部キャプティブポータルの設定
Instant Onサイト用に作成されたゲストネットワークの追加または編集時に、内部キャプティブポータルのス
プラッシュページを設定できます。以下は、内部キャプティブポータルの設定パラメータです。

パラメータ 説明

背景 ボックスをタップしてカラーパレットを表示し、内部キャプティブポータルページ
の背景の色を選択します。

ウェルカムメッセージ 次のフィールドを更新して、ウェルカムメッセージを設計します。
n ウェルカムページのヘッダーテキスト—ウェルカムメッセージのテキストを入
力します。例:ゲストネットワークへようこそ

n フォントサイズ—スライダーをドラッグして、フォントのサイズを設定しま

表 14:内部キャプティブポータルの設定



パラメータ 説明

す。
n フォントの色—ボックスをタップしてカラーパレットを表示し、フォントの色
を選択します。

n フォント—ドロップダウンリストからフォントの種類を選択します。

ロゴ / イメージ 画像アイコンをタップし、デバイスから画像を参照してアップロードします。

メモ: 画像は png、jpg、gif、bmpのいずれかの形式でアップロードしてくださ
い。

利用規約 次のフィールドを更新して、利用規約セクションを設計します。
利用規約のヘッダーテキスト—ヘッダーテキストを入力します。例:ゲストネット
ワークを使用する前に利用規約をお読みください。
フォントサイズ—スライダーをドラッグして、フォントのサイズを設定します。
フォントの色—ボックスをタップしてカラーパレットを表示し、フォントの色を選
択します。
フォント—ドロップダウンリストからフォントの種類を選択します。
利用規約の内容—テキストボックスに利用規約を入力するか貼り付けます。
同意オプションのテキスト—テキストボックスにコメントを入力します。例:利用
規約に同意します。

nフォントの色—ボックスをタップしてカラーパレットを表示し、フォントの色
を選択します。
nフォント—ドロップダウンリストからフォントの種類を選択します。

承諾ボタン 次のフィールドを更新して、承諾ボタンを設計します。
n テキスト—承諾ボタンのテキストを入力します。例:利用規約に同意します。
n リダイレクト URL—承諾ボタンをクリックした後にリダイレクトされるカスタ
ムURL を指定します。

n ボーダー半径—スライダーをドラッグして、承諾ボタンのボーダー半径を設定
します。

n 背景色—ボックスをタップしてカラーパレットを表示し、背景の色を選択しま
す。

n フォントの色—ボックスをタップしてカラーパレットを表示し、フォントの色
を選択します。

n フォント—ドロップダウンリストからフォントの種類を選択します。

表 14:内部キャプティブポータルの設定

外部キャプティブポータルの設定
ゲストネットワークの外部キャプティブポータルは、次のいずれかの方法で設定できます。

n サードパーティのキャプティブポータルを使用する
n RADIUS認証とアカウンティングのパラメータを設定して、キャプティブポータルをカスタマイズする

サードパーティのキャプティブポータルの使用
Instant Onは、以下のサードパーティの外部キャプティブポータルプロバイダーをサポートしています。

n Aislelabs
n Purple Wi-Fi
n Skyfii.io
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n Wavespot
n Zoox

1. 使用するキャプティブポータルプロバイダーのタイルを選択します。選択したプロバイダーのアカウント
を持っている必要があります。
2. 次のパラメータを設定します。

n ソーシャルWi-Fi 識別子—プロバイダーが提供するソーシャルWi-Fi識別子を入力します。このフィール
ドはAislelabs にのみ適用されます。

n 優先サーバー—ドロップダウンリストから優先するサーバーを選択します。このフィールドはAislelabs に
のみ適用されます。

n 地域の選択—ドロップダウンから地域を選択します。このフィールドはAislelabs には適用されません。
n 許可されたドメイン—トグルスイッチを有効( )にスライドし、ソーシャルネットワークドメインへの
アクセスを許可します。[新しいドメイン名] にドメイン名を入力し、 をタップしてドメインを追加しま
す。これにより、追加ドメインへの無制限のアクセスが可能になります。

キャプティブポータルのカスタマイズ
上記のサードパーティプロバイダーを使用しない場合は、外部キャプティブポータルのスプラッシュページをカ
スタマイズすることができます。
外部キャプティブポータルをカスタマイズするには、次の手順を実行します。
1. [ゲストポータル] ページの[カスタム] タイルをタップします。
2. 以下の外部キャプティブポータルの設定パラメータを設定します。

パラメータ 説明

サーバー URL 外部キャプティブポータルサーバーのURL を入力します。

リダイレクト URL ユーザーを別のURL にリダイレクトする場合は、リダイレクトURL を指定します。

許可されたドメイン トグルスイッチを有効 ( )にスライドし、ソーシャルネットワークドメインへのアクセス
を許可します。[新しいドメイン名] にドメイン名を入力し、 をクリックしてドメインを追
加します。これにより、追加ドメインへの無制限のアクセスが可能になります。

RADIUS アカウン
ティングの送信

トグルスイッチを有効 ( )にスライドし、アカウンティングサーバーの実際の状態を確認
するためのステータスサーバーリクエストを Instant On APに送信させてから、サーバーを
使用不可に設定します。

プライマリ
RADIUS サーバー

次のフィールドを更新して、認証用のプライマリRADIUS サーバーを設定します。
n サーバー IP アドレスまたはドメイン名—外部RADIUS サーバーの IPアドレスまたは完
全修飾ドメイン名を入力します。

n 共有秘密キー—外部RADIUS サーバーと通信するための共有キーを入力します。

[その他の RADIUS パラメータ] リンクをタップして、次のパラメータを設定します。
n サーバータイムアウト—タイムアウト値を秒単位で指定します。この値により、RADIUS
要求 1件のタイムアウトが決まります。Instant On APは、ユーザーが切断される前に、
([再試行回数] での設定どおりに)要求の送信を数回再試行します。

n 再試行回数— 1から 5までの数値を指定します。サーバーグループに送信される認証要求
の最大数を示します。デフォルト値は要求 3回です。

表 15:外部キャプティブポータルの設定



パラメータ 説明

n 認証ポート—外部RADIUS サーバーの認証ポート番号を 1から 65535の範囲で入力しま
す。デフォルトのポート番号は 1812です。

n アカウンティングポート—外部RADIUS サーバーのアカウンティングポート番号を 1か
ら 65535の範囲で入力します。このポートは、アカウンティングレコードをRADIUS
サーバーに送信するために使用されます。デフォルトのポート番号は 1813です。

Instant On APからクライアントへのRADIUS 要求をすべてプロキシする場合は、[ネット
ワークアクセス属性] で以下の設定を行います。
n NAS ID—RADIUS 要求とともにRADIUS サーバーに送信されるRADIUS アトリビュー
ト 32 (NAS-Identifier) の文字列値を入力します。

n NAS IP アドレス— Instant Onデバイスがプライベートネットワークモードで設定され
ている場合は、以下のいずれかを選択します。下記のオプションにより、すべてのネット
ワークでRADIUS 認証がどのように行われるかが決まります。

デバイス IP を使用 (デフォルト)—これがデフォルト設定です。RADIUS 要求とNAS IP ア
ドレスは、クライアントを認証する各デバイスから発信されます。
シングル IP を使用—RADIUS 要求とNAS IP アドレスは、サイトを表すシングル IPアドレ
スから発信されます。サイトの NAS IP アドレスを入力します。

メモ: Instant On APがネットワーク上のプライマリWi-Fi ルーターとして設定されている場
合、このオプションはグレーアウトされます。この場合、ネットワーク内の各APは、ソース
IPアドレスとNAS IP アドレスが一致するサーバーにRADIUS 要求を送信します。

セカンダリ
RADIUS サーバー

セカンダリRADIUS サーバーを設定するには、トグルスイッチを右 ( )にスライドしま
す。

メモ: セカンダリ RADIUS サーバーとプライマリ RADIUS サーバーの設定パラメータは同
じです。

表 15:外部キャプティブポータルの設定

Facebook Wi-Fi
FacebookWi-Fiサービスはゲストネットワークのみに適用されます。ビジネスへのトラフィックを増やすキャ
プティブポータルページを作成できます。サービスの利用中はユーザーのフィードにビジネスに関する情報が表
示され、友達にも自動的に表示できるので、ビジネスにより多くのユーザーを引き付けることができます。

Facebook Wi-Fi サービスの設定
Aruba Instant OnモバイルアプリでFacebookWi-Fiサービスを設定するには、次の手順を実行します。

1. Aruba Instant Onホームページで[ネットワーク] をタップします。
2. アクティブなゲストネットワーク接続を選択します。
3. [セキュリティ] で、[ゲストポータル] のトグルスイッチ( )を有効にします。
4. ( ) [ゲストポータルのカスタマイズ] リンクをタップします。[ゲストポータル] ページが表示されま

す。
5. 画面の右上隅にあるドロップダウン矢印をタップし、メニューから[Facebook] を選択します。
6. ( ) [Facebook Wi-Fi を設定する] リンクをタップします。ビジネスのFacebookページにリダイレ

クトされます。
7. Facebookアカウントを使用してログインし、インターネットにアクセスします。
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有線ネットワーク
有線ネットワークは、ネットワークインフラストラクチャが主にInstant Onスイッチのオンボードを重視して
いるユーザーに適しています。初期設定中に有線のみのオプションを選択すると、デフォルトの有線ネットワー
クが自動的に作成されます。デフォルトのネットワークには、値が読み取り専用の管理VLANが設定されていま
す。初期設定中に作成されたデフォルトの有線ネットワークは、アカウントからサイトを完全に削除しない限り
削除できません。初期設定が完了したら、次の手順を使用して、サイトの有線ネットワークを最大22まで作成
することができます。
次の手順で有線ネットワークを作成します。

1. Instant Onホーム画面で[ネットワーク] をタップします。[ネットワーク] 画面が表示されます。
2. をタップして新しいネットワークを作成します。[ネットワークの作成] 画面が表示されます。

3. ネットワークのタイプとして[有線] を選択します。このタブは、サイトに有線ネットワークと無線ネッ
トワークの両方がある場合にのみ表示されます。

4. ネットワークの[ネットワーク名] を入力します。
5. ネットワークの[VLAN] を入力します。
6. [完了] をタップします。

ネットワーク名または VLAN ID の変更
既存の有線ネットワークを変更するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホーム画面で[ネットワーク] をタップします。[ネットワーク] 画面が表示されます。
2. [ネットワーク] リストから有線ネットワークを選択して、[ネットワークの詳細] 画面を表示します。
3. [ID] の下で、ネットワーク名を変更するには[ネットワーク名] に新しい名前を入力し、VLAN IDを変

更するには[VLAN] に新しいVLANを入力します。
4. [完了] をタップします。

選択した有線ネットワークがデフォルトネットワークの場合、管理 VLANを変更することはできません。

有線ネットワークの有効化と無効化
有線ネットワークを有効化/無効化するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホーム画面で[ネットワーク] をタップします。[ネットワーク] 画面が表示されます。
2. [ネットワーク] リストから有線ネットワークを選択して、[ネットワークの詳細] 画面を表示します。
3. [ID] の下で、トグルスイッチを右にスライドしてネットワークをアクティブ ( ) に設定するか、また

は左にスライドしてネットワークを非アクティブ ( ) に設定します。

デフォルトの有線ネットワークは、Instant Onデバイスを管理するために使用されますが、有効または無効にするオ
プションはありません。

重要なポイント:
n 有線ネットワークを無効にすると、有線ネットワークステーションが接続できなくなります。ネットワーク
はポートレベルでシャットダウンされ、トラフィックを渡すことができなくなります。ネットワークはすべ
ての有線ポートから削除されます。



n 関連付けられた無線ネットワークを1つ以上持つ有線ネットワークを無効化すると、すべての無線ネット
ワークと関連付けられたクライアントがネットワークから切断されることを示すダイアログボックスが表示
されます。この操作を続行するには、[無効化] をタップします。

n 以前に無効化された有線ネットワーク上の無線ネットワークを再度有効化すると、関連付けられた有線ネッ
トワークも有効化されることを示すダイアログボックスが表示されます。この操作を続行するには、[アク
ティブ化] をタップします。

n 関連付けられた無線ネットワークを1つ以上持つ有線ネットワークを再度有効化すると、関連付けられた無
線ネットワークも有効化されます。この操作を続行するには、[アクティブ化] をタップします。

音声ネットワークの設定
Instant Onでは、他のすべてのトラフィックよりも音声トラフィックを優先するようにスイッチのVLANを設
定できます。音声トラフィックは、Class of Service (CoS) の値を使用して、他のデータよりも優先度が高いよ
うにタグ付けされています。
有線ネットワークのVLANを音声VLANとして設定するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホーム画面で[ネットワーク] をタップします。[ネットワーク] 画面が表示されます。
2. [ネットワーク] リストから有線ネットワークを選択して、[ネットワークの詳細] 画面を表示します。
3. [ID] の下で、[音声ネットワーク] トグルスイッチを右( )にスライドして、音声機能を持つクライ

アントが自動的にこのネットワークにリダイレクトされるようにします。
4. [完了] をタップします。

重要なポイント:
n 1サイトにつき1つの音声ネットワークしか設定できません。[音声ネットワーク]トグルスイッチは他の有
線ネットワークでも表示されますが、グレーアウトされ、ユーザーが有効にすることはできなくなります。
音声ネットワークの横に アイコンが表示されます。アイコンをタップすると、既に別のネットワークで
音声ネットワークが有効になっていることを示すポップアップが表示されます。

n 管理VLANに音声ネットワークを割り当てることはできません。
n 音声ネットワーク機能は、スイッチに直接接続されているIP電話機のみ利用可能です。
n アクセス制限のある専用ポートに電話機を接続した場合、アクセス制限の設定は音声VLANにも適用されま
す。

Energy Efficient Ethernet
Energy Efficient Ethernet (EEE) またはGreen Port Managementは、データアクティビティが低い場合やア
イドル状態の場合に、スイッチポートの消費電力を削減します。ポートのアクティビティを測定するため、定期
的なハートビートが送信されます。データアクティビティが再開されると、ポートは完全に有効になります。こ
の機能はバックグラウンドで動作し、Instant Onモバイルアプリには設定可能なオプションやアクティビティ
の状態は表示されません。

Instant Onは現在、EEE機能のサブセット (802.3az) のみをサポートしています。銅線と光ケーブルのリンク長を検
出し、それに応じて電力を削減する機能はサポートされていません。

その他オプション
Aruba Instant Onモバイルアプリの[その他オプション] ドロップダウンで、有線ネットワークの次の設定を実
行できます。
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n ネットワークアクセス
n ネットワークセキュリティ
n 共有サービス
n ネットワーク割り当て

ネットワークアクセス
Instant Onモバイルアプリの[ネットワークアクセス] オプションでは、IP宛先アドレスに基づいて有線クライ
アントのネットワークアクセス制限を設定することができます。
次の手順で、有線ネットワークのネットワークアクセス制限を設定します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストから有線ネットワークを選
択します。[ネットワークの詳細]ページが表示されます。

2. [その他オプション] で、[ネットワークアクセス] をタップします。[ネットワークアクセス] 画面が表示
されます。

3. ネットワーク上で次のいずれかの設定を行います。
n 無制限のアクセス (デフォルト)—これが有線ネットワークのデフォルト設定です。このオプション
を選択すると、ネットワークで利用可能な任意の宛先にアクセスすることができます。

n アクセス制限—このオプションを選択すると、アクセスがインターネットのみに制限され、内部ネッ
トワークリソースにアクセスできなくなります。特定のネットワークリソースにアクセスできるよう
にするには、IPアドレスのリストにリソースの IP アドレスを入力し、 をクリックします。

重要な注意事項
n ロックされたポートと制限されたネットワークの機能は独立しています。1つの有線ポートをロックして、
同時に制限されたネットワーク専用にすることはできません。

n ロックされたポートと制限されたネットワークの両方で有線ポートを使用するシナリオが発生した場合、
ロックされたポートの機能が優先されます。

n 最大8つの有線ネットワークを同時に制限できます。上限に達すると、その旨を示すメッセージがページ上
に表示されます。

ネットワークセキュリティ
Instant Onモバイルアプリの[ネットワークセキュリティ] オプションでは、DHCPやARP攻撃に対するセ
キュリティ保護を設定できます。

DHCP スヌーピング
DHCPスヌーピングは、ネットワーク内の信頼されないソースからのDHCPメッセージをフィルタリングする
ことで、ネットワークを保護します。信頼されないエンドユーザーデバイスに接続されているポートと、信頼さ
れるDHCPサーバーや他のInstant Onデバイスに接続されているポートを区別します。有効にするには、ネッ
トワークとポートレベルの両方でセキュリティ保護を有効にする必要があります。アップリンクポートと、
Instant Onデバイスを相互接続するポートは、接続されたデバイスを信頼するように自動的に設定されます。

ARP 攻撃防御
ARP攻撃防御は、ネットワーク内のARPパケットを検証し、無効なIP-MACアドレスバインディングを含む
ARPパケットを破棄するセキュリティ機能です。システムは、ネットワーク内のDHCP交換からIP-MACバイ
ンディングを自動的に学習し、特定の中間者攻撃やなりすまし攻撃からネットワークを保護します。



DHCPスヌーピングとARP攻撃防御のセキュリティ保護を有効にするオプションは、Instant Onスイッチポー
トにのみ適用され、サイトのデバイスインベントリに1つ以上のInstant Onスイッチがある場合に表示されま
す。次の手順で、Instant Onネットワーク上のネットワークセキュリティを有効にします。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストから有線ネットワークを選
択します。[ネットワークの詳細]ページが表示されます。

2. [その他オプション] で、[ネットワークセキュリティ] をタップします。[ネットワークセキュリティ] 画
面が表示されます。

3. トグルスイッチ( )をスライドして、ネットワークセキュリティ保護の設定を有効にします。デフォ
ルトではこの設定が無効になっています。

4. ポップアップウィンドウで[有効化] をクリックして確認します。
5. ネットワークが設定されているポートの[ポートの詳細] ページで[セキュリティ保護] 設定も有効になっ

ていることを確認します。セキュリティ保護の詳細については、「スイッチの詳細」を参照してくださ
い。

6. [完了] をタップして設定を保存します。

共有サービス
Aruba Instant Onモバイルアプリを使用すると、クライアントはデバイスを検出し、サイト内の同じネット
ワークまたは異なるネットワーク上で利用可能な共有サービスにアクセスすることができます。共有サービス機
能を使用するには、まずInstant Onモバイルアプリで共有サービスの設定を有効にする必要があります。共有
サービスの導入の詳細については、「マルチキャスト共有サービスの展開」を参照してください。

共有サービスを有効にする ( )または無効にする ( )オプションは、サイトが 2つ以上のネットワーク/VLAN

で設定されている場合にのみ、Instant Onモバイルアプリに表示されます。

メイン(従業員)ネットワークまたはゲストネットワークで共有サービスを設定するには、次の手順を実行しま
す。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、ヘッダーの詳細メニュー( )ア

イコンをタップします。
2. メニューから[共有サービス] を選択し、[共有サービス]の横にあるトグルスイッチを右( )にスライ

ドして、ネットワークの共有サービス機能を有効にします。
3. 共有サービス設定を有効にしたら、[ネットワーク] ページに戻り、リストからメイン(従業員)、ゲス

ト、または有線ネットワークを選択します。[メイン (従業員) の詳細] / [ゲストの詳細] / [ネットワーク
の詳細] ページが表示されます。

4. [その他オプション] の下で[共有サービス] をタップすると、以下の情報が表示されます。
n このネットワークで検出されたサービス—現在のネットワークで利用可能なすべてのサービスを一覧
表示します。同じネットワーク上で検出されたサービスには、常にクライアントが制限なくアクセス
できます。

n 他のネットワークで検出されたサービス—サイトの他のメイン(従業員)ネットワークで利用可能な
すべてのサービスを一覧表示します。デフォルトでは、他のネットワークに接続されているサービス
は無効になっています。トグルスイッチを有効( )にスライドすると、クライアントは他のネット
ワークで利用可能な共有サービスにアクセスできるようになります。

ゲストネットワークで共有サービスを利用できるようにするには、ネットワークの割り当てをブリッジ (ローカルネッ
トワークと同じ)にして、ネットワークアクセスを [無制限]に設定する必要があります。
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サポートされるサービスの一覧
サポートされるサービスの一覧は、Instant Onモバイルアプリ上のデバイスごとに表示されます。複数のサー
ビスを提供している場合は、デバイスの横に複数のサービスアイコンが表示されます。既知の共有デバイスで検
出された新しいサービスは自動的に共有されます。ただし、新しいデバイスの場合は、ユーザーが共有するため
のアクセスを許可するまで、検出された新しいサービスは共有されません。サポートされる主なサービスは次の
とおりです。

n AirPlay™—Apple®AirPlay では、iOSデバイスからApple TV®やAirPlay 機能に対応したその他のデバ
イスに、音楽、ビデオ、スライドショーを無線でストリーミングすることができます。

n AirDrop™—Apple®AirDropでは、近くにある他のApple デバイスと写真やドキュメントなどを共有した
り受け取ったりすることができます。

n Google Cast —Chromecast デバイスやAndroid TVに組み込まれているプロトコルで、インターネットや
ローカルネットワークからWi-Fi経由でコンテンツをストリーミングすることで、ハイビジョンテレビで
オーディオやビデオコンテンツを再生できます。

n AirPrint™—Apple®AirPrint では、iPad、iPhone、iPod TouchからAirPrint 対応プリンタに直接印刷で
きます。

n 共有—ディスク共有やファイル共有などのアプリケーションは、1台以上のApple®デバイスでこのサービ
スの一部であるサービスIDを使用します。

n RemoteMgmt—このサービスは、Apple®デバイスのリモートログイン、リモート管理、FTPユーティリ
ティに使用します。

n DLNAメディア—Windows Media Player などのアプリケーションは、このサービスを使用して、リモート
デバイス上のメディアコンテンツの閲覧や再生を行います。

n DLNA Print —このサービスはDLNAに対応しているプリンタで利用します。

ネットワーク割り当て
有線ネットワークのネットワーク割り当て
[ネットワーク割り当て] ページでは、サイト内のInstant Onデバイスに有線ネットワークを割り当てることが
できます。Instant On AP11Dルーターやスイッチのすべてのポートを同時に設定し、特定のVLANネットワー
クに割り当てることが可能になりました。[ネットワーク割り当て] ページには、有線ネットワークの全体像が表
示され、サイトに展開されているすべてのデバイスが表示されます。サイトのInstant Onデバイスのすべての
ポートを、特定のVLANに一括して割り当てることができますが、以下を除きます。

n アップリンクポート
n Instant Onデバイスが接続されているポート
n トランクの一部として設定されているポート
n 802.1xを使用するポート

次の手順で、Instant Onデバイスのネットワーク割り当てを設定します。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストから有線ネットワークを選
択します。[ネットワークの詳細]ページが表示されます。

2. [その他オプション] で、[ネットワーク割り当て] をタップします。[ネットワーク割り当て] 画面には、
サイト内のすべての有線Instant Onデバイスのリストが表示されます。

3. 有線デバイスを選択し、以下のいずれかのオプションをタップすると、すべてのポートにネットワーク
VLANを一括して割り当てることができます。



n クリア—すべてのポートからVLANを削除します。
n すべて Tagged—選択したInstant Onデバイスのすべてのポートに、特定の有線ネットワークの
VLANを割り当てて、タグを付けます。

n すべて Untagged—選択したInstant Onデバイスのすべてのポートに、特定のネットワークの
VLANを割り当てて、タグを外します。

すべてのポートに一括してVLAN を割り当てる以外に、各ポートをタップしてステータスを変更することもできます。
特定のポートをタップするたびに、ポートのステータスが C (クリア)、T (Tagged)、U (Untagged) と順次変更されま
す。

4. 戻る矢印( ) をタップします。変更は自動的に保存されます。

無線ネットワークのネットワーク割り当て
Instant Onには、サイト内のAPにメイン(従業員)やゲストの無線ネットワークを割り当てるオプションがあ
ります。デフォルトでは、新しく作成された無線ネットワークには、すべてのAPが選択されています。特定の
無線ネットワークにAPを割り当てないようにすることもできます。
次の手順は、無線ネットワークにInstant On APを割り当てる方法を示しています。

1. Instant Onホームページの[ネットワーク] ( ) タイルをタップし、リストから無線ネットワークを選
択します。[ネットワークの詳細]ページが表示されます。

2. [その他オプション] で、[ネットワーク割り当て] をタップします。[ネットワーク割り当て] 画面には、
サイト内のすべてのInstant On APのリストが表示されます。

3. リストにあるAPを無線ネットワークに割り当てるには、APの横にあるトグルスイッチを右( )にス
ライドします。

4. 戻る矢印( ) をタップして、ネットワークの詳細ページに戻ります。
5. [完了] をタップします。

また、デバイスの詳細ページで、無線ネットワークをInstant On APに割り当てることもできます。詳細につい
ては、「Instant On APのネットワーク割り当て」を参照してください。
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アプリケーション使用状況の分析
アプリケーションとは、コンピュータやスマートフォンなどのデバイスを使用してエンドユーザーが特定のタス
クやアクティビティを実行できるようにするプログラムまたはプログラムのグループを指します。Aruba
Instant Onは、ネットワーク内のクライアントがアクセスする各種アプリケーションやWebサイトの日々の使
用状況に関するデータを提供します。
Aruba Instant Onソリューションでは、Aruba Instant Onソリューションの機能の複雑さを解消するため、
トラフィックを多数のカテゴリに分類しています。これらの多数のカテゴリは、それらの分類に基づいて1つの
主要カテゴリにグループ化されています。
さまざまなアプリケーションカテゴリとそれぞれのWebコンテンツの分類は以下のとおりです。

アプリケーションカテゴリ アイコン Instant On の分類

有線—このカテゴリは、基本的なネットワー
クおよびインターネット接続に不可欠です。常
にすべてのネットワークで許可され、ブロック
できません。

n 有線ネットワーク

生産性—エンタープライズアプリケーショ
ン、ウイルス対策、プロジェクト管理ツール、
コラボレーション用ソフトウェア、レファレン
スとリサーチ、検索エンジン、翻訳、Web会
議ソフトウェアなど、生産性を維持し、タスク
管理に役立つサイトとツール。

n アプリケーションソフトウェア

ユーティリティ—検索エンジン、クラウドス
トレージ、ファイル転送など、インターネット
の使用とナビゲーションを容易にするツールと
サービスに関するサイト。

n コンピュータとインターネットセキュリ
ティ

n コンピュータとインターネット情報
n 翻訳
n レファレンスとリサーチ
n 個人向けストレージ
n サーチエンジン
n リードメール
n インターネットポータル
n インターネット通信
n Webメール
n シェアウェアとフリーウェア
n 動的生成コンテンツ
n トレーニングとツール
n Webホスティング

ライフスタイル—美容とファッションのトレ
ンド、食事、エンターテイメントと芸術、地図
とナビゲーション、宗教、社会と旅行に関する
情報が網羅されたサイト。

n エンターテイメント
n レジャー
n トラベル
n 場所

表 16:アプリケーションカテゴリとその分類
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アプリケーションカテゴリ アイコン Instant On の分類

n ファッション

Web—コンピュータとインターネットに関す
る情報とセキュリティ、インターネットソフト
ウェア、プロキシとトンネル、ルーティングプ
ロトコル、Web広告などを含むサイトとツー
ル。

n Webサイトコンテンツ
n インターネットソフトウェア
n オンライン広告

ストリーミング—動画、音楽、映画のスト
リーミングなど、通常、高いスループットが必
要とされる大量のビデオストリーミングや集中
的なネットワーク使用を伴うサイト。

n ストリーミングメディア
n Web広告
n コンテンツ配信ネットワーク
n 画像・ビデオ検索

インスタントメッセージングと電子メール—
ユーザーがメッセージや Eメールを送受信でき
るWebサイトおよびアプリケーション。

n Eメール
n ショートメッセージサービス
n メッセンジャー

ビジネスと経済—金融サービスと取引、不動
産、法律、株式市場、株式に関するアドバイス
とツールなど、職場環境で役立つ金融と経済に
関するニュースと情報および専門サービスに関
するサイト。

n 財務サービス
n ビジネスと経済
n 求人検索
n 哲学と政治思想
n 教育機関
n 医療とヘルスケア
n 法律
n 不動産

ニュースとメディア—ローカルニュースと世
界のニュース、ニュース速報、オンライン新
聞、クラウドソーシングニュース、一般情報、
天気などに関する情報を含むサイト。

n 世界のニュース
n 天気予報
n オンラインニュース

未分類—このカテゴリには、ネットワークの
実行に役立つ、分類されていないネットワーク
プロトコルが含まれています。そのため、ブ
ロックすることはできません。また、未分類の
サイトや存在しなくなったサイトも含まれま
す。

n デッドサイト
n パークドメイン

メモ: これらのカテゴリのデータはごくわ
ずかであり、データ転送の計算では無視さ
れ、Aruba Instant Onではこれらに関して
何も表示されません。

ソーシャルネットワーク—ソーシャルアプリ
ケーションには、ソーシャルネットワーキング
とソーシャルメディアに関するWebサイトが
含まれます。

n ソーシャルネットワーキング
n 出会い系
n 個人サイトとブログ
n ニュースとメディア

成人向けコンテンツ—成人向けコンテンツア
プリケーションには、成人向けの描写や違法な
題材を扱うWebサイトが含まれます。

n 乱用薬物
n マリファナ
n アダルトとポルノ
n ヌード
n 暴力
n 妊娠中絶



アプリケーションカテゴリ アイコン Instant On の分類

n ヘイトと人種差別
n 下品なサイト
n 違法なサイト

教育—学校、単科大学、総合大学などの教育
情報と、Linda.com、LinkedInラーニングな
どのオンライントレーニングツールに関するサ
イト。

n 総合大学
n 教育
n 学校
n 単科大学
n オンライン学習

露骨なコンテンツ—制限付きコンテンツアプ
リケーションには、機密情報の文書や画像のコ
ンテンツを提供するWebサイトが含まれま
す。

n カルトとオカルト
n 性教育
n ギャンブル
n 兵器
n 水着と下着
n 酒とタバコ
n 不正なサイト
n 不審なサイト

ゲーミング—主にビデオゲームなど、ゲーム
に関する情報を含むサイト。インターネット経
由で一部のユーザーや排他的なグループによっ
てプレイされるビデオゲーム。

n オンラインゲーム

政府と政治—軍事および政府アプリケーショ
ンには、軍事や政府関連の情報とサービスに関
するWebサイトが含まれます。

n 軍事
n 政府

キッズ & ファミリー—学習や教育などに関す
る情報とインタラクティブなコンテンツを含む
子供や家族向けのサイト。

n 教育
n キッズ
n 学習

悪意・リスクのあるサイト—高セキュリティ
リスクアプリケーションには、デバイスに損害
を与え内部ネットワークを傷つける恐れのある
既知の悪質なインターネットツールを含む
Webサイトが含まれます。

n ハッキング
n キーロガーと監視
n マルウェアサイト
n フィッシングとその他の不正行為
n プロキシ回避とアノニマイザー
n スパイウェアとアドウェア
n ボットネット
n スパムURL

ショッピング—ショッピングアプリケーショ
ンには、オンラインショッピングのための
Webサイトが含まれます。

n オークション
n ショッピング

スポーツとレクリエーション—レクリエー
ションアプリケーションには、個人の活動およ
び個人的興味に関するWebサイトが含まれま
す。

n トラベル
n ホーム&ガーデン
n エンターテイメントとアート
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アプリケーションカテゴリ アイコン Instant On の分類

n 地域情報
n ハンティングとフィッシング
n 社会
n スポーツ
n 音楽
n ファッションとビューティー
n レクリエーションとホビー
n 自動車
n キッズ
n オンライングリーティングカード
n 宗教

アプリケーション情報の表示
[アプリケーション] ページには、ネットワーク内のクライアントがアクセスするアプリケーションのタイプに関
する次の情報が表示されます。

パラメータ 説明

名前 アプリケーションカテゴリの名前を示します。アプリケーションカテゴリの完全なリス
トについては、「アプリケーション使用状況の分析」を参照してください。

合計使用量 特定のアプリケーションカテゴリの合計使用量を示します (単位:バイト)。

合計使用率 (%) 特定のアプリケーションカテゴリの合計使用率を示します (単位:%)。

表 17:アプリケーション情報

アプリケーションの表示と制御
このページでは、ネットワークでのアプリケーションの表示と制御に関する設定を行います。ネットワーク上で
のアプリケーションの表示と制御に関する設定を行うには、次の手順を実行します。

1. [表示と制御] ページに移動するには、Instant Onホーム画面の[アプリケーション] ( ) タイルをタッ
プします。[アプリケーション] ページの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[表示と制御] を選択
します。[表示と制御] ページが表示されます。

2. 次の選択可能なオプションのいずれかを選択します。
n アプリケーション詳細 (デフォルト)—ネットワーク内のクライアントがアクセスするさまざまなア
プリケーションやWebサイトの日ごとの使用状況を詳細に表示します。このオプションを選択した場
合のみ、アプリケーショングラフとアプリケーションリストが表示されます。このオプションはデ
フォルトで有効になっており、ネットワークのパフォーマンスを低下させる可能性があります。

n アプリケーションアクティビティの概要—[アプリケーション]ページに、過去24時間にすべての
ネットワークでアップロードおよびダウンロードされたデータの概要のみが表示されます。このオプ
ションを選択すると、ネットワークパフォーマンスが向上します。このオプションを選択すると、モ
バイルアプリの[アプリケーション]タブが非表示になります。

このページで設定したアプリケーションの表示と制御の設定により、アプリケーションごとのクライアントによ
るデータ利用に関する情報が以下のページで表示される方法が決まります。



n [アプリケーション] ページ
n [クライアントの詳細] ページ
n [ネットワーク] ページの[アプリケーション] タブ

カテゴリごとのアプリケーション使用状況データの分析
さまざまなアプリケーションカテゴリに基づいて合計使用量データを除外した後、サイトの各メイン(従業員)
またはゲストネットワークのデータ使用量を表示できます。
カテゴリに基づいてモバイルアプリにアプリケーションデータを表示するには、次の手順を実行します。

n Instant Onホームページで[アプリケーション] ( ) タイルをタップします。[アプリケーション] ページに
合計使用量データが表示されます。使用量データを表示するには、Webカテゴリのいずれかをタップしま
す。

各カテゴリについて、以下のデータが表示されます。

n 最も訪問されたWeb サイトおよびアプリケーション—使用量が上位5つのアプリケーションカテゴリが表
示されます。

n 過去 24 時間のアクティビティ—Instant Onネットワークの過去24時間のデータが表示されます。
o ネットワーク—過去24時間アクティブなメイン(従業員)およびゲストネットワークのリストが表示さ
れます。

o タイプ—ネットワークがメイン(従業員)ネットワークかゲストネットワークかを示します。

アプリケーショングラフ
ドーナツグラフに使用量が上位5つのアプリケーションカテゴリが表示されます。1日のうちにアクセスされる
アプリケーションカテゴリが5つを超える場合、[アプリケーション] グラフの5つ目のセクションは[その他]
として表示されます。上位4つのアプリケーションカテゴリに該当しないアプリケーションはすべて[その他]
に含められます。

[アプリケーション] リスト
リストにはすべてのアプリケーションカテゴリのデータが表示されます。リストは使用量の降順に並んでいま
す。

アプリケーションの表示とアクセスのブロック
モバイルアプリの[アプリケーション] ページでは、各種アプリケーションカテゴリの短い説明が表示され、メ
イン(従業員)またはゲストネットワーク上のアプリケーションへのアクセスを制限したり許可したりできま
す。このページには、合計データ使用量(バイト単位)、合計使用量(%)、およびアプリケーションカテゴリが
ブロックされているネットワークに関する詳細も表示されます。

アプリケーションの表示
特定のアプリケーションカテゴリについて[アプリケーションの詳細] を表示するには、次の手順を実行しま
す。

1. Aruba Instant Onホームページで[アプリケーション] をクリックします。[アプリケーション] ページ
が開きます。

2. [アプリケーション]リストからアプリケーションカテゴリを選択して、アプリケーションの詳細を表示
します。
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アプリケーションアクセスのブロック
Aruba Instant Onモバイルアプリでは、カテゴリに基づいて特定のアプリケーションへのアクセス制限を次の
手順で設定できます。

1. Instant Onホーム画面で[アプリケーション] をタップします。さまざまなアプリケーションカテゴリが
表示されます。

2. [アプリケーション] リストから、アプリケーションカテゴリを選択します。選択したアプリケーション
カテゴリが開きます。

3. [このカテゴリへのネットワークアクセスを許可] で、メイン(従業員)またはゲストネットワークごとに
トグルスイッチをスライドして、選択したネットワークの制限を有効にします( )。

ブロックされているWebサイトにクライアントがアクセスしようとすると、管理者が設定したWebポリシーによっ
てアクセスがブロックされていることを示す通知が画面に表示されます。



クライアントの管理
Aruba Instant Onは、ネットワーク内のクライアントに関する詳細情報を提供します。クライアントとは、
Wi-Fiまたは有線ネットワークに接続している、コンピュータ、サーバー、タブレット、スマートフォンなどの
ハードウェアを指します。Instant OnモバイルアプリまたはWebアプリケーションの[クライアント] ページ
には、接続中のクライアントと接続を遮断したクライアントのリストが別々のページで表示されます。[クライ
アント] ページを表示するには、Instant Onホームページで[クライアント] をクリックします。
[接続中のクライアント] ページには、サイト内のアクティブなクライアントのリストが表示され、[接続を遮断
したクライアント] タブには、サイト内で接続を遮断されたクライアントのリストが表示されます。[接続中のク
ライアント] ページと[接続を遮断したクライアント] ページにアクセスするには、[クライアント]ページの[接
続中のクライアント] タブと[接続を遮断したクライアント] タブをクリックします。

AP クライアントの表示
[クライアントの詳細] ページには、ネットワーク内のクライアントに関する詳細情報が表示されます。[クライ
アントの詳細] ページには、接続中のクライアントのリスト( )からアクセスします。Instant Onクライア

ントには、有線と無線の2つのタイプがあります。無線クライアントには、ラップトップ、パソコン、タブレッ
ト、携帯電話など、Instant Onネットワークに無線で接続するものが含まれます。一方、有線クライアントと
は、有線ネットワークに接続されたプリンタ、サーバー、スイッチ、インフラデバイスなどです。
特定のクライアントに関する[クライアントの詳細] ページを表示するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページでクライアント ( ) タイルをクリックします。[クライアント] ページが表示

されます。
2. 接続中のクライアントのリスト( )のクライアント名をクリックします。選択したクライアントの

[クライアントの詳細] ページが表示されます。

以下は[クライアントの詳細]ページの例です。
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アクティブなクライアントの詳細の表示
[クライアントの詳細] ページには次の情報が表示されます。

n クライアント名
n デバイスの詳細
n セキュリティの詳細
n 接続の詳細
n 接続の正常性
n データ使用率と転送レート

列ラベル 説明

クライアント名

クライア
ント名

無線クライアントの名前を示します。クライアント名を編集して、希望するカスタム名に更新できま
す。クライアント名の長さは 1～ 32文字です。クライアント名の有効な文字として、空白文字や特殊文
字が認められています。

デバイスの詳細

IPアドレ
ス

クライアントの IPアドレスです。

MACアド
レス

クライアントのMACアドレスです。

OS クライアントデバイスのオペレーティングシステム (OS)です。

セキュリティの詳細

セキュリ
ティの詳
細

このセクションには、無線クライアントがネットワークに接続する際に使用するセキュリティ標準が表
示されます。

接続の詳細

ネット
ワーク

クライアントが接続しているネットワークです。ネットワーク名をクリックすると、[ネットワークの詳
細]ページに移動します。

時間 クライアントがネットワークに接続している時間が表示されます。

デバイス クライアントが接続しているネットワークデバイスです。デバイス名をクリックすると、[デバイスの詳
細]ページに移動します。

接続され
たデバイ
ス

クライアントが接続されているスタック内の Instant On 1960シリーズスイッチの詳細を表示します。

メモ: この情報は、スタックに接続されているクライアントにのみ表示されます。

Wi-Fi 標
準

クライアント接続のWi-Fi 標準です。Wi-Fi 標準のマッピングは次のように表示されます。
n Wi-Fi 6— 802.11ax クライアント
n Wi-Fi 5— 802.11ac クライアント
n Wi-Fi 4— 802.11nクライアント

メモ: Wi-Fi 標準は、802.11bまたは 802.11g標準を使用しているレガシーWi-Fi クライアントには表
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列ラベル 説明

示されません。

インター
フェイス

クライアントが接続しているAPのラジオです。

最終デー

タレート :

クライアントの直近のダウンロードおよびアップロード速度を示します (単位: Mbps)。

接続の正常性

ステータ
ス

クライアントの全般的な正常性ステータスです。

信号 /速
度

クライアントの信号品質を示します。クライアントの信号雑音比 (SNR)に基づいて、信号品質が以下の
ように表されます。
n 良好—信号強度 25 dB以上
n 中—信号強度 16 dB～ 25 dB
n 不良—信号強度 15 dB以下

データ使用率と転送レート

ダウン
ロード

過去 30秒間のデバイスのダウンロードスループットを示します (単位:バイト/秒)。

アップ
ロード

過去 30秒間のデバイスのアップロードスループットを示します (単位:バイト/秒)。

転送済み セッション中に転送されたデータ量の合計を示します (単位:バイト)。ドーナツグラフをクリックする
と、クライアントの [アプリケーション]ページに移動し、クライアントの詳細なアプリケーション利用
情報が表示されます。

特定のクライアントに関するアプリケーション情報の表示
[クライアント] リストからクライアントを選択して、ネットワーク内の特定のクライアントに関するアプリケー
ションの使用状況を表示できます。アプリケーションの使用状況に関して表示される情報のタイプについては、
「アプリケーション情報の表示」を参照してください。
Instant Onモバイルアプリで特定のクライアントに関するアプリケーション情報を表示するには、次の手順を
実行します。

1. Instant Onホーム画面で[クライアント] をタップします。[クライアント] 画面が開きます。
2. [接続中のクライアント] リストからクライアントを選択して[クライアントの詳細] 画面を開きます。
3. [転送済み] の前にあるドーナツグラフをタップして、選択したクライアントの[アプリケーション] グラ

フを開きます。

ウォッチリストのクライアントの追加と削除
クライアントウォッチリスト機能により、Instant On台のデバイスに接続された有線または無線クライアント
の状態を監視できます。クライアントをウォッチリストに追加した後、監視対象クライアントがオフラインにな
るとアラートが発生し、クライアントがオンラインに戻るかウォッチリストから削除されるとアラートがクリア
されます。



ウォッチリストに追加できる有線または無線クライアント数は最大 128台です。

ウォッチリストにクライアントを追加する手順は次のとおりです。

1. Instant OnモバイルアプリのInstant Onホームページで、[クライアント] ( ) タイルをタップしま

す。接続中のクライアントのリスト( )が表示されます。

2. ウォッチリスト( )に追加する有線または無線クライアントをタップします。選択したクライアント
の[クライアントの詳細] ページが表示されます。

3. 詳細メニューアイコン( )をタップし、ドロップダウンメニューから[ウォッチリストに追加] を選択

します。クライアントが[ウォッチリストに登録されたクライアント] ( ) リストに追加されます。

ウォッチリストからクライアントを削除する手順は次のとおりです。

1. Instant OnモバイルアプリのInstant Onホームページで、[クライアント] ( ) タイルをタップしま

す。接続中のクライアントのリスト( )が表示されます。

2. ウォッチリストのアイコン( )をタップします。ウォッチリストに登録されたクライアントのリスト
が表示されます。

3. ウォッチリストから削除する有線または無線クライアントを左にスワイプして、( )アイコンをタッ

プします。クライアントがウォッチリストから削除されます。

クライアントのブロックとブロック解除
Instant Onモバイルアプリを使用すると、クライアントがサイト上のAPに関連付けられるのをブロックできま
す。各クライアントは、Instant Onモバイルアプリを使用して手動でのみブロックできます。クライアントの
ブロックは、すでにネットワークに接続されているクライアントに対してのみ可能です。[接続を遮断したクラ
イアント]のリストにアクセスして、ブロックされたクライアントのブロックをいつでも解除することができま
す。
クライアントがネットワークにアクセスするのをブロックするには、次の手順を実行します。

1. Instant OnモバイルアプリのInstant Onホームページで、[クライアント] ( ) タイルをタップしま

す。接続中のクライアントのリストが表示されます。
2. 接続中のクライアントのリスト( )から、ネットワークへのアクセスを許可しないクライアントをブ

ロックします。
3. [接続中のクライアント]リストにあるクライアントを左から右にスワイプし、ブロックアイコンをタッ

プします。クライアントはすぐにブロックされ、[接続を遮断したクライアント] ( ) のリストに移動

します。または、[クライアントの詳細] 画面で、詳細メニューアイコン( )をクリックして[クライア
ントの接続を遮断] を選択し、クライアントをブロックすることもできます。

接続を遮断したクライアントのブロックを解除するには、次の手順を実行します。

1. Instant OnモバイルアプリのInstant Onホームページで、[クライアント] ( ) タイルをタップまた

はクリックします。接続中のクライアントのリストが表示されます。[クライアント] ページで[接続を遮
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断したクライアント] ( ) タブをタップします。接続を遮断したクライアントはグレー表示されます。

2. [接続を遮断したクライアント]のリストから、ネットワークへのアクセスを再度提供するクライアント
のブロックを解除します。クライアントは、ブロックが解除されるとすぐにネットワークにアクセスでき
るはずです。

3. ブロックを解除するクライアントをタップします。クライアント名の確認を求めるポップアップボックス
が画面に表示されます。[ブロックを解除] をタップします。クライアントはすぐにブロック解除され、
[接続中のクライアント] のリストに移動します。または、クライアント名を右から左にスワイプしてブ
ロック解除アイコンをタップし、ブロックを解除することもできます。

クライアントがブロックされると、そのクライアントはネットワークに接続されなくなり、ブロックを解除し
ても、すぐには [接続中のクライアント]リストに表示されず、ネットワークに再接続されて初めてリストに表
示されます。

有線クライアント
有線クライアントは、イーサネットスイッチングをサポートするInstant Onデバイスに接続されたクライアン
トとして定義されます。有線クライアントは、以下のシナリオに基づいて分類されます。

図 6有線クライアントのシナリオ

n シナリオ 1: Instant Onスイッチングデバイスに接続されているInstant Onデバイスは、有線クライアント
として表示されません。

n シナリオ 2:サーバーはエッジ有線クライアントとして表示されます。

サーバー上で実行されているVMは、同じイーサネットポートに追加のMACアドレスを報告する場合があります。そ
の場合、それぞれのMACアドレスは有線クライアントとして表示されます。

n シナリオ 3:エッジデバイスはエッジ有線クライアントとして表示されます。
n シナリオ 4:サードパーティのインフラストラクチャデバイスは、インフラストラクチャ有線クライアントと
して表示されます。



n シナリオ 5:サードパーティのインフラストラクチャデバイスに接続されている有線デバイスは、有線クライ
アントとして表示されません。

n シナリオ 6:インフラストラクチャデバイスはエッジ有線クライアントとして表示されます。
n シナリオ 7:有線デバイスは有線クライアントとして表示されます。

有線クライアントの詳細
特定の有線クライアントに関する[クライアントの詳細] ページを表示するには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページでクライアント ( ) タイルをタップします。[クライアント] ページが表示さ

れます。
2. [接続中のクライアント]リストから有線クライアントを選択します。有線クライアントの[クライアント

の詳細] ページが表示されます。

有線クライアントの[クライアントの詳細]ページには、以下の情報が表示されます。

パラメータ 説明

クライアント名 有線クライアントの名前を示します。クライアント名を編集して、希望するカスタム名に更新で
きます。クライアント名の長さは 1～ 32文字です。クライアント名の有効な文字として、空白
文字や特殊文字が認められています。

タイプ 有線クライアントのタイプを示します。クライアントは、インフラストラクチャクライアントま
たは音声クライアントのどちらかです。

IPアドレス クライアントの IPアドレスです。

MACアドレス 有線クライアントのMACアドレスを示します。

ネットワーク クライアントが接続しているネットワークです。ネットワーク名をクリックすると、[ネットワー
クの詳細]ページに移動します。

インターフェイ
ス

クライアントが接続されているデバイスのインターフェイスを示します。有線クライアントに
は、接続されているポート IDまたはカスタムポート名が表示されます。

時間 クライアントがネットワークに接続している時間が表示されます。

デバイス クライアントが接続しているネットワークデバイスです。デバイス名をクリックすると、[デバイ
スの詳細]ページに移動します。

ポート 有線クライアントがネットワークに接続されているスイッチポートを示します。

クライアントヘ
ルス

有線クライアントの正常性ステータスを示します。

ステータス 全パケットに対するエラーパケット数の比率を表します。
n 良好—全二重モードでは、エラーレートは 0.1%未満です。半二重モードでは、エラーレー
トは 2%未満です。

n 普通—全二重モードでは、エラーレートは 0.1%以上です。半二重モードでは、エラーレー
トは 2%以上です。

デュプレックス
モード

有線クライアントが全二重モードまたは半二重モードで接続されているかどうかを示します。

表 18:有線クライアントの詳細情報
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パラメータ 説明

ダウンロード 過去 30秒間のダウンロードスループットを示します (単位:バイト/秒)。

アップロード 過去 30秒間のアップロードスループットを示します (単位:バイト/秒)。

転送済み クライアントセッション中に転送されたデータ量の合計を示します (単位:バイト)。

PoE パワーサイクル
Instant Onには、有線クライアントをリモートからパワーサイクルする機能があります。このオプションは、
Instant OnルーターやスイッチのPoEポートに接続されているクライアントに対してのみ利用可能です。有線
クライアントのポートをパワーサイクルするには、次の手順を実行します。

1. Instant Onホームページでクライアント ( ) タイルをタップします。[クライアント] ページが表示さ

れます。
2. [接続中のクライアント] リストで、有線クライアントを右から左にスワイプします。行の後ろにパワー

サイクル( )ボタンが表示されます。

3. クライアントをパワーサイクルするには、パワーサイクル( )ボタンをタップします。行には、クライ
アントがパワーサイクル中であることを示すメッセージが表示されます。別の方法として、有線クライア
ントをタップして、有線クライアントの[クライアントの詳細] 画面の詳細メニュー( )から [パワーサ
イクル] の設定を選択することもできます。

PoEサプライヤには Instant Onデバイスを使用する必要があります。

ウォッチリストのクライアントの追加と削除
クライアントウォッチリスト機能により、Instant On台のデバイスに接続された有線または無線クライアント
の状態を監視できます。クライアントをウォッチリストに追加した後、監視対象クライアントがオフラインにな
るとアラートが発生し、クライアントがオンラインに戻るかウォッチリストから削除されるとアラートがクリア
されます。

ウォッチリストに追加できる有線または無線クライアント数は最大 128台です。

ウォッチリストにクライアントを追加する手順は次のとおりです。

1. Instant OnモバイルアプリのInstant Onホームページで、[クライアント] ( ) タイルをタップしま

す。接続中のクライアントのリスト( )が表示されます。

2. ウォッチリスト( )に追加する有線または無線クライアントをタップします。選択したクライアント
の[クライアントの詳細] ページが表示されます。

3. 詳細メニューアイコン( )をタップし、ドロップダウンメニューから[ウォッチリストに追加] を選択

します。クライアントが[ウォッチリストに登録されたクライアント] ( ) リストに追加されます。

ウォッチリストからクライアントを削除する手順は次のとおりです。



1. Instant OnモバイルアプリのInstant Onホームページで、[クライアント] ( ) タイルをタップしま

す。接続中のクライアントのリスト( )が表示されます。

2. ウォッチリストのアイコン( )をタップします。ウォッチリストに登録されたクライアントのリスト
が表示されます。

3. ウォッチリストから削除する有線または無線クライアントを左にスワイプして、( )アイコンをタッ

プします。クライアントがウォッチリストから削除されます。
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アカウントの管理
[アカウントの管理] ページでは、関連するすべてのサイトの管理者アカウント情報を変更できます。

アカウントパスワードの変更
関連するすべてのAruba Instant Onサイトの管理者アカウント情報を変更するには、次の手順を実行します。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。

アイコンのアルファベットは、登録済みの Eメールアカウントの最初の文字に基づいて表示されます。

2. [パスワード] をタップします。
3. [パスワードの変更]で、現在のパスワードと新しいパスワードを入力します。
4. [パスワードの変更] をタップして変更を保存します。

アカウントの管理画面では、サイトのアラート通知を有効または無効にすることもできます。詳細については、
「通知」を参照してください。

セキュリティ
[セキュリティ] ページでは、管理者が自分のアカウントに二要素認証(TFA) を追加することができます。二要
素認証をアクティブ化すると、アカウントのセキュリティレイヤが追加されます。この機能はデフォルトでは無
効になっており、認証された管理者アカウントでのみ利用できます。

二要素認証を設定するには、認証アプリが必要です。認証アプリがデバイスにインストールされていない場合は、対応
するオペレーティングシステム用の認証アプリをダウンロードしてください。

二要素認証のアクティブ化
管理者アカウントに二要素認証を設定するには、次の手順を実行します。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。

2. [アカウントの管理] 画面で、[セキュリティ] をタップします。
3. [二要素認証をセットアップする] をタップします。
4. [パスワードを確認] で、現在のInstant Onアカウントのパスワードを入力します。
5. [パスワードを確認] をタップします。
6. [認証アプリ] で、以下のキーをコピーして、認証アプリに入力します。
7. [続行] をタップします。
8. 認証アプリで問題が発生した場合にサインインに使用するリカバリ電子メールアドレスを入力します。
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9. リカバリ電子メールアドレスを再度入力します。
10. 認証アプリで生成されたワンタイムパスワードを入力します。
11. [二要素認証の有効化] をタップします。

管理者アカウントで二要素認証が有効になると、Instant Onモバイルアプリにログインするたびに、認証アプリで生
成されたワンタイムパスワードの入力が必要になります。

二要素認証の無効化
管理者アカウントの二要素認証を無効にするには、次の手順を実行します。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。

2. [アカウントの管理] 画面で、[セキュリティ] をタップします。
3. [セキュリティ] 画面には、アカウントで二要素認証が現在有効であることが表示されます。
4. ヘッダーの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[二要素認証を無効化] をタップします。画面に

ポップアップが表示されます。
5. [無効化] をタップします。

リカバリ電子メールアドレスの変更
二要素認証を有効にすると、認証アプリの使用に問題がある場合、サインインに使用するリカバリ電子メールア
ドレスの変更が可能になります。
リカバリ電子メールアドレスを変更する手順は次のとおりです。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。

2. [アカウントの管理] 画面で、[セキュリティ] をタップします。
3. ヘッダーの詳細メニュー( )アイコンをタップし、[リカバリ電子メールアドレスの変更] をタップし

ます。
4. 新しいリカバリ電子メールアドレスを入力します。
5. 新しいメールアドレスを再入力して、新しいリカバリ電子メールアドレスを確認します。
6. [リカバリ電子メールの変更] をタップして変更を適用します。

通知
通知は、システムでアラートがトリガされたときに、Aruba Instant Onを管理しているモバイルデバイスに送
信される標準メッセージです。管理者は、通知のメカニズムを通じて、サイトでトリガされたアラートに関する
最新情報を受け取ります。通知は2つの異なる行で表示され、1行目にはアラートの名前が表示され、2行目に
はサイト名が表示されます。ただし、システムで同じサイトから複数のアラートがトリガされると、通知メカニ
ズムにより、アラートから生成されたすべての通知が折りたたまれ、登録済みのデバイスに1つの通知として表
示されます。
通知をクリックすると、登録済みのデバイスで自動的にInstant Onアプリが開き、Instant Onサイトの対応す
る管理インターフェイスに移動します。アラートに対して何もアクションを行わない場合、通知は通知バーに残
り、クリアするまでいつでも表示できます。[サイトの状態] タイルで[すべてのアラートを表示する] をクリッ
クすると、サイトでトリガされたすべてのアラートを表示できます。



アラート通知の有効化/無効化
アラートの通知を有効にするには、次の手順を実行します。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。

2. [アカウントの管理] 画面で、[通知] をタップします。
3. [アラートのカテゴリ] には、モバイル、E メール、またはその両方の通知を有効にするオプションがあ

ります。トグルスイッチをスライドして、モバイルまたはEメールの通知として通知するアラートを有効
( )または無効( )にします。有効にしたアラートは、ホームページの[サイトの状態] タイルに
表示されます。アラートの表示と管理の詳細については、次を参照してください。

n モバイルアプリでのアラートの表示と管理

デフォルトでは、4つのアラートタイプすべてのモバイル通知が有効になっています。

アラートのカテゴリ
アラートのカテゴリでは、通知アラートを受信する可能性のあるデバイス関連のイベントを選択できます。特定
のアラートのカテゴリの通知を有効にするか無効にするかを選択できます。選択可能なアラートのカテゴリのタ
イプは次のとおりです。

n デバイス接続
n デバイスの問題
n デバイスの容量が超えました
n 新しいソフトウェアが利用可能です
n クライアントをウォッチリストに登録

デバイス接続
このオプションを有効にすると、サイト内に接続の問題がある場合に通知アラートが発生します。このアラート
は、クライアントでインターネット接続に問題が発生していることを示しています。アラートが発生した場合、
以下のようなシナリオが考えられます。

n インターネットゲートウェイがインターネットサービスプロバイダーから切断されている。
n 内部ネットワークの問題。

デバイスの問題
このオプションを有効にすると、Instant Onデバイスが故障した場合やネットワークから切断された場合に通
知アラートが発生します。アラートが発生した場合、以下のようなシナリオが考えられます。

n Instant Onデバイスが電力を失っている。
n Instant Onデバイスがネットワークから切断されている。
n ローカルネットワークまたはインターネット接続の問題。
n Instant Onデバイスが予期せぬ状態になったために再起動している。

デバイスの容量が超えました
このオプションを有効にすると、スイッチのパワーバジェットが上限に達し、スイッチがPoEを通じて新しい
デバイスに電力を供給できなくなった場合に通知が発生します。このアラートは、スイッチがデバイスのPoE
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給電要求を拒否した場合に発生します。スイッチの総パワーバジェットと消費電力に関する情報は、インベント
リモジュールの[スイッチの詳細] ページに表示されます。

新しいソフトウェアが利用可能です
このオプションを有効にすると、新しいソフトウェアバージョンがInstant Onネットワークにインストール可
能になったときに通知が発生します。新しいソフトウェアのインストールが可能になったことを示す情報アラー
トがInstant OnモバイルアプリやWebアプリケーション上で生成されます。情報アラートをタップすると、
ソフトウェアの更新画面にリダイレクトされます。ソフトウェアの更新のインストールに関する詳細について
は、「Instant Onサイトのソフトウェアイメージの更新」を参照してください。
サイト内のデバイスが新しいソフトウェアのインストールに成功しなかった場合も、ユーザーに通知されます。

クライアントをウォッチリストに登録
このオプションを有効にすると、ウォッチリストに登録されたクライアントがオフラインになったときに通知が
発生します。各クライアントのステータスが変更されると、クライアントに対して個別に通知が発生します。こ
のアラートは、クライアントが再接続するとサイトからクリアされます。

通信設定
[通信設定]画面では、HPEやAruba が提供する最新のオファーとプロモーションの定期配信を設定できます。
最新情報の定期配信を設定するには、次の手順を実行します。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。

2. [アカウントの管理] 画面で、[通信設定] をタップします。
3. [オファーとプロモーション] では、以下のアクションを実行できます。

a. [HPE または Aruba から、HPE/Aruba と一部の HPE/Aruba パートナー製品、サービス、オ
ファー、イベントなどに関する個別のお知らせを E メールでお送りしてもよろしいですか?] チェッ
クボックスを選択します。
HPE/Aruba が提供する最新のオファーとプロモーションの詳細は、登録済みのEメールアカウント
に送られます。

このチェックボックスは、[アカウントの作成] ページにも表示されます。

b. [国の検証] で、ドロップダウンアイコンをタップして、リストから居住国を選択します。

HPE/Aruba がユーザーデータを管理、使用、保護する方法についての詳細を見るには、[HPE プライバシース
テートメント] のリンクをタップしてください。

アカウントの削除
[アカウントの削除] 画面では、Instant On管理者アカウントを削除して、関連するすべての製品およびサービ
スへのアクセスを無効にすることができます。管理者アカウントは、関連するすべてのデータとともに削除され
ます。削除されたアカウントがプライマリ管理者アカウントとして使用されていた場合、そのアカウントに属し
ていたすべてのサイトが削除され、すべてのデバイスが工場出荷時の状態にリセットされます。複数の管理者ア
カウントを持つサイトは、いずれかのアカウントを削除しても、削除されません。次の手順で、Instant On管
理者アカウントを削除することができます。

1. ヘッダーに表示されているアカウントアイコン(アルファベットのアイコン)をタップします。[アカウン
トの管理] 画面が表示されます。



2. [アカウントの管理] 画面で、[アカウントの削除] をタップします。
3. [アカウントの削除] 画面で、[アカウントの削除] をタップします。
4. 画面にポップアップが表示されます。[削除] をタップすると、Instant On管理者アカウントが完全に削

除されます。
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トラブルシューティング
問題のある状況を管理者がトラブルシューティングする際に役立てるため、Aruba Instant Onアプリケーショ
ンにはInstant Onトラブルシューティングガイドが組み込まれています。ユーザーが問題を識別するために役
立つこのツールでは、解決方法に関するガイダンスが提供されます。Instant Onトラブルシューティングガイ
ドでは、最も一般的な状況がカバーされており、LEDのパターンを利用して問題を識別するように設計されてい
ます。Instant Onトラブルシューティングガイドは[アラートの詳細] ページから次の手順で起動できます。
Instant Onトラブルシューティングガイドを開くには、次の手順を実行します。

1. [サイトの状態] モジュールを選択し、アラートセクションの[アラート履歴] をクリックするか、ページ
ヘッダーの( )ボタンをクリックします。[アラート] ページが表示されます。

2. アラートの横にある アイコンをクリックして[アラートの詳細] ページを表示します。
3. [アラートの詳細] ページで、[推奨されるアクション] を確認してアラートをクリアします。
4. その他のトラブルシューティング情報は、[Instant On トラブルシューティングガイド] をクリックし

てください。[Instant On トラブルシューティングガイド] ページに次の情報が表示されます。
a. LEDパターンに基づく一般的な問題。
b. 推奨されるアクション。
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5. 問題の解決方法が見つからない場合は、次のリンクに移動して、その他のサポートオプションを表示しま
す。
n モバイルアプリの「ヘルプとサポート」
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